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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　街は地上の星空と化していた。


　全てを覆おおうべき夜の闇やみを無数の光こう芒ぼうが分断する。冬の透明な空気の中で、互いに絡からみ合う光と影が賑にぎやかな模様を描き出し──昼間の情景とは無論の事、普段の夜景とも異なる雰ふん囲い気きを街に与えていた。


　年末……十二月二十四日。


　聖ク誕リス前マ夜ス・祭イブである。


　クリスマス商戦の最後の山場に突入した繁はん華か街がいは、普段よりも五割増しの華はなやかさを纏まとっていた。紅白で刷られた『クリスマス・セール！』のポスター。無数の電でん飾しよくを施ほどこされたクリスマス・ツリー。あちこちで流される様々なクリスマス・ソング。特に菓子関係の店は──普段は和菓子専門の店でさえ──クリスマス・ケーキの箱を店頭に積み上げて宣伝に余よ念ねんがない。店によってはサンタクロースの扮ふん装そうをした従業員が、同じくトナカイの着ぐるみを着た従業員と共に並んで、通行人に愛想を振りまいている。


　日本におけるクリスマスは最も早はやキリスト教とは独立したおイ祭ベンりトだ。


　祝う者達の多くは信仰心薄く──あるいは皆無で──儀式は形けい骸がい化かしている。クリスマスが元々はキリストの聖誕祭なのだという事を知らない者さえ居いるかもしれない。それどころか前記の様な商業まみれのクリスマスの風景さえ、既に定番的というか……手て垢あかの付き過ぎた感が在ある。


　とはいえ……


　年にたった一日の特別な日となれば、道行く人々の気持ちも浮き立ち易やすい。雰囲気に流されて財さい布ふの紐ひもが緩ゆるんだのか、あるいは承知の上で雰囲気に乗っているのか……香ばしい匂いを漂わせるローストチキンの包みを提げた者、あるいは綺き麗れいなリボン付きのケーキやプレゼントの箱を携えている者の姿も数多く見受けられる。


　そんな中──周囲から何ど処こか浮き気味な一組の男女が歩いていた。


　彼等は繁華街の賑やかさの中に在りながら、何処かそこから隔かく絶ぜつされた様な……気け怠だるく白けた様な空気を纏っている。


　並んで歩いてはいるのだが、仲なか睦むつまじい様子ではない。指には揃そろいの結婚指輪が塡はまっている事を思えば夫婦なのであろうが、何処かぎくしゃくしたというか、微妙な距離感が二人の間には横たわっている。他人同士の並ぶ距離ではなく、しかし寄り添うでもなく、彼等を結び付けているある種の義務感の様なものが、その物腰には垣間見える──とりあえずは形だけでも夫婦の体裁を整えているだけの様な。


　だから──


「……そうだ」


　ふと何かに気付いたかの様に夫が立ち止まる。


　数歩分遅れて立ち止まった妻が怪け訝げんそうに振り返る。その眼には何処か苛いら立だつ様な光が瞬またたいていた。


「どうしたの？」


「クリスマス……だからね」


　夫の言葉に──妻はさして興味のなさそうな口調で応じた。


「ケーキは秋あき穂ほが手作りのを用意してくれているはずだけど」


「拓たく人とにプレゼントを買って帰らないと」


「プレゼントもどうせ秋穂が用意してるわよ。そつのない子だから」


「……だからだよ」


　あくまでも素っ気ない妻の言葉に首を振って夫が言う。


「折せつ角かくのクリスマスだ。何もかも親しん戚せき任せというのも問題だろう。俺も君もせめて年に一度や二度は親らしい事をしておいても罰ばちは当たらないさ」


「それで貴方が満足するのなら私は構わないけど？」


「…………」


　夫は一瞬ながら不快げに顔をしかめ──しかしクリスマス・イブに賑わう繁華街の真ん中で口論をするのも気が引けたのだろう。彼は開きかけた口を無言のままつぐんで、立ち止まった際に眺ながめていた一軒の店に入って行った。


　其そ処こは小さな玩具屋であった。


　近年増えてきた外資系大型店舗とは全く反対の──わずか十坪程の店内に所狭しと玩具の箱が積み上げてある旧来の『オモチャ屋さん』である。比較的新しい玩具に混じって、古い──永らくショーウインドウの中に飾られていたのか、箱の一部が日焼けして退たい色しよくしている──玩具もちらほら見受けられた。ある種のマニアならば大喜びで掘り出し物を漁あさり始める所だろうが、生あい憎にくと夫も妻もそういう趣味はなさそうだった。


　店内には店員らしい初老の男性と………他には客らしき中年女性が一人いるだけだ。店内は様々な玩具で雑然としているにもかかわらず、妙に冷えて閑かん散さんとした空気が独特の空間を作り出していた。やはり最近はこの手の小規模小売店は流は行やらないらしい。


「……ふむ」


　店内をさっと見回し──夫は困こん惑わくの表情を浮かべた。


　大型店舗であれば『売れ筋商品』は目立つ所にそれらしく配置されているものだが、こうした小さな──いかにも個人商店然とした店では、ただ商品が適当に並べられているだけで、興味のない者には全く区別が付かない。既にお子様時代を卒業して二十年近くになろうかという男女に『今時の子供が喜びそうなもの』を選別できる眼など備わっているはずもなかった。


「困ったな……」


「慣れない事をするものじゃないわよ」


　妻が皮肉げな口調で言う。


「貴方──拓人がどんなテレビ番組を見ているかも知らないでしょう？」


「君は知っているのか？」


　さすがに少しムっとした口調で夫が尋たずねる。


「知るわけないでしょ。子供向け番組なんかに興味ないわ」


「……お互い立派な親振りだな」


　夫は呟つぶやく様に言ってもう一度辺りを見回した。


　その時──


「これ……ください」


　先に居た客が箱の一つを手にして初老の店員にそう呼び掛ける。


　鮮あざやかな色遣いの箱には、黄金と深しん紅くに彩られた変身ヒーローらしいキャラクターの絵が描かれていた。商品名のロゴは『フルアクション・アニレオン』──ついでに爆発型のフキダシが添えてあって、その中には『爆愛！』と記されていた。このキャラクターの決め台ぜり詞ふか……あるいは変身の際の掛け声なのだろう。


「あー……はいはい……」


　店主は鼻先に引っかけていた小さな眼鏡を指先で押し上げながら、手渡された箱を受け取り──そして何かに気付いた様子で曖あい昧まいな微笑を浮かべた。


「ええと……あのですね。これは製造メーカーが先月倒産しましてですね。万が一、不良品でもメーカー保証がつかないんですよね……まあもう一つ在庫は在りますが……」


　言って店主は棚の方に視線を向ける。確かにそこには同じ『フルアクション・アニレオン』の玩具の箱がもう一つ置かれていた。


「あ……そうなんですか。何処にもないと思ったら」


　客は微苦笑を浮かべながら言う。


「でもうちの子、これが大好きで……探し回ったんですけど、何処にも置いてなくて」


「番組の人気は在ったみたいですけどね。この手の人形としては単価が高めですし、もう番組の放映そのものは終了してますから、さすがに──」


　今更、再生産を引き受ける様な会社もないという事だろう。


「それでも構いませんか？」


「ええ。とにかくこれが欲しいとずっと言ってましたから」


「わかりました。じゃあせめて三割引で」


「有り難う御座います」


　女性は丁てい寧ねいな仕草で頭を下げると財布を取り出した。


「ええと……クリスマス・プレゼントですよね？　カードか何かは入れますか？」


　店主がレジを打ちながら尋ねる。


「お願いします。『シンイチへ、メリークリスマス』と」


「はいはい。シ・ン・イ・チ・くん──ね」


　呟きながら店主はレジの下の引き出しからメッセージカードを取り出す。サインペンでさっとメッセージを書き込んでから彼はそれを箱の上に載せ、派手な模様の付いた包装紙で梱こん包ぽうし始めた。


「…………」


　ぼんやりとその様子を眺めながら──夫は呟くように言った。


「うちもあれにしようか」


「三割引に引かれたの？」


「『人気があった』らしいじゃないか。それに番組の名前は俺も何処かで聞き覚えがあるからな──拓人が見ていたのが頭の隅すみに残っていたのかもしれんだろ」


「じゃあ好きにしたら」


　妻は投げ遣りな口調でそう言った。


「そうするよ」


　夫はそう言って──棚の上に残っていた『フルアクション・アニレオン』の箱を手に取ると、店主の方へ向かって歩き出した。





第一章　もうすぐクリスマスなんですけど。












　雪が降っている。


　言うまでもないが現象自体はごくありふれたものだ。今年初めての雪という訳でもない。恐らくは世界が今の形に落ち着いてから幾いく星せい霜そう──万単位の気の遠くなる様な年月の中で、数え切れない程に繰り返されてきた現象である。冬に雪が降る──それは温帯地方にとってはごくごく当然の出来事に過ぎない。


　ただ……降っているのは尋じん常じようの場所ではなかった。


　亜空間と呼ばれる領りよう域いき。


　世界の一部であって一部でない──通常の空間とは別に人じん為い的てきに構築された世界である。ただし空間としての性質にそう特殊性はない。強しいて言えば『異なる』という特性を以もつて通常の空間と峻しゆん別べつされた特別な領域だ。自然発生のものがない訳ではないが、多くの場合、こうした亜空間は人為的に設定構築される──『普通の世界』と『そうでない世界』を隔かく離りする為に。


　そう。例えば──ある種の者達が世せ俗ぞくから離れて隠れ住む場所として。


「…………」


〈学長〉は黙って硝ガラ子スの向こうの空を眺ながめている。


　彼が立つのは〈学園〉本校舎最上区画に位置する学長室の窓際である。


　この〈学園〉は常設型亜空間の中に設けられている。〈学園〉の上に広がる空はつまり本物のそれではない。肉眼では見分けがつかないが、擬ぎ似じ的てきに再現された紛まがい物だ。本来ならば雪が降るどころか昼夜の別も設定してやらねばここには発生しない。


　元々人工的な世界であるこの領域は、温度や湿度、果てはその中で適用される物理法則の一部さえ自由に制御できる。そんな場所でわざわざ雪を降らせなければならない様な、実利的な理由は存在しない。単に余計な手間が掛かるだけだ。


　だが、〈学園〉を含むこの亜空間には、可能な限り通常空間と同じ環境を保つ様に──具体的には東京近郊のとある一部地域の気候を模シミユ倣レートする様に設定されている。


　これは〈学園〉に通う者達の便べん宜ぎを図はかる為だ。


　この〈学園〉には、ちょっとやそっとで失調する様な繊せん細さいな神経をしている者は少ないとはいえ、やはり生まれ育った自然環境とあまりに異なる状況に置かれれば誰もがストレスを感じる。また出入りする際に環境が激変するのは不都合が多い。例えば暴力的な程の直射日光が降り注ぐサハラ砂漠から、いきなり吐く息も凍りかねない様なエベレストの頂上へと瞬間移動すればどうなるか。単に衣装の問題も在あるし酸素濃度の差から呼吸器系に障害が起きる可能性も在るだろう。人間は比較的順応性の高い生物ではあるが、それとて限界は在る。


　無論、日本全国から集まってくる──場合によっては海外や、異世界からも──生徒達や関係者全てに便宜を図る訳にはいかない。だが、予あらかじめ〈学園〉環境の模倣元となる『基準点』を通常空間の世界に設定しておけば、対処はし易やすくなる。海外旅行をするのに事前に旅行先の気候を調べておく様なものだ。


　そういう訳で──〈学園〉の環境は昼夜の別は無論の事、天候や気温、湿度といった部分まで通常空間を自動再現する様に設定されている。その結果として雪が降ることもある訳だ。この場合はむしろわざわざ降雪をキャンセルする方が手間がかかる。


　つまり今この瞬間には通常空間でも雪が降っているという事だ。


「ふむ……」


〈学長〉はちらりと視線を壁のカレンダーに向ける。


　12月のページ。


　通常の休日や祭日とは別に、二十四日と二十五日の部分にはポインセチアの葉をあしらったマークがわざわざ印刷されていた。


「──今年ももうすぐですねえ」


　不意に──〈学長〉の背中に声が掛かる。


　特に驚いた様子もなく〈学長〉が振り向くと、そこには黒い教師職の制服を着た青年が一人立っていた。左手には二つのワイングラスを、そして右手には赤ワインの瓶びんを携えている。


　歳は外見的に判断すれば二十代半ば。顔立ちは端たん整せいで、ともすれば不ふ潔けつに見えがちな長い黒髪も、艶つややかで清せい潔けつ感かんがある。美男子と言えるだろう。ただ、何ど処こか完全な美形になりきれていないというか、機械で言えば重要な部分の螺ね子じが抜けているかの様な、妙に間延びした雰ふん囲い気きを帯びている。


「お誕生日」


「……今更生誕日を祝う様な年齢でもあるまい」


　表情はよくわからないが〈学長〉は苦笑した様だった。


「更に言えば私の本当の生誕日は別だ──知っていると思うが」


「まあそうなんですけどね」


　言いながら青年は〈学長〉にワイングラスを差し出す。〈学長〉も特に拒こばむ様子もなく、それを受け取った。


「一応、勤務中だが」


　と〈学長〉。


「中身は水ですよ、水」


　へらへらと笑ってワインの瓶を振りながら青年は言った。


〈学長〉のグラスに透明な液体を注ぎ、自分のグラスにも注ぐ。確かに赤ワインではない。アルコールの匂いもしない事からすれば、青年の言葉通りこれはただの水なのだろう。


「もっとも……貴方の手の中では、いつまで水のままかはわかりませんがね」


「結婚式でもあるまいに。奇き蹟せきの安売りはせんよ」


　そう言いつつも──ゆらりと〈学長〉はワイングラスを回す。透明であった中の液体は、何の前まえ触ぶれもなく、まるで手て品じなの様に一瞬にしてその色彩を透明な紅くれないに変じた。


「もっとも──たとえ形けい骸がい化かしようと祭り事や祝い事は悪い事ではない。信仰心の有無はさておき多くの人々を幸福にする」


「左様で」


　青年は言って自分もワイングラスを掲かかげる。ただそれだけの動作で──彼のワイングラスの中身も瞬時にして真しん紅くの液体に変化した。


　分子変換。


　事実上、奇蹟の領域に属するはずの現象を互いに生み出しながら、〈学長〉も青年も特にその事について驚くでも誇るでもない。彼等にとってはそれこそ特別視する様な事でもないのかもしれなかった。


「時に──」


〈学長〉がふと想い出した様に言った。


「彼はどうしているかね？」


「ああ──相変わらずですよ」


　青年の言葉と同時に──まるで機を計っていたかの様に、鈍にぶい轟ごう音おんが足下から伝わってきた。恐らく発生源は階下の教室の一つだろう。


　無論、これは単なる振動ではない。この〈学園〉本校舎は真下で十キロ爆弾が爆発しても他の階には何ら影響がでない様になっている。ただ魔力込みの力が放出された際は、亜空間の一部が不安定化する事で些さ細さいな時じ空くう振しんが──空間そのものに対する揺ゆれが発生する事がある。もっとも『時空振』と記すと何やら大おお袈げ裟さだが、これ以上は望めないという程に強きよう固こな術じゆつ式しきによって構築されているこの〈学園〉の亜空間にとっては、本当に微風が吹いた程度のものでしかない。


「最近は、例の魔法杖も加わっているのでより派手になっていたりしますが」


「…………」


　無言で〈学長〉は窓から下界の風景を見下ろす。


　そこには何やら作業機械じみた、やたらに無ぶ骨こつな感じの人型機械の一団が、がっきょんがっきょんと慌あわただしげに走っていた。腕には『風紀』の文字の染め抜かれた腕章が揃そろって塡はめられている。


『っ！　っ！　っ！』


　風紀ゴーレム部隊である。


　魔力電池によって稼か動どうする半自律型重機動ロボット。何か問題が起こればその場に急行して〈学園〉の治安を守る彼等の雄ゆう姿しも、この半年余りで随ずい分ぶんと見掛ける機会が増えた。


　更に──


『大変大変まあ大変、大変大変まあ大変──』


　何処かのんびりした掛け声──なのか？　──を挙げながら風紀ゴーレム達の後ろを、古式ゆかしい看護婦の格好に身を包んだ少女達の一団が、とてとてとて、といった感じで走っていく。紺色のワンピースに白いエプロンはメイドとよく似ているが、看護帽と腕に巻いた赤十字の腕章がその正体を何よりも雄ゆう弁べんに物語っている。ほとんど某塗り薬（メンソ○ータム）の缶の蓋ふたに描かれている少女そのまんまであるが、製作者の趣味なのか版権対策なのか、彼女等の背中には明らかに装飾用の──実際には何の役にも立ちそうにない小さな白い翼が生えているのが違いといえば違いだ。


　こちらは保健ゴーレム部隊である。


　ちなみに一緒くたにゴーレムと呼んでいるものの、保健ゴーレム達は分類的には自オー動ト人マー形タ──いやむしろ擬アン人ド機ロ械イドに近い。こちらも名の通り〈学園〉関係者の健康を守る為に配備されている連中だ。元々は名前の通りに風紀ゴーレムと同じタイプが使われていたのだが、『こんなのに癒いやされても嬉うれしくない』とか『下手に診みて貰もらうと背骨をへし折られそうだ』という主しゆ旨しの苦情が相次いだ為、某準教師の意見を採り入れてモデル・チェンジされたのである。


　それはさておき──


「……寒さ河が江み教授も苦労するな」


「まったくで」


「君も担当者ではあるだろう。何とかしようとは思わんのかね」


「まあアレは特効薬のない病気みたいなもんですからねえ」


　青年は言って肩を竦すくめる。


「タナロット達に『暴れるな』と諭さとすよりも、周囲の者が慣れる方が早いかと。現に施設はともかく、人的被害は確実に減ってますよ。皆、きな臭い感じがしたらいち早く逃げ出すようにしてますから」


「…………」


〈学長〉は溜め息をついた。
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　それは一つの教育機関であった。


　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在った。


　この国の公文書の何処を探してもその機関の名前は記されていない。


　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲けい載さいされていない。


　それは存在しないはずの機関。在り得ないはずの組織。


　何な故ぜならこの教育機関が教える事は一般社会とは相容れないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。


　だが捨てる者が居いれば拾う者も居る。


　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨みがき上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性──無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られたはずの不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。


　故ゆえに関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。


　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園──〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　十二月というと師し走わすである。


　先生が走ると書いて『しわす』と読む。どうして年末になると先生が走るのだろうか、とか、先生でなくても年末は皆忙しいんじゃないかなあ、とか……つれづれとしょーもない事を考えつつも、羽は瀬せ川がわ拓たく人とは冬でもなおクリスマス商戦の熱気に満ちた商店街を歩いていた。


　羽瀬川拓人。


　彼を一言で示せと御み堂どう高校の学友達に言えば、若じやつ干かん名を除いてほぼ同じ答えが返ってくるだろう。


　曰いわく『平凡』もしくは『普通』。


　体格や容姿は人並み。中身についても同様で、成績に至ってはわざとやってんじゃないかと思える位に平均値。その結果ついた渾あだ名なが『二年Ｂ組の平均点算出機』である。特別に器用な訳でもなし、何か変わった趣味の持ち主でもない。


　もっとも──『つまらない奴』だの『凡ぼん庸よう』だのと、意味はそう変わらずとも否定的な言葉面の評価が出てこないのは彼の人じん徳とくではあるのだろう。見るからに善人丸出しの優しい顔立ちの為に、彼に対して嫌悪や侮ぶ蔑べつの感情を持つ者も居ない。


　まあそういう人物である。


　だからこそ、拓人がこの繁はん華か街がいを歩いていても、彼自身に目立つ要素はない。注意して見ていなければ、彼の姿は雑ざつ踏とうの中に容易たやすく紛まぎれ込んで見失ってしまうだろう。


　だが──


「タクト、タクト──」


　彼の連れの少女はそうはいかなかった。


　まず目立つのは褐かつ色しよくの膚はだだ。


　健康的に日焼けした様な色合いではあるのだが──そこにムラがない。色素が均等に濃いのだ。またよく見れば膚に荒れた様子もなく、むしろ生まれたての嬰えい児じの如ごとく艶つや々つやすべすべである。どれだけ注意しても単に日焼けした膚ではこうはならない──というかなれない。


　また髪は亜あ麻ま色に近い赤毛。瞳ひとみは薄茶色である。


　くっきりした目鼻立ちも含めて──少女の容姿は明らかに日本人のそれではない。東京都内とはいえ、新宿や六本木と異なり、外国人の姿が珍しい地元の繁華街では、この姿は嫌でも目立つ。


　更に──きょろきょろとリスかネズミの様な、小動物を思わせる落ち着きのない仕草が少女を目立たせていた。歳は十代半ば位に見えるが、いちいち周囲の事物に反応してころころと表情を変える様は、幼児のそれに近い。


　このため、少女には『大人になりつつある女性の色艶』と『純じゆん真しん無む垢くな幼児のあどけなさ』が同時に存在しているのである。この落差が更にまた人目を惹ひくのだ。


　もっとも……これはまだマシなのだという事を拓人は理解している。


　少女の名はタナロット。


　今、周りの人間の眼に晒さらされている彼女の姿はあくまで仮かり初そめのものだ。本来の彼女の姿はもっと目立つ。髪は文字通りの深しん紅く、瞳も同じく血の様な真しん紅く、更には尖とがった耳までも。だがそのままでは目立ちすぎて何かと問題があるという事で、拓人の手による偽ぎ装そうが施されているのである。


「あれは何であるか？」


「ん──どれ？」


　拓人は首を傾かしげて少女の指差す方向を見る。


　そこには紅白の鮮やかなコントラストを示す衣装に身を包んだ女性が、道行く人に業務用の笑顔を添えてチラシを配っていた。念のために記載しておくが、巫み女こさんではない。サンタクロースの扮ふん装そうである。


「ああ。サンタクロースじゃないか」


「みゅ？」


　タナロットが首を傾げる。


「なんであるか、それは」


「……タナ郎、妙な事知ってる癖くせに、基本的な知識がすぽんと抜けていたりするね」


　苦笑する拓人に、しかし意味がわかっているのかいないのか、胸を張ってタナロットは『うむ』と頷うなずいて見せた。


「うーんとね……」


　常識的なものほど、いざ『説明しろ』と言われると困ってしまうものである。拓人はしばし腕を組んで頭の中で言葉を整理する。


「ええと……まあ要するに、おとぎ話の登場人物だよ」


「む。エッチな話の登場人物であるか。萌え」


「……なにそれ」


「夜よ伽とぎにする話である」


　かくん、と肩の力を落としてから、拓人は呻うめく様に言った。


「お・と・ぎ・ば・な・し。メルヘン。ファンタジー。伝説。架空の物語」


「む？　あそこに実在しているのではないか？」


「だからあれは扮装」


「アラブの方でよくあるやつであるか」


「それは紛ふん争そう」


　今時、中年親父でも口にするのを躊躇ためらってしまうかの様な、べたべたなボケ──無論本人は大まじめである──にとりあえず突っ込んでから、拓人は苦笑を浮かべた。


「年に一度、子供達にプレゼントを配ってくれる人物でね」


「みゅ。郵便局の回し者であるか」


「なんでそうなるの」


「紅いのである。紅いのは郵便局か、消防署か、共産主義者と決まっているのである」


「…………」


「しかし消防署と共産主義者には配達業務はないのである。よって郵便局なのである」


『どうだ！』とばかりに胸を張って主張するタナロット。


「……いや、あのね。だから、おとぎ話だってば」


「郵便局のエージェントとは違うのであるか？」


「違うよ」


「みゅみゅ？　では何処の回し者なのであるか？」


「……その回し者という発想は止めなさい」


　どうしてこうも知識が偏かたよっているのだろう──と思いつつも拓人は言葉を続けた。


「とにかくそういう風習というか何というか。そういうものなの。『クリスマス』って日に出てくる伝説の人物。あれはそれを真似てお客さんにアピールしているだけ」


「みゅ？　コスプレであるか」


「……いやまあ、間違ってないけど」


　拓人は溜め息をついた。


　その時──


『クリスマスというのは』


　ひょいとそんな文字が書かれたノートが拓人達の前に差し出される。


『要するにお祭り。元々はキリスト教の創始者と言われているイエス・キリストの誕生日を祝う祭典だったものよ』


　ノートを持っているのは、拓人のもう一人の連れの少女だった。


　タナロットを派手な異国風とするならば、こちらの少女は純和風である。長い黒髪は三つ編みにしてある上、黒い瞳は大きな眼鏡で覆おおっている為に、全体的に地味で大人しい感じに見える。積極的に訴えかける美び貌ぼうではないのだが、その慎つつましい──悪く言えば引っ込み思案で気弱げな──雰囲気は『大やま和と撫なで子しこ』や大正や昭和初期の、旧ふるい時代の『女学生』に通じる部分があった。


『クリスマスはChristmasと書くけれど、元々は英語の古語でChrist's Massと書いていたものを一語にしただけ。元々のChrist's Massは『キリストのミサ』って意味』


「みゅう」


「へえ……」


　拓人とタナロットの感心した様な視線を受けて、少女は恥ずかしげに身を竦めた。


「よく知ってるね、鈴すず穂ほ」


「さすがは鈴穂である。無駄な知識の貯め込みでは右に出る者が居ないのである」


『タナ郎に言われたくないわよ！』


　サインペンでノートにそう書く少女。


　こちらの少女の名前は羽瀬川鈴穂。


　拓人の従い姉と妹こであり──一時期、拓人は彼女の家に預けられていた事もあって、拓人とは姉弟同然に育った少女だ。ちなみに学年は同じだが誕生日では鈴穂の方が半年ほど早い。もっとも元々度を越した引っ込み思案──というか男性恐怖症、視線恐怖症、失語症といった問題を持っていた鈴穂は、拓人にとって姉というよりも、手の掛かる妹の様な存在ではあった。


「はいはい、喧けん嘩かはそこでストップ」


　苦笑して言いながら拓人は再び歩き出す。


　タナロットと鈴穂も一瞬顔を見合わせて──そして拓人の後について歩き出す。さすがに〈学園〉の教室一つを潰かい滅めつさせる様な乱闘を繰り広げ、寒河江教授にこってり叱られた直後なので、多少は自己抑制が効いているのだろう。


　もっとも一日経たてばすっかり元通り、懲こりずに再び喧嘩をしてしまうのがこの少女達の困った処ところではある。生徒や教師達もそれなりに順応はしてきている為、人的被害はほとんど出なくなっているが、それでも被害がゼロという訳にはいかず──〈学園〉では保険制度の導入と、防御魔法を組み込んだ護符の配布も検討しているらしい。


　ただし、それらが実施されるのは早くても休み明け──来年の事であろうが。


　ちなみに〈学園〉にも一応冬休みというものが在る。


　無論、教師達は大抵が〈学園〉に常駐しているし、有志によって課外授業が設けられたりもするので、実際にはそんなに〈学園〉の様子が変わる訳ではない。ただ、一般社会に生活の基盤を置く生徒達のスケジュール調整等の意味もあって、便宜的に〈学園〉には『冬休み』が設けられており、この間は〈学園〉内の幾つかの機関が運営を停止するのだった。


「もうクリスマスか……」


　しみじみした口調で呟つぶやく拓人。


　まあ毎年の行事ではあるのだが……街がクリスマス一色に彩られるのはせいぜいが十二月の中旬から二十五日までの十日間ほどである。年にわずか十日だけのお祭り──と考えると見慣れた街の風景も何やら特別なものに見えてくる。


　だから──だろうか。


　普段は気にも止めずに通り過ぎる細い路地の奥に、彼が眼を向けたのは。


「…………ん？」


　色鮮やかな看板もなく、きらびやかなネオンの光も届かず、まるで繁華街の喧けん噪そうに背を向ける様に、何処か薄暗く静かな佇たたずまいを見せる路地。


　その奥に一軒の玩具屋──だろう多分──が在った。


　断言を憚はばかるのは、その店のショーウインドウの中身が、普通の玩具屋と異なっていたからだ。玩具は玩具なのだが、定番商品である処のゲーム機や、昨今流行の電子玩具は全く置かれて居らず──デザインにしてもあまり見かけないものが多い。拓人はあまり玩具の類たぐいには詳しくないのでわからないが……どうもレトロな品が多い様にも見える。


「あ、タナロット。鈴穂。ちょっといい？」


　そう声を掛けてから、拓人は路地へと脚を踏み入れる。


　一度振り返ると、二人は特に異論を唱える様子もなく、拓人の後を付いてきていた。


「玩具全般取扱……やまもとどう……？」


　拓人は玩具店の看板を見て呟く。そこには彼の読んだ通り『玩具全般取扱・山本堂』と書かれていた。置いてある品がレトロなら店名もレトロだ。しかも木の板に手彫りで刻み込んである。今時、『○○堂』などと付けるのは、古物商か、あるいは古くさい事そのものが『伝統』という名前でウリになる様な、ある種の老舗しにせ位のものだろう。


　硝子のショーウインドウの中をじっくりのぞくと、やはり今風の玩具はほとんどなく、置いてあるのは何処か古くさいものばかりだ。セルロイドの人形。ブリキの自動車。超合金のロボット。等々──プラスチックの人形等も見受けられるが、全体的に色が薄れていたり、箱が一部汚れているものも多い。


　してみると……やはりここはレトロ玩具専門店らしい。


「ふうん……」


　普段であれば拓人はここで引き返していただろう。前述した様に彼は特にレトロ玩具に興味はない。


　だが──


「お。いらっしゃい」


　かろん──というこれまたレトロな鈴の音と共に山本堂の硝子扉が開く。


　その向こうに立っているのは意外にも若い──ついつい店構えや品揃えから、髪に白髪の目立つ様な人物を連想していたのだが──せいぜいが三十前後にしか見えない男性だった。細い眼と短めに刈り込んだ髪の、何処か木ぼく訥とつそうな顔に、嫌味のない自然な笑顔を浮かべてその男性は言った。


「レトロ玩具に興味あり？」


「あ、いや──」


「まあどっちでもええわ。時間があるなら見てってや。冷やかしでも構わへんよ」


　関西系の訛なまりで愛想良くそう言うと男性は脇に退く。


　一瞬躊躇い──そして拓人は店内に脚を踏み入れた。誰かに何かを誘われれば、特に不都合がない限りは応じてしまうのが羽瀬川拓人という少年である。今日は時間的に余裕があったという事もある。ちらりと店内を流し見てすぐ出る──そんなつもりで彼は山本堂の中に入った。


　だが──


「へえ──」


　自然と感嘆の声が出る。


　店の外観から、何となく裸電球に照らされた薄暗い店内と黴かび臭い空気を連想していたのだが、これまた予想を裏切られる結果になった。店内は外観とは裏腹に、蛍光灯の光が隅すみ々ずみまで行き渡り、壁面は無数のガラスケースによって占せん拠きよされている。その中には商品と言うより展示品の様な感じで、幾つもの玩具が所狭しと並べられ、プリンターで印字したらしい値段札が側そばに置かれていた。


　何というか──凄くマニアックな雰囲気である。


　レトロという言葉から連想しがちな埃ほこりっぽさや黴臭さは微み塵じんもない。どうも古こ色しよく蒼そう然ぜんたる店の外観は客の気を引く為の演出であったらしい。中は徹底した品質管理態勢が行き届いている様だった。


「こういう店は初めて？」


「あ──はい。すいません」


　ついつい場違いな処に入り込んでしまった気がして謝る拓人。彼にくっついて店内に入ってきたタナロットや鈴穂も、物珍しそうに店内を見回している。


「まあ敷居が高そうに見えるやろね」


　店員は笑いながら言うと、カウンターの向こうに回って座る。拓人達に張り付かないという事は、好き勝手に見ていい、という事なのだろう。店員はカウンターに置かれたノート・パソコンを叩いて笑った。


「普段はネットオークションで商品売ってんねん。わざわざ来て貰った人には、やっぱそれっぽい演出も要るかなあって、こういう店構えにしたんやけど……失敗やったみたいやね。全然客来えへんわ」


　と朗ほがらかに笑う店員。どうもこの人物が山本堂の店主というかオーナーでもあるらしい。


　カウンターの端には漫画か何かのキャラクターが印刷された小さなカップが置かれており、そこに『御自由にお取りください』といった雰囲気で名刺が何枚か入っていた。


『玩具全般取扱・山本堂　店長　山やま本もと章あき裕ひろ』と書かれている。


「レトロ玩具専門ですか？」


「まあそうやね。レトロつっても古けりゃいいってもんやないから、最近のもあるにはあるけどな。例えば生産中止品なんてのは中止されたのが最近でも、いきなり値段高こう騰とうする場合あるねん。他にも限定生産品とか」


「はあ……」


「マイナーなメーカーの品でも出来が良ければ買い手はつくし。『いつでも手に入る』と思とったらいくら金あっても買わへんのやけど、『もう手に入らへん』と言われた途端に大金積んでも欲しがる奴はようけおんねん」


「そういうもんですか」


「まあ俺もその一人やねんけどな」


　ははは、と店主は笑った。


「まあ暇ひまな店やし、こうして入ったのも何かの縁や。何か買えとかせこい事はいわへんからゆっくり見てってや──お連れのお嬢ちゃんも楽しんでくれてるみたいやし」


　言って微笑を店の一画に向ける。


　そこでは何やら「みゅ。みゅみゅ？」とか声を漏らしながら、タナロットがあちこちのショーケースを熱心に覗のぞき込んでいる。鈴穂はというと、さすがにこの手のものには興味がないのか、苦笑を浮かべてそんなタナロットの様子を眺めていた。


「ひょっとしたら君の懐かしい想い出の玩具とかもあるかもしれへんで？」


「……ですかね」


　微苦笑を浮かべて言う拓人。


　彼は薦めに従い、ショーケースの中の玩具を眺めていく。大抵は拓人に言わせれば値段と品が釣り合わない様なものばかりだったが──どう見てもゴミとしか思えない様なものに『三万円』の値札がついていたりもする──その中の一つが拓人の意識に引っかかった。


「これは…………」
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　人形だ。普通の人間の様な目鼻立ちはなく、代わりに獅し子しの鬣たてがみを思わせるボリュームたっぷりの髪と、のっぺりした、しかし何処か獅子の顎あごを思わせる仮面が付随している。恐らくは何かの変身ヒーローの人形なのだろう。


　造られた当時は派手な色遣いだったのかもしれないが、所々塗装が剝はげて、斑まだら模様の様になっている。だが不思議と無惨な感じはなく、何処か使い込まれた道具の様な風格がその人形にはあった。


『カトウ・トーイ／フルアクション・アニレオン／３９０００円』


　値札にはそう書いてある。頭の一語は多分、メーカー名だろう。


　人形の名前には、そしてその造形にも拓人は見覚えがあった。


「僕は──」


　これと同じものを持っていた事がある。


　そんな確信と共に、記憶の一部が浮かび上がる。


　あれは何年前の事であったか──拓人がまだ幼かった頃、両親がクリスマス・プレゼントに買ってきてくれたのだ。当時、拓人が熱心に見ていたテレビアニメの変身ヒーローがそのアニレオンで、毎回、『爆愛！』の掛け声と共に変身して闘う主人公を、拓人は大喜びで見ていた為、そのプレゼントに大喜びした記憶がある。


　ただ──


「あれ、どうしたんだっけ？」


　あの時の『フルアクション・アニレオン』はもうない。いつの間にかなくなってしまった。子供の事だから壊こわすかなくすかしたのかもしれないが……結構大事にしていた記憶は在るのに、どうしてなくなってしまったのか、その周辺の記憶があまり残っていない。


『どうしたの、タクちゃん？』


　鈴穂が拓人の様子を気にしてそんな事を聞いて──そんな台せり詞ふを書いたノートを差し出してくる。


「昔これと同じのを持っててね。お気に入りだったはずなんだけど、何処へ行ってしまったのか──」


『この人形？』


「そう。随分前だから、鈴穂は覚えてないかもしれないけど」


　言って拓人は微苦笑を浮かべる。


「きちんととっておけばお小遣い稼ぎができたかもね。──さすがにこれは……ちょっと手が出ないな」


　確かに四万円近い値段は、中高生にとってはちょっと高たか嶺ねの花だ。貯金がない訳ではないのだが……父からの仕送りは限られているし、ささやかな蓄たくわえを切り崩し、無理をしてでも手に入れたいか、と問われると拓人には自信がない。特に最近はタナロットの食費がかさんで、ただでさえ拓人の懐ふところ事情は芳しくない。


　それに──


（もうすぐクリスマスだしね）


　内心そんな事を呟く拓人。


　鈴穂はともかく、タナロットやもう一人の同居人──厳密な意味で『人』かどうかはさておき──のファルチェにとっては初めて祝うクリスマスである。どれだけ今の生活が続くのかはわからないが、最初のクリスマス位は皆に楽しい想い出を遺してあげたい……拓人はそう考えていた。その為にはケーキだの御馳走だの、そしてプレゼントだのと出費がかさむ。


　拓人としては同じお金を使うならそちらを優先したかった。


　だが──


「みゅ？　どうしたのであるか？」


　タナロットまで拓人の様子が普段と少し違う事に気付いたのか、側に寄ってきてそんな事を尋ねてくる。


「いや……別に。昔持っていたのと同じ人形が在るから懐かしいなあ、と思って」


「みゅ？　これであるか？」


「うん。まあそれよりも──タナロットは何か面白いもの、見つけた？」


「みゅ……全部面白いのである！」


　と眼を輝かせて言うタナロット。


　考えてみれば、外見こそ十代半ばの少女の姿をしているが、彼女は未いまだ生まれて一年にもならない『子供』である。こういった玩具の類には眼がないのかもしれない。


「特にこれとこれとこれとこれとこれが興味深いのである！」


「どれどれ？」


　タナロットの指差すショーケースの中を覗き込みながら──


（…………四万……か）


　拓人は『フルアクション・アニレオン』の事がどうにも気になってしまう自分を意識していた。
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「──おかえりなさいましぃ」


　マンションに帰ってきた拓人達をそう言って出迎えたのは、緑の髪と瞳を備えた可愛らしい少女だった。


　整った顔立ちは無論だが──何処かおっとりのんびりした物腰と、綺き麗れいに切り揃えられた髪型が少女をとても愛らしく見せている。


　もっとも可愛いと言っても、そのままの格好で彼女が外を出歩けばきっと奇異の視線を浴びる事だろう。


　丈は長い癖に妙に露ろ出しゆつ度どそのものは高いという、変わったデザインの服を着ている上、耳の部分には角つのかアンテナを思わせる奇妙なパーツがくっついている。複雑な面構成と光沢のある質感から、それが無機物である事はわかるのだが、後から追加された様子もなく、少女の頭部とそれはごく自然に馴な染じんでいた。


　言うまでもないが──この少女もタナロットと同様に人間ではない。


　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンドである。


『可変型魔法機杖ヴアリアブルワンド』の名の通り、この少女の本性は人間でない──どころか生物ですらない。ファルチェは進化した魔法具である魔ま法ほう機き杖じように付与された大量の魔力が凝ぎよう縮しゆくし、精霊化したものである。いつでも杖の状態と少女の状態に恣し意い的てきに変化できる様だが、今のところ拓人がわざわざ杖を持ち歩かないといけない様な事もない為、大抵は家で留守番をしている。


　ちなみに。


　人間ではないとはいえ、少女形態時のファルチェは耳の部分以外は基本的に人間の肉体と大差ない質感を持っている。


　だから──


「──ファルチェ」


「はいー？」


「できれば帰ってくる度に抱きつくのは勘かん弁べんしてくれない？」


　呻くような口調の拓人の背後では、『ゴゴゴゴゴ』とか擬ぎ音おん付きの怒ど気きを放散している鈴穂とタナロットが居る。基本的にこの二人と違って、ファルチェは他人を押し退けて拓人を独占しようという気はない様だが──その癖、遠えん慮りよ会え釈しやくなくタナロットや鈴穂の前でも拓人に対してべたべたしたりする。嫉しつ妬との感覚があまりない分、他人のそれにも鈍どん感かんなのかもしれない。


　拓人は拓人で生身の女の子としか思えない彼女の感触──胸とか──の前では、やはり赤面してしまう訳で、これがまたタナロットと鈴穂には面白くないらしい。もっともファルチェが来るまではタナロットが同じ立場で鈴穂を苛いら々いらさせていた訳だが、そこらはやはり自覚がない様だった。


　それはさておき。


「拓人様がそうおっしゃいますならー」


　あっさりとファルチェは身を離すと、にっこり笑って言った。間延びした口調が妙に甘ったるいというか媚こびを含んでいる様に聞こえるが、この少女の場合はわざとやっているのではなくて地である。


「ところで佐さ久く間ま様と霧きり島しま様からお電話が入っておりましたぁ」


「……い？」


　ぎくりとした表情を浮かべる拓人。


「佐久間先輩はともかく──霧島は……」


　霧島双ふた葉ば。そして霧島葉は月づき。


　二人は拓人の学友──普通の高校である御堂高校の方の──である。当然ながら拓人のもう一つの顔、即ち〈マジシャンズ・アカデミイ〉所属の新米魔法使いとしての側面は知らないし、彼がどうしてタナロットや鈴穂、ファルチェと一緒に住んでいるのかも知らない。そもそも彼等は拓人は一人暮らしだと思っているはずだ。


　そんな彼等が電話に出たファルチェを──どう聴いても若い少女の声の人物の事をどう思うか。しかも二人は鈴穂やタナロットの声は知っている。電話に出たのがそのどちらでもないのはすぐに気付いたろう。


　まずい。双葉はともかく、葉月だったらまずい。


　葉月の脳はわずか一ミリ秒で短たん絡らくする。『拓人の家で電話に出た少女の声』＝『同どう棲せい相手』と間をすっ飛ばして結論づけるのは彼の得意技だった。しかも葉月はどうも他人が右往左往するのを見て面白がる様な悪あく癖へきを持ち合わせている。下手をすれば新学期には、『羽瀬川拓人は女の子と同棲中』という根も葉もない──事もないのだが──噂うわさが御堂高校を席せつ巻けんしているだろう。


「霧島って男の方だった？　それとも女の方だった？」


「女性の声でしたけどー」


　とファルチェ。


「貴女は誰、とか聞かれなかった？」


「取ってませんよぉ。電話には出るなと言われたですから」


「あ。そうか──」


　そんな事を言った覚えもある。


　拓人を主あるじと認めたファルチェにとって、彼の命令は絶対なのだろう──本人が命じたことも忘れる位に些細な事でも。タナロットに対しても拓人は同じく『主』であるはずなのだが、こちらはあまり素直に言うことを聞いてくれない。本人は聞いているつもりなのだが何処かズレている。そんな訳で拓人としてはファルチェに対しても同じ様に『きちんとした命令の遂すい行こう』は期待していなかった部分がある。


「私は留守録の内容を横で聞いていただけですけど。詳しい内容は御確認くださいね」


「それでいい。ありがとう」


言いながらマンションの中に入る拓人。彼が何気なしに脱いだブルゾンを、何気なく手を伸ばして受け取りながら──ふとファルチェは小さく首を傾げた。


「あらぁ？」


「どうしたの？」


「いえいえー。別に大した事ではありませんよぉ」


　とファルチェ。


　当初のタナロットほどではないにしても、元々彼女の言動は何処かずれているというか、おかしいので、細かい事をいちいち気にしていては何もできない。拓人はそのまま部屋の中に入って行った。


　怪け訝げんそうにしながらも、タナロットと鈴穂も部屋の中に入る。


　そして──


「……えっとぉ」


　ファルチェは彼等が部屋の奥に行ってそれぞれ室内着に着替え始めたのを見計らうと、手にした拓人のブルゾンに軽く──まるで匂いを嗅かぐ様な仕草で、口づけをする。


　そして……


「────…………」


　素早い──普通の人間の耳には甲かん高だかい一音にしか聞こえない様な圧縮呪文詠唱。


　虚こ空くうから湧わき出した蛍ほたる火びの様な光こう芒ぼうが、幾つも幾つも飛び回っては拓人のブルゾンに集まり、吸い込まれて行く。


　やがて──


「…………」


　ぽん──と軽い破は裂れつ音が弾けると、次の瞬間にはブルゾンはそこになく、代わりに小さな縫ぬいぐるみがファルチェの腕の中には在った。


　いや。よく見れば縫いぐるみではない。


　身長四十センチ程、手足の短いデフォルメの効いた形態はまさしく少女を模した縫いぐるみのそれだが……縫いぐるみは自ら瞬またたきしたり、ばたばたと手足を動かしたりはしまい。


　頭に羊の角の様なものを備えた、もこもこしたその少女型縫いぐるみ──のような何か──は、その黒い瞳を自分を抱き上げているファルチェに向けた。


「──うい？」


「拓人様、何かを気になされている様です。貴方、何か知りませんかぁ？」


「…………」


　少女型の縫いぐるみはくい、と小鳥の様に首を傾げると、短い腕を合わせて──どうも本人（？）は腕を組んでいるつもりらしいが──しばし黙もつ考こう。


「玩具屋。我が主。人形見てた。『フルアクション・アニレオン』。三万九千円──」


　片言というか、言葉を覚えたての幼児の様な、舌足らずな口調で少女型縫いぐるみは言う。それを聞きながらファルチェは束の間、何か考えていたが──


「ああ。なるほどぉ」


　何か得とく心しんしたのか、ファルチェはにっこり微笑むと少女型縫いぐるみの頭を軽く撫なでる。


「わかりましたぁ。御苦労様ですー」


　ファルチェの言葉と同時に『ばいばい』といった感じで少女型の縫いぐるみは手を振ると、そのまま光を放って消滅──後には先程までと寸分変わらぬ拓人のブルゾンが残った。


『ファルチェ？』


　ひょいと部屋から顔を出して鈴穂が訝いぶかしげな表情を向ける。


『今貴女、誰かと喋しやべってなかった？』


「いいえー。別にぃ」


　にっこり微ほほ笑えんでファルチェは首を振った。







＊







　電話の呼び出し音が澱よどんだ空気に響いた。


〈学園〉における教師職の立場を示す黒い制服を着た青年が、音に反応して顔を上げる。端整な顔立ちではあるのだが、何処か二枚目になりきれないというか、その物腰には何処か重要な部分の部品が欠落している様な、緩ゆるみの在る人物だった。


　佐久間榮えい太た郎ろう。


〈学園〉屈くつ指しの実力を持つ魔法使いながら、再三の正式教職員就任の要請を断り、未いまだ準教師という奇特な人物である。たまに教きよう壇だんに立ったりもするが、学生でもあるという中途半端な立場に立っている為、生徒達からは憧どう憬けいと羨せん望ぼうと嫉妬と嘲ちよう笑しようと諦てい観かんと──まあその他諸々を込めて『先輩』と渾あだ名なされている。


「んー……」


　ちなみに──今日の榮太郎は少しいつもの格好と様子が違う。


　制服は普段と変わらないのだが、額に捩ねじり鉢はち巻まきなんぞをしているのである。お祭りでよく見かける様な、あるいはよく板前がしているような──薄手の手て拭ぬぐいを紐状に絞り込んで頭に巻いたアレである。ただし手拭いの模様はよくある『豆絞り』ではなく、何やらデフォルメされた女の子の絵になっている。


　かてて加えて、何やら眼の下にはうっすらと隈くまができている。へらへらした雰囲気は確かにそのままなのだが、それが常日頃の様な余裕の産物ではなく、寝不足や極度の疲労から来るナチュラル・ハイというか、追い詰められた末の開き直りというか……まあとにかくそういう感じの状態なのである。


「あー……誰か」


　そう言う声も力がない。


　何をそんなに疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのかは不明だが、とにかく榮太郎は疲れているらしい。


「電話ー……」


　彼が口を開くのも面倒臭そうに言うと、傍かたわらからトレイに載せられたコードレス電話の受話器がそっと差し出される。ついでにトレイには『ユピテル帝王液』と書かれたスタミナ・ドリンクも乗っかっていた。御丁てい寧ねいにもストロー付きである。


　トレイを保持しているのは美しい娘だった。


　黒いロングのワンピースに白いエプロンが鮮やかなコントラストを描いている。ワンピースは肩の部分の膨らんだ形。頭にはフリルの白が眩まぶしいヘッドドレス。胸元には闇やみの様に慎み深い黒のリボン。見事なまでに隙すきのない本格的なメイドさんルックである。


　もっとも──黒髪黒瞳はいいとして、十九世紀ロンドンとかで見かけた『本物』には、まさか黒尻尾と黒犬耳まではくっついていなかったであろうが。


　榮太郎の使い魔にして、黒バー犬ジエ獣ストの化け身しん──エーネウスである。


「うい。ありがと」


　言いつつ榮太郎は右手で受話器、左手でスタミナ・ドリンクの瓶を握った。


「はい佐久間──と。おお、拓人か。いやな──〈学園〉の方で直接話をするつもりだったんだが、入れ違いになっちまったみたいでな」


　一息ついてからスタミナ・ドリンクの瓶に差し込まれたストローに口をつけて、ちうちうと栄養補給。呆あきれ果てた様子で主を眺めているエーネウスに、『もう一本』とばかりに指を立ててから榮太郎は言葉を繫つないだ。


「それでな。アルバイトをしないか──と尋ねたかったんだが。そう。時給二千円出すぞ。この時期、一人暮らしとはいえ、色々と物要りだろ？　こっちはまあ懐具合はともかく、どうにも人手が足りなくてな。うん？　いや──単純な作業だよ。おまえでも充分できる。え？　エーネとシンクラヴィアか？　いや、ミヤビにも手伝って貰ってるけどな。それでも足りないんだよ」


　と言ってから榮太郎は視線を部屋の反対側に飛ばす。


　そこでは自分達の名前が出たせいか、二人の娘が揃って榮太郎の方を振り向いていた。


　メイド服を着た燃え上がる様な赤毛の娘がシンクラヴィア。


　彫りの深い派手目の美人だ。同じメイド服を着ていても、楚そ々そたる印象のエーネウスとは好対照で、見る者に対し積極的に訴え掛ける様な華はなやかさが在る。日本語よりもニューヨーク訛りの英語でも喋っている方がよく似合うだろう。


　巫女服を着た娘がミヤビ。


　銀髪に紅眼という色素が欠落した姿であり、俗に言うアルビノ個体であるが──アルビノにありがちな弱々しさはなく、むしろたおやかなその姿の向こうに、しなやかな獣を思わせる力強さが透けて見える。


　それぞれ魔鳥セイレーン、神しん獣じゆう白びやつ虎この化身である。外見こそ人間の娘の様に見えるが、その本性は立派な魔族と神族であり、諸般の事情で留学生という建前の元に〈学園〉に居留している二人であった。


「…………」


「…………」


　流は行やっている訳でもあるまいに、二人とも何故か頭には榮太郎と同様の鉢巻きを──シンクラヴィアはヘッドドレスの代わりに──巻いており、何というか、本来は綺麗に完結している服装の中で、そこだけが妙に浮いた感じではあった。


　シンクラヴィアとミヤビは何やら言いたげな様子で榮太郎の方を見ていたが、これまた揃って溜め息をつくと、再びそれぞれの机に向かって何やら作業を再開した。


「うん。ちょっと細かい作業だが。ああ──肉体労働じゃない。手伝ってくれるのなら明日からと言わず、今日からでも。うん。うん、俺の研究室に来てくれればいいからさ。作業の具体的な内容はその時にでも。うい。じゃあな──」


　満足げに頷いて榮太郎は電話を切ると──すかさず差し出されたトレイに受話器を置く。


　普段ならエーネウスはそのまま離れていくのだが、メイド姿の使い魔はその場に立ち止まり、何やら言いたげな様子で主を眺めていた。


「……なんだ？」


「拓人さんまで巻き込むのは、あまり感心できませんが」


「別にやましい事なんてしてないぞ？　きちんとした労務契約だ」


「公正な契約とは双方が内容を熟知した上で成り立つものかと」


　やや呆れた表情でエーネウスが言う。


「大丈夫大丈夫。問題ないって」


　気楽そうに言うと榮太郎は机の上のペンを何気ない動作で手に取り──


　──すかッ。


　彼が投げたペンは音を立てて部屋の壁に突き刺さった。


　そしてその横には……鼻先で揺れるペン軸を眺めながら曖あい昧まいな笑顔と汗を浮かべているシンクラヴィアの姿が在った。念の為に言えば、その場所は彼女がついていた机よりも、扉に──部屋の出口に近い。


「はっはっは。シンクラヴィア──」


　へらへらと笑いながら榮太郎が言った。


「何処へ行くんだい？」


「エ？　ええト──そノ、ちょっト、あノ……」


　どう見ても逃げだそうとしていた姿勢のまま固まった状態で、シンクラヴィアは愛想笑いを浮かべる。まあペン軸が半分以上壁に埋まっていれば、彼女でなくてもびびりはするだろう。神族だろうが魔族だろうが痛いものは痛い。こんなものがぶっすり刺さったら、いくら不滅でもさぞかし痛いだろう。


「おや──ひょっとして」


　朗らかに──なんだか見ていて危ない位に朗らかに榮太郎が言う。


「逃げようとか思ってた？」


「いエ、アの、そんな事ハ、決し──」


「シンクラヴィア……」


　がしッ──と魔族娘の背後から白い腕が羽交い締めにする。


「あアッ!?」


「自分だけ逃げようったってそうはいかないわよ……」


　神族にあるまじき、おどろおどろした笑みを浮かべながら、ミヤビが言った。


「ふふふ。一緒に……ね？　……相パート棒ナーでしょう……？」


「いやあああアア、もう堪かん忍にんしてエ──ッ！」


　じたばたと泣き叫ぶシンクラヴィアを薄ら笑いを浮かべながら引きずっていくと、そのまま椅子に縛り付け始めるミヤビ。シンクラヴィアはしばらく手足を駄々っ子の様に振り回して泣き叫んでいたが、〈学園〉謹きん製せいの対神魔拘束術式を編み込んだ縄はびくともせず……やがて彼女はしくしくと泣きながら作業を再開した。


「…………」


「…………」


　榮太郎とエーネウスは、その様子をしばし無言で眺めていたが──


「大丈夫。問題ない」


「……そうですか」


　へらへらと断言する榮太郎に、エーネウスはただ溜め息をついた。
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　受話器を取ると──まだかまだかと待ち続けた声が響いてきた。


『霧島さんのお宅でしょうか？　羽瀬川と申します』


　密かに『よっしゃ』という感じで拳を握り締めながら双葉は立ち上がった。


　コードレスの子機のお陰で持ったまま歩いても何かに引っかかるという事はない。双葉は檻おりの中の熊の様にぐるぐると無意味に部屋の中を歩き回りながら努めて気楽な──なんでもない様な口調と声音をひねり出した。


「あ。私です。双葉」


『あ、双葉ちゃん。電話くれたみたいだけど──』


「うん。いや、ええとちょっとお誘いというか──」


　落ち着け落ち着け──と自分に言い聞かせながら双葉はかねてより何度も予行演習シミユレートしてきた言葉を努めてさりげなく口にする。


「二十四日の晩……空いてる？」


　幸いにして電話の向こうの相手──羽瀬川拓人が彼女のささやかな演技を見抜いた様子はなかった。もっとも秘めたる乙女心になんぞ気付きもしない様な朴ぼく念ねん仁じんが相手でなければ、最初からこうも苦労する事はない訳だが。


『何か在るの？』


　応えず拓人はそう聞き返してくる。


　彼らしい反応ではあった。空いているとも空いていないとも答えない。先に『空いている』と答えた上で相手の誘いを断れば、互いに気まずくなってしまうかもしれないと気を回した上で受け答えをしているのである。


「在るようなないような」


　双葉は手に汗を握りながら言う。ここが正念場だ。


「クリスマス・イブでしょ？　だから一緒に──」


『いいね』


　皆まで言い終える前にあっさりと返ってくる承諾の言葉。


　クリスマス・イブ。


　二人っきりのクリスマス。


　何処かちょっと洒しや落れた店で食事して。プレゼント交換したりして。互いに差し出す手が束の間触れ合ったりして。お互い慌てて手を引っ込めたりして。でもその後はお互い意を決して伸ばした手が触れ合って、指が絡からんで──


　さすがにその後お酒、という訳にはいかないけど何処か落ち着いた雰囲気の喫茶店でも入って。ちょっと大人の味って事で珈コー琲ヒーの美お味いしい店がいい。今から探しておかないと。


　更ふけていく夜。二人を祝福するかの様にきらきらと輝く街のイルミネーション。肩を寄せ合うようにして歩く二人。もう店は何処も閉店間際で。でも彼が望むならその後の後も──。両親には友達の家に泊まると言っておかないと。あと、誰か信用のおける友達に頼んでアリバイ工作も。ああ、余計な邪魔を入れないように葉月は何処かに監禁するか半殺しにしておかないと──


　とめどなく暴走する妄もう想そう。


　双葉は興奮の余り握り締めた拳をぷるぷると震ふるわせながら、夢なら醒さめる前に畳み掛けようと言葉を──


「じゃあ──」


『うちも皆でクリスマス・パーティをする予定だったからね。人数は多い方が楽しいし双葉ちゃんや葉月が来るのは大歓迎だよ』


「…………」


　圧倒的な現実感を伴って展開されていた妄想に──びしりと音を立てて大きな亀き裂れつが入る。ショックのあまり思わずその場で斜めに傾いてしまう双葉であった。


「いや……あの……」


『どうしたの双葉ちゃん？』


　恐るべし朴念仁。だがまあそういうのに惚ほれてしまったのは双葉な訳で。


「う……ううん……なんでもない、なんでもないのよ～」


　出そうになる溜め息を喉のどの奥に押し込みながら双葉は言った。


　結局……双葉は拓人の家のクリスマス・パーティに参加する約束をして電話を切る事となった。まあ狙った結果は出なかったけれど、とにかく拓人とクリスマスを過ごせるという事には違いない訳で、とりあえずはそれだけでも良しとせねばなるまい……などと思いつつコードレス電話を充電器に戻そうと振り返る。


　すると──


「…………」


「うわっ!?」


　悲鳴を上げて飛び退く双葉の前には、だくだくと涙を流しながら双子の弟・葉月が居た。


「姉ちゃん……」


　四角い顔に太い眉まゆ。でもって角刈り。どう見てもヤクザ（しかも幹部クラス）としか思えない顔にあからさまな同情の表情を浮かべて双葉の弟・葉月は言った。


「姉ちゃんって典てん型けい的てきな『いいひと』タイプだな」


「やかましいわっ！」


　喚わめく双葉。同時に繰り出された右ストレートは弟の顔面を見事に捉えた。


「大体、部屋に入る時はノックしろと何度も」


「したよ」


　斜めに傾きつつも言う葉月。まともに喰らったはずなのだがあまり効いている様には見えない。案外……彼の顔がやたらにごっついというかタフな感じになっているのは、幼児の頃から姉に余計な事を言い倒して殴なぐられ続けてきた結果なのかもしれなかった。空手家が拳を鍛え続けると手がごつごつした感じになるのと同じ理屈だ。


　まあそれはともかく。


「で──何の用なのよ」


「親父が仕事で電話使うから、早めに切り上げろって」


「……父さんが？」


　首を傾げて双葉は言った。


　双葉と葉月の父は一応社長なんぞをやっているせいで、割と多忙な日々を送っているのだが……大抵は会社で仕事を済ませてから帰ってくるので、家に帰ってきてまで仕事の電話を掛けるのも珍しい。ましてわざわざ娘の電話を早めに切り上げさせる程、急いでいるというのもかなり珍しい事であった。


「携帯電話使えばいいのに」


「いや、携帯は待ち受け専門に使うんだとさ。いつ連絡が入るかわからないから。なんか仕事の上でトラブルらしいよ」


「この年末に？」


「不況で何処も大変らしいからねえ」


　葉月は肩を竦めた。
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　密室の中には瘴しよう気きが満ちていた。


　悪臭が在る訳ではない。目に見えて視界が濁にごっている訳でもない。ただ何かが緩かん慢まんに腐ふ敗はいしていくかの様な気け怠だるく忌まわしい気配が、まるで毒ガスの如く閉ざされた空間の中に充満している。充満してその場に在る全てのものを浸食している。


　緊張で我知らず喉が鳴るのを拓人は感じた。


　胸の奥に確信がわだかまる。駄目だ。此こ処こに居てはいけない。普段は開店休業状態の本能が珍しく全力で警告を発していた。逃げろ逃げろ逃げろ。今すぐ全力で遁とん走そうしろ。早く早く早く！　一瞬でも早く！


　だが愚おろかしい事に拓人は本能の勧めに従うのを一瞬躊躇った。何度も訪れて見慣れた部屋であった為に、彼は自らの奥底から湧き出る危機感を、何かの気の迷いではないかと思ってしまったのだ。


「…………」


　部屋はいつもの榮太郎の研究室である。


　フレイザーの『金枝篇』はまあ順当としても、『週刊ファ○通』だの漫画雑誌だのから、カントの『純粋理性批判』『実践理性批判』『判断力批判』、スピノザの『エチカ』等の哲学書、更にはラテン語版『ソロモンの鍵』及び『ソロモンの小レさメなゲ鍵トン』『ヘプタメロン』といった魔グリ導モワ書ール、果ては『妖蛆の秘密』『ネクロノミコン』まで、多彩というより無秩序というか無節操というか……とにかく膨ぼう大だいな数の書籍が壁を覆う無節操な本棚はいつもの通り。


　部屋の真ん中に置かれた簡易式の応接セットもこれまたいつもの通りである。


　大まかな佇まいは変わっていない。


　だが……何かおかしい。


　そもそもノックをしたのに誰も応えてこなかった。


　そのくせ勝手に扉はぎいぎいと音を立てて開いてその中の様子を拓人の前に晒したのである。何というか妙に怪しい。照明は煌こう々こうと室内を照らしているのに何処か薄暗い感じさえする。見慣れた部屋が突如として見知らぬ廃はい屋おくと化したかの様な違和感──怪奇映画なら化け物出現五秒前の雰囲気である。


「先輩……？」


　部屋の中に脚を踏み入れる拓人。


　よく見ると部屋の隅には普段見慣れない机と椅子が二組置かれている。何やら作業中だったのか、その机の上にはペンだのインクだの紙だのが雑然と置かれていた。


　しかも──


「ミヤビさん？　シンクラヴィアさん？」


　二脚の椅子には神族と魔族の娘がそれぞれ精根尽き果てたかの様に、ぐったりとした様子で座っている。格好はミヤビがいつもの巫女服、シンクラヴィアがメイド服で、それは別に異常でもなんでもないが、何故か二人は頭にタナロットのデフォルメ・キャラが描かれた手拭いを捩り鉢巻きの状態で付けている。


　慌てて駆け寄った拓人は、二人がすぐに尋常の状態でないと気付いた。


　ミヤビは空中に視線を彷さま徨よわせながら「うふ。うふふふ。うふふふ」とか笑っているし、シンクラヴィアは俯うつむいたままぶつぶつと何事かを呟いている。耳を澄まして聞いているとどうやら「もう許しテ」とか「すいまセん。一時間後には必ズ」とかいう台詞が拾えるのだが、どうにもそれぞれ断片的に過ぎて、何の話かさっぱりわからない。


「一体何が……？」


　戦せん慄りつの表情で呻く拓人。


　その肩が突然、背後から摑つかまれたのは次の瞬間であった。


「見ーたーなー…………」


「うわあっ!?」


　悲鳴じみた声を上げて振り向いてみれば、そこに居るのは榮太郎であった。


「せ、先輩!?」


「見いーたあーなあー!?　見いイたああなああああああアア──っ!?」


「うわあああああああっ!?」


　意味もなく不気味な迫力を背負って詰め寄る榮太郎に悲鳴を上げる拓人。


　狂気に爛らん々らんと輝く眼。ざんばらに乱れた髪。歪ゆがんだ笑みを浮かべる口。死体埋葬中の殺人鬼か、はたまた暗黒儀式中の悪魔崇すう拝はい主義者か──といった風ふ情ぜいである。ミヤビ達とお揃いの、タナロット模様の捩り鉢巻きが何となく間抜けだが、鼻が触れ合う様な至近距離でティラノサウルスでもびびるよーな鬼気迫る表情（絶叫付き）を見せつけられては、そんな事を笑う余裕などあるはずもない。


　だが。


　──ごすっ。


　次の瞬間、後頭部に炸さく裂れつした一撃に榮太郎は床へと沈んだ。


「……折せつ角かくの助っ人を意味もなく怖がらせてどうしますか」


　定期的可変型突っ込み専用魔導具〈デスキン〉をひょいと戻して榮太郎の使い魔であるエーネウスが言う。


「こんにちわ──拓人さん。申し訳ありません、少々立て込んでおりまして」


　黒髪の美しいメイド娘は怯おびえる拓人に穏おだやかな微苦笑を向けた。


　穏やかで清せい楚そな、見る者を癒す笑顔はいつもの通りである。まあ足下でだくだくと血を流しながら変死体の様に倒れている青年の姿も視界に入れて見れば、なかなかに猟奇的な図ではあったが──これもいつも通りと言えばいつも通りである。


「……はあ。でも、あの、一体何が？」


　榮太郎とミヤビ、シンクラヴィアを順番に見回して尋ねる拓人。


「はっはっは。説明しよう」


　床から不死鳥の如く復活すると榮太郎が言った。


「──先輩？」


　拓人は眉をひそめて榮太郎を眺めた。


　部屋と同じでなんだか今日の榮太郎は雰囲気が違う。


　先程はいきなりで驚いたものの、改めて見ればその顔立ちについて特に変わった点はない。端整だが何処か緩んでいて二枚目になりきれない顔立ちはいつもの通りだ。


　ただ──何というかその緩みの程度が今回は激しい。いつもは螺子が一本か二本抜けた様な感じなのが、今は三本か四本位は抜けている感じである。明らかに『ガタがきている』感じだった。


「実は冬コミ合わせで本を作ろうと思ってな」


「…………はあ？」


　首を傾げる拓人。


　以前さんざん説教されているので、冬コミというのが何なのかは一応、彼も知っている。要するにそれは冬のコミケであり、コミケというのは日本全国から──場合によっては海外からも──オタクな人々の集う大規模な同人誌即売会の事である。動員人数約十五万人という怪物的な規模を誇るイベントなのだそうだ。


「本……ですか？」


「うむ。同人誌だ。獣耳好きによる獣耳好きの為の獣耳好きの本。商業誌にも負けないクオリティとボリュームでおくる究きゆう極きよくの獣耳本。ふふふふ。ゆりか○めの如く長々と連なる購買者の行列が目に見える様だ……」


「…………」


　色々突っ込みたい部分はあったが、とりあえず拓人は我慢した。世の中には『藪やぶ蛇へび』という、それはそれは有り難い格言があるからである。


「だが作業量に比べるとどうにもマンパワーが足りなくてな。そこで拓人、おまえに助っ人を頼んだ訳なのだよ」


「別に手伝うのはいいですけど、僕、同人誌なんか創った事ないですよ？　お話聞いてると、漫画かイラストの本みたいですけど……僕は絵も描けないし」


「はっはっは。そんな事もあろうかと」


　何処か白々しい笑い声を上げながら榮太郎は懐に手を入れると、一本の注射器を取り出した。掌てのひらの上に乗る程の大きさの──何の変哲もない、医者が使うアレである。


　もっともその中に入っている液体はというと、何故か赤と黒のえげつないマーブル模様で、しかもその模様はまるでそれそのものが生物であるかの様にぐにぐにと動いており……何というか、激烈に怪しい感じを放散していた。


「さあ！」


「いや、『さあ』とか爽さわやかに言われても。何ですか、その劇薬っぽい感じの中身は」


「おお。よくぞ聞いてくれた」


「いや、普通聞きますってば。怖いから」


　と言う拓人であったが、榮太郎は構わず自己陶とう酔すいも露わな表情で続けた。


「これぞ世紀の画期的魔法薬。アシスタント不足に悩む漫画家への福音。


技能移植魔法薬スキル・インプランター〈アシスタンＸ〉！」


「……スキル・インプランター？　技能移植……？」


　聞き慣れない言葉に眉をひそめる拓人。


「仙せん丹たんというのを聞いた事はないか？」


「ああ、仙人が造る薬ですよね。中には金丹と呼ばれる様なものもあって、それを服用すれば仙人になれるとかなんとか……『抱ほう朴ぼく子し』でしたっけ？　外げ丹たん法ほうとか……」


　うろ覚えの知識を引っ張り出す拓人。


　仙道の考え方の中には『外丹』という概念がある。普通に修行をして『仙を得る』内丹法に対し、ある種の薬物を服用する事によって仙人としての不老不死性等を身に付ける事を外丹という。そしてその際に用いられる薬物を『仙丹』という。道教や仙道関係の書籍──例えば『神仙伝』や『抱朴子』等にも割と頻ひん繁ぱんにその単語を見掛ける事ができる。


「そうそう。それ。まあそれと同じものだ」


「って……まさか」


「ふふふ。古今東西の漫画家に必要な技能を全て抽出した上で濃縮し、分子組成の中に情報として組み込んだ画期的新薬！　ベタフラ、トーン削りは言うに及ばず、背景、メカも自由自在！　高難易度スキルと言われている『食べ物を美う味まそうに描く事』も当然可能だ！　これさえ打てば犬だろーと猫だろーと○×○の卒業生だろうと、有能アシスタントに早変わりするッ!!」
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「…………最早突っ込みどころが多すぎて何も言えません」


　呻くように拓人は言った。


「そうだろうそうだろう」


　満足げに榮太郎は頷いた。


「そういうわけで腕を出せ拓人」


「いくらなんでも嫌ですってば！　大体、よく考えたら、それなら僕でなくたってとにかく人手が在れば良い訳でしょう？　それなら何も僕なんかお金出して雇やとわなくても、使い魔とか召喚すれば良いじゃないですか」


　召喚術は榮太郎の十八番、得意中の得意である。彼程の達アデ人プトともなれば、かなりの高位魔族を複数召喚して使役する事もできるはずである。事実、エーネウスは魔物の中でも屈指の強大さを誇る『黒犬獣』の化身だ。


　その怪しげな薬──『アシスタンＸ』さえあれば誰でも有能アシスタントに早変わりするというのなら、それこそ拓人よりも頑強で体力が在る魔族を召喚した方が、多分使い勝手は良いはずである。


「いや。召喚したんだけどね」


　と榮太郎。


「まあ色々あってな。そういう事で拓人に頼もうと」


「いや、そこをはしょられると物凄く不安なんですが」


「大丈夫だ」


「どうして？」


「根拠は聞くな」


「……聞きたいです、ものすごく」


　呻くように言う拓人。


「──きちんと契約する前に逃げられまして」


　エーネウスが代わりに口を開いた。


　使い魔はまず召喚した上で魔法使いと『契約』を交わす。この手順を踏まなければ魔法使いは使い魔を己の下僕とする事ができない。


「……なんでまた？」


「実は去年の冬にも同人誌を製作したのですが」


　エーネウスが根深い諦観漂ただよう表情で言った。


「その際の話が当時の使い魔達から流る布ふしまして。以来、何度召喚しても日付と召喚主を知るや否や逃げ帰る悪魔が後を絶たず……」


「…………」


　悪魔さえ尻込みする労働環境とはさて──どれほどのものか。


「ええと。僕用事を想い出したので──」


「はっはっは」


　左右に気配の様なものを感じた瞬間にはもう遅かった。くるりと回れ右をして帰ろうとした拓人の両肩をがっきと摑む腕が四本。反射的に振り解ほどこうとはしたものの、彼の肩から先はコンクリートの中に埋められているかの様にびくともしない。


「──え？」


「もう帰さないぞお♪」


　と何処か壊れた笑顔で宣のたまう榮太郎。


　慌てて見ると拓人の左右で彼の腕を保持しているのは、ミヤビとシンクラヴィアであった。いつの間にかゾンビの如く復活して忍び寄ってきていたらしい。


「あの……ちょっと……」


　表情を引きつらせつつ言う拓人。


　だがかなり危ない感じに眼を濁らせた神族と魔族の娘達は、眼の下にできた隈を隠そうともせず、地の底から響いてくるかの様な低い笑い声を上げた。


「うふふふふふふふふふふふふふふふふふ」


「うふふフフふふふふふフフフフふふふふ」


「ちょっと二人共──」


　右に左にと懇こん願がんの視線を送る拓人であるが、ミヤビもシンクラヴィアも全くその手を緩めようとはしない。それどころか身体全体で拓人の腕にしがみつく様にして、ますます拓人の動きを封じ込めていく──まるで生者を妬ねたんで深い水底に引きずり込もうとする亡もう者じやの群れの如くに。


「拓人サマ……一緒に地獄に堕チ──じゃなくテ頑張りましょうネ？」


「慣れれば割と楽しいわよ……？」


「噓うそだ、絶対噓だっ！」


「本当よ……朝日が七色に見えたり、世界が三十度ほど傾いて見えたり……」


「そういうのは『楽しい』って言わないんですっ！」


　喚いて拓人はこの場で唯一話が通じそうな相手に視線を向けるが──


「エーネウスさん！」


「こうなってしまっては最早私にも止めようがありません」


　黒髪の犬耳メイド娘は首を振った。


「拓人さんには申し訳ありませんが、同人誌を完成させる為に人手が足らないのは事実なのです。他にも多数の犠牲者を出す位ならいっそ……」


「……いや……本を作らないという選択肢はないんですか？」


「ない！」


　きっぱりと断言したのは榮太郎である。彼は右手に怪しい薬液の入った注射器を持って拓人ににじり寄りながら、にたりと笑った。


「という訳で拓人。この薬をその身に打って、身も心もアシスタントとなり、共にケモノミミで萌えーで、商業誌ではできない様な、あんなことやこんなこと満載の、アレな感じの同人誌を創るのだ！」


「いいいいいいいいやああああああだあああああ──っ!!」


　絶叫する拓人。


　だが彼の悲痛な叫びを封じ込めるかの様に、分厚い研究室の扉はばたんと音を立てて閉じられたのであった。


　合がつ掌しよう。








第二章　なにやら勤労してるんですけど。












　クリスマス・シーズンの街は相変わらずの賑にぎわいを見せていた。


　十二月十九日──金曜日の午後六時。


　連日の冷え込みにもかかわらず通りを行き来する人々の数は普段よりも多い。気温は十度を下回っている。普通なら暖だん房ぼうの効いた部屋に引きこもりたくなるのが人にん情じようであろうに、悠ゆう然ぜんと街中をそぞろ歩く人々の姿が数多く見受けられた。


　紅白を基調に飾り立てられた街の佇たたずまいは、何ど処こか暖かな感じがするからかもしれない。


　ちなみに──


　通常は冬休みと言えば大体が十二月の二十四日辺りからだが、暦の関係で、今年は二十二日の月曜日に休みを取れば普段よりも数日早い冬休みを謳おう歌かする事ができる。二十日が土曜日。二十一日が日曜日。でもって二十三日は天皇誕生日で祝しゆく日じつである。中ちゆう途と半はん端ぱに一日出てきてもあまり意味はないだろうという事で何かと名目を付けて二十二日を休みにする企業や学校も在ある。そういう訳で社会人も学生も年内の『お勤め』を早々に終えた者達は例年より一足早く解放感を満まん喫きつしていた。


　そんな中……


　人々の間を縫ぬってせかせかと足早に歩く二人組の姿が在った。


　褐かつ色しよくの膚はだと赤毛の小柄な少女と。


　黒髪の三つ編みと眼鏡の少女と。


　二人の少女は徒と競きよう走そうでもするかの様に両手を振り振り大股に歩いて行く。というか速度から言えばほとんど走っている。恐らく最初は二人共普通に歩いていたのだろう。だが見ている間にも二人はどちらからともなく増速し、今やクリスマス一色の通りを舞台に静かなデッド・ヒートを繰り広げていた。


　タナロットと鈴すず穂ほである。


「…………」


「…………」


　時折、隣を歩く相手の様子を窺うかがう様に視線を飛ばしつつも、二人は躊ため躇らう事もなく通りを進んで行く。どうも二人とも確固たる目的地が在るらしかった。


　ちなみに冬休みなので当然ながら鈴穂もタナロットも私服姿である。


　鈴穂は白い毛糸のセーターにベージュ色のロングスカート。地味ながらも至って清せい楚そかつ常識的な格好である。対してタナロットはというと冬本番であるにもかかわらずカットジーンズにヘソだしＴシャツという格好だったりするので、見ている方が嬉うれしい──もとい寒々しい感じだった。当然ながらすれ違う人々は怪け訝げんそうに振り返ったりもするが……タナロット本人は自分の服装の季節外れっぷりに気付いているのかいないのか、周囲からの視線を浴びても全く気にする様子もなくどんどん歩いて行く。


　どうも少女達の眼にはお互いの存在しか映っていないらしい。


　ちらりと隣を見る鈴穂。同じく鈴穂を見るタナロット。


　双方の視線がすれ違い──


「…………」


「…………」


　タナロットと鈴穂は更に加速。


　どんどん加速。


「…………ッ！」


「…………ッ！」


　時折互いの様子を盗み見たりしながら──もっと加速。


　でもって。


　とうとう我が慢まんしきれなくなったのか、周囲の人間達が眼を丸くして見守る中、二人は脱だつ兎との勢いで街の中を疾しつ走そうし始めた。アスファルトでなかったら土煙でも巻き上げそうな感じだ。暴走機関車の如ごとく突進する少女二人を見て数名の通行人が慌あわてて道を開けた。


『タナロット！』


　とうとう無関心を装よそおえなくなったのか、荒い息を吐きながらノートに文字を書いて突き出す鈴穂。タナロットの方ももう慣れたもので、実際に声を掛けられた訳でもないのにその気配を察し、走りながら器用に鈴穂の方を向いた。


「──みゅ？」


『走らないの！　周りの人に迷惑でしょ？』


「走っていないのである。ちょっと早く歩いているだけなのである」


「…………」


　百メートルを十数秒でクリアしといてまだ走ってないと言い張るかこのガキャ──とでも言いたげな表情を一瞬浮かべた後、鈴穂はノートをめくって更に書き示した。当然こっちもタナロットと併へい走そうしながらの事なので器用と言えば器用だ。


『とにかく、もうちょっとゆっくり歩きなさい！』


「みゅ。我はスズホに合わせているのである。スズホこそゆっくり歩くのである」


『先に走り──早く歩き出したのタナ郎でしょ？』


「スズホが先なのである」


『タナロットが先！　そもそもタナ郎はそんなに急いで何処に行くつもりなのよ？』


「鈴穂こそ何処に行くつもりなのであるか？」


　とか何とかやり合いつつも少女達は通りを驀ばく進しんする。


　当然ながら通行人達は啞あ然ぜんとして立ち止まり二人の後ろ姿を見送るのだが、妙に熱の入ったタナロットと鈴穂はやはり周囲の視線など気付く事もなく、クリスマス色に染まった街を駆け抜けて行く。


「…………！」


「…………！」


　少女達はやがて、申し合わせた様に同じ勢いで減速。


　そしてモナコＧＰを疾しつ駆くするマシンの如く、壁からの距離僅わずかに数センチという際どいコーナリングで路地の一つに突入する。


　靴底をアスファルトに擦り付け、がっつんがっつんと肩をぶつけ合いながら──入り込んだ路地が狭いのだ──やがて二人はとある店の前に辿たどり着いた。


『玩具全般取扱・山本堂』


「…………」


「…………」


　顔を見合わせる鈴穂とタナロット。


『タナロット。貴女、タクちゃんへのクリスマス・プレゼントを買いに行くんじゃなかったの？』


　真っ赤な顔で荒い息をつきながらそんな事を書く鈴穂。


「……スズホこそタクトへのクリスマス・プレゼントを買いに行くのではなかったのであるか？」


　こちらは息も乱さず涼しい顔で言うタナロット。そもそも人間と魔神では体力も体構造も違う訳で、体力勝負ではどう考えてもタナロットの方に分がある。


『私はちゃんと買うもの考えてあるのよ』


「我も考えてあるのである」


「…………」


「…………」


　二人はしばし、互いに牽けん制せいする様に睨にらみ合っていたが、そこはしょっちゅうやり合っている者同士の呼吸というか、何というか──まあ無言の暫ざん定てい的てき合意が成立したらしく、二人は同時に扉に手を掛けた。


　そいでもって。


　かろん、という鈴の音と共に二人を出迎えたのは──


「あら？　お二人とも、奇き遇ぐうですねぇ」


　にっこり笑うファルチェだった。







＊







　授業終了の鐘かねが鳴る。


　教きよう壇だんに立っていた講師役の幽霊──かつてロンドンに住んでいた魔導士の残ざん留りゆう思し念ねんを魔法で補強した上、擬ぎ似じ的てきに人格を再生したものを講師として採用しているのである──は早々に授業を切り上げると、優ゆう雅がに一礼し『では良いお年を』の一言を残してさっさと消滅した。


　人間やら魔族やら自オー動ト人マー形タやら精霊やら……老若男女どころか種族だの形状だのも雑多な生徒達は机の上に広げていた雑多な小物をかき集めてしまい始める。普通の学校ならばノートと筆記用具と教科書位のものであろうが──そういった普通の品に混じって水晶ドクロだの、羽根ペンだの、四六時中謎の踊りを続けている人形だの、余人から見れば意味不明な品も多く見受けられるのがこの〈学園〉らしい。


「……はあ……」


　周りと同様に自分も諸々の品を鞄かばんの中にしまいながら、拓たく人とは深々と溜め息をついた。


「どうしたね？」


　と尋たずねてくるのは隣の席に座っていた人間の男子学生である。


　もっとも、ただ学生という言葉で言い示せば誤解が生じるかもしれない。一般的な学生のイメージからすればその人物は少々年かさに過ぎる。拓人の眼には、その人物はそろそろ中年や壮年を通り越して老年と呼ばれる様な年齢に見えるからだ。


〈学園〉の生徒資格に年齢制限はない。


　なので、下は五歳から上は百数十歳まで、様々な年齢の生徒がいる。それ以上高齢の生徒が居ないのは、そこまで生きていると教員資格を取得してしまうか、さもなくば『才能なし』という事で〈学園〉を去るからである。


　それはともかく──


「授業にもあまり身が入っていなかっただろう？　まあ君の年齢ならば、冬休みを前にして気もそぞろになるのは無理もない事かもしれんがね」


　この〈学園〉の生徒達は基本的に自ら魔法使いとしての道を選んだ者達である。その理由は様々だが、楽に立ち回って生きていく事ができるこの現代社会で、誰に強制されるでもなく、わざわざ極マイ少ノリ数テ派イとも言うべき魔法使いの道を選択する以上、彼等はほぼ例外なく自らの業わざを磨みがく事に関しては真しん摯しである。


　そうした者の眼から見れば、ぼんやりと授業を聞き流しているかの様な拓人の態度は少々奇妙に映ったのだろう。


「ああ……いや……ちょっと考え事があって。あと──あまり寝てないんですよ」


「それは早急に対処した方がいいよ。健康管理にも影響する」


「考え事と、寝てない事はあまり直接関係がないんですけども」


　拓人は曖あい昧まいに笑った。


「そういえば今日はあの赤毛の魔神がいないね」


　と改めて周囲を見回して生徒は言った。


「お陰で今日は特に問題なく授業を受けられた訳だが」


「……いつもすいません」


　言って拓人は頭を下げた。拓人を巡ってタナロットと鈴穂がすぐに喧けん嘩かを始めてしまう為、彼の出席している授業はよく中断したり設備が壊こわれたりしてしまう。この事を快く思っていない者も少なからず居いる事は拓人も知っていた。


「いやまあ、私自身は傍ぼう観かん者しやとして楽しんでいるけれどもね」


　と生徒は微苦笑を浮かべて言った。


「今日は何だか用事があるとかで……〈学園〉の方には寄らずに先に帰りました」


「……彼女を一人で出歩かせて……まずくないのかね？」


　生徒は眉まゆを顰ひそめながら言った。


　そもそも……拓人がタナロットと一緒に住んでいるのは曲がりなりにもタナロットを制御できるのが拓人だけだからである。


　内包する魔力量だけから言えば──純然たる魔力を一般物理学上の熱量と比較するのはあまり意味がないが──タナロットは核兵器並のエネルギーを持っている。彼女がその気になれば街の一つや二つ瞬時に消滅してもおかしくはないのだ。


　生まれたばかりの──つまりは神魔未分化状態の自律的高密度魔力塊であるタナロットは、人間に喩たとえれば幼児の様なものだ。精神的に未熟で情じよう緒ちよ不安定であり──他の属性や魔力量、神格値といった部分もこれから変動していく可能性さえある。つまり周りから見れば彼女は安全装置の外れた爆弾にも等しく、彼女を確実かつ恒常的に抑え込める方法もないという事になる。


　ただ──彼女は鳥の雛ひなの様に、初めて見た拓人の姿を意識に刷り込まれ、彼に懐なついている。またその後、略式ながら彼の使い魔としての主従契約を結んだ事もあって、彼の側そばに居れば安定している事が確認された。この為、タナロットの安定と制御、そして管理の為に拓人は彼女と同どう棲せい──もとい同居しているのである。


「まあ鈴穂が一緒ですし」


「ああ……例の〈宵ミツ藍ドナイトのブルー侵・奪ヴアン者パイア〉かね？」


「すいません、その言い方鈴穂は嫌ってるんで、できれば──」


「……そういえば君の従姉妹だったな。済まない、謝しや罪ざいする」


　生徒は小さく頭を下げた。


　自分の孫の様な相手にも、正しいと思えば躊躇いもなく素直に謝る事ができるというのは、その人物の人間性が充実していて安定している証拠である。もっとも、見み栄えだの面めん子つだのに、やたらこだわる様な俗物が、この〈学園〉で学んでいるはずもないのだが。


「しかし、一緒に出掛けたといってもあの二人は──」


「いや、別に元々仲が悪い訳じゃないですから」


　曖昧に苦笑して言う拓人。


　拓人を巡ってしょっちゅう喧嘩している二人であるが……実はそれ以外の部分では特にいがみ合ったり憎み合ったりしている訳ではない。彼女等自身はあまり自覚していない様だが、拓人の眼から見ればタナロットはそれなりに鈴穂に懐いているし、鈴穂は鈴穂で文句を言いつつもタナロットの世話を焼いていたりする。


「ふむ──」


　生徒は少し意地の悪そうな笑みを浮かべて言った。


「色男は辛つらいな」


「……いや、あの、その」


　赤面する拓人。


　その時──


「タ～ク～ト～様～」


　深く暗い地の底から響いてくるかの様な、陰々滅々とした声──しかもステレオである──を耳にして、びくりと拓人は身を竦すくませた。


　未いまだ教室に残っていた生徒達は何事かと顔を見合わせる。


　がらりと扉を開いて入ってきたのは、ボンテージ・ファッション姿のシンクラヴィアと、巫み女こ服姿のミヤビであった。共にスタンダードというか、彼女等にとってはこれが最も基本形の服装なのだが……何故か二人揃そろって頭には捩ねじり鉢巻きの状態で手て拭ぬぐいが巻かれていたりする。


「タ～ク～ト～様～」


「…………」


　教室に残っていた一同の視線を浴びつつ、拓人が表情を引きつらせる。


「さア……参りましょウ……」


　怪奇映画のＢＧＭでも背負ってそうな雰ふん囲い気きでシンクラヴィアが言った。


　思わず二人から遠ざかる様に後ずさる拓人。教室に残っていた他の生徒達も、ミヤビとシンクラヴィアが放出する尋じん常じようならざるエンガチョな気配を察して遠巻きに様子を見守っていた。


「さア……真っ白イ真っ白イ、雪のヨーに真っ白イ原稿が待ってますワよ……？」


　一歩。二歩。三歩。獲物に忍び寄る肉食獣の様に、じりじりと近付いてくるシンクラヴィアとミヤビ。でもって同じようにじりじりと猛獣に対するかの如く後退する拓人。


　両者の距離はなかなか縮まらない。


「……まさか……」


　焦点の定まらない瞳ひとみで空中を見据えながらへらへらと笑っていたミヤビが、不意に糸の切れた操り人形の様に、かくんと俯うつむき──


「……逃げようだなんて……思ってないわよね……？」


　陰りに覆おおわれた顔の真ん中から、睨む様な上目遣いの視線が放たれる。


「いや……あの……」


「思ってないわよね……？」


「いや……あの……その……ほら……別に逃げようとか……そんな……ちょっと家に戻って休憩してから……とか……ね？」


　言いつつも拓人は更に後退。だがじりじりと後退し続ける事、十数歩目──遂に彼は立ち塞ふさがる教室の壁を背中に感じる事になった。


「う…………」


　容よう赦しやなく迫り来る不気味モードのミヤビとシンクラヴィア。


「さあ……」


「さア……」


　最も早はや後退できずに硬直している拓人の腕を秘密警察のよーに左右から抱え込むと、人外の娘二人は外見を裏切るかの様な怪力を発揮してひょいと彼を持ち上げた。


　ばたばたと拓人の両足が虚むなしく空を蹴るが──当然ミヤビとシンクラヴィアの腕はがっちり拓人を捕ほ縛ばくしていて緩ゆるみもしない。


「ふふふふ……駄目よ……そんな余裕はないんだから……」


「さア……私達と一緒に……トーン貼ったり、トーン貼ったり、トーン貼ったりしましょウ……そレから……ホワイト入れタり……集中線入れタり……も……ネ……？」


「栄養ドリンクは各種取り揃えてあるわよ……？」


「ふふフフふ」


「ふふふふふ」


「ああああああああ…………」


　絶望の声を上げる拓人を、二人は両脇から抱え上げたまま何処かへと去って行く。


　とうとう耐えかねたのか、拓人のものと思しき悲痛な叫びが廊下にこだまし──


「いやだあああああああ、もうカケアミはいやだああああああああっ!!」


　それもすぐに聞こえなくなった。


「…………」


　その場に居合わせた生徒達はただただ呆ぼう然ぜんと顔を見合わせ──


「──まあ、羽は瀬せ川がわだしな」


　とわかったようなわからないような納得をする。


　世間はとても無情だった。
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「ずるいですよぉ？」


　と──ファルチェは言った。


　ちなみに頭のパーツはいつもの通りだが、さすがに格好はというと茶色のダッフルコートに着替えている。変なパーツを付けている位なら『趣味』で通るが、ファルチェの場合、いつもの格好で下手に歩き回るとわいせつ物陳ちん列れつ罪ざいで警官を呼ばれてしまう可能性があるからだろう。


『なんで貴女がここにいるの？』


　と鈴穂。


　此こ処こは……レトロ玩具専門店・山本堂の店内である。


　言うまでもなく鈴穂達の目当ては拓人が先日食い入る様に眺ながめていた『フルアクション・アニレオン』のフィギュアであった。元々あまり物欲を見せる事のない拓人が、珍しく焦こがれる様な目で見ていたものだ。これほどクリスマス・プレゼントに相ふさ応わしいものもあるまい。


　ただし問題が一つあった。


　先立つものがない──という事である。


　鈴穂の懐ふところ事情は拓人と大差ないし、タナロットに至っては拓人から小遣いを貰もらっている立場なので、共に四万もの値札を付けられたそれを気軽に購入できる様な財力はない。鈴穂の場合は銀行預金もあるにはあるが、『高校卒業するまでは無駄遣いしないようにね』と母が通帳を握ってしまっているので、勝手に引き出せないどころか、実は幾らあるのかもよくわかっていない始末だ。


　そういう訳で──特に申し合わせた訳でもないのだが、二人は揃って同じ事を考えたのである。つまり金策はさておき、まずはモノを確保せんと、共に『フルアクション・アニレオン』のフィギュアの取り置きを山本堂に頼みに来たのだ。


　だが……


　当然ながらたった一個の商品なので、タナロットか鈴穂、どちらかしか現物は手に入らない。いや、他を当たってもし二つ目を探して来れたとしても、クリスマス・プレゼントが重なってしまっては有難味も薄れる。


　だから、タナロットも鈴穂も、ファルチェにはこの『フルアクション・アニレオン』の話はしていなかったはずなのだ。鈴穂は無論、タナロットもわざわざ競ラ争イ相バ手ルを増やす様な真似をする程、馬鹿ではない。


　なのに──


「私、簡易の精霊化魔法とか使えますからー」


「…………」「…………」


　顔を見合わせるタナロットと鈴穂の前で、ファルチェはにっこり笑うと懐から一枚のハンカチを取り出した。


「…………！」


　鈴穂が目を丸くする。彼女はそれが自分の持っているハンカチの一枚だと気付いたのだろう。だが何時の間に──と顔をしかめる前に、彼女は更に啞然とする事になった。


　ファルチェがハンカチに口を寄せ、甲かん高だかい声で短く何かを唱えると、蛍ほたる火びの様な小さな光こう芒ぼうが幾つも虚こ空くうに生まれて舞い踊った。それらはハンカチを包む様にしばし虚空の軌道を周回していたが、やがて一いつ斉せいにハンカチの中へと吸い込まれて行く。


　ぽん……とささやかな爆音を立てて白い煙が発生する。


　煙が散るとハンカチはなく、代わりにファルチェの胸元には小さな縫いぐるみが抱かれていた。女の子を模したもので身長は三十センチ程。リボンを幾つもあしらったデザインのドレスを着ている。


　そして──


「──うい？」


　その縫いぐるみはひょこんと身を起こすと、まるで生き物の様に自然な動きできょろきょろと首を巡らせる。呆然とした表情でその様子を眺める鈴穂にファルチェはおっとりとした口調で解説した。


「これは鈴穂先輩のハンカチさんを精霊化したものですー」


『これ私のハンカチなの？』


「はいー。言ってみればサイコメトリーの一種ですねえ」


　とファルチェ。


　物質にも『記憶』が宿るという説が在る。磁気テープが音声や映像を記録する様に、人間の側に在る物質は、人間から放射される想念を自らの中に痕こん跡せきとして残すのだというのだ。そしてこれを後から人為的に引き出す技能をサイコメトリーと言う。


　要するに超能力の一種で、俗に『透視能力者』と言われる者達が特定個人の写真や持ち物から、その行方を捜し当てる様な行為はこのサイコメトリーの一種とも考えられる。


　まあそれはともかく──


「このハンカチさんは昨日はずっと一緒に鈴穂先輩と居た訳でー。精霊化させたら、昨日鈴穂先輩が何をしていたか、お話も聞けるんですよぉ」


「…………」


　鈴穂の表情が引きつる。


「ハンカチさんハンカチさん。昨日、貴女の御主人様は何回おトイレに行きましたかぁ？」


「──四回」


　縫いぐるみは即答した。


「…………！」


　鈴穂は真っ赤になって縫いぐるみをファルチェの腕からひったくる。するとこれまた小さな爆発音を立てて白煙が立ち上り──鈴穂が改めて視線を自分の手元に落とすと、既に元の何の変哲もないハンカチが在るだけだった。


「みゅう。便利なのである」


　感心した様子でタナロットが頷うなずいている。


　考えてみれば──ファルチェは元『迷宮倉庫の魔王』である。大量の精霊化アイテムを従えていた女王とも言うべき存在だった。鈴穂達は単にそれは、元々居た精霊化アイテムを彼女が統とう率そつしていただけかと思っていたのだが──どうも自分の魔力を分け与えてやる事でレベルの低い精霊化ならファルチェの恣し意いで可能らしい。


「そういう訳で、ここのお店と、『フルアクション・アニレオン』を知りましたですー。で、拓人様が欲しそうにしてらしたとの事なので、不肖、私がプレゼントしてさしあげようとー」


「…………」


　鈴穂は顔をしかめた。


　タナロットだけでも邪魔なのに、ファルチェまで加わっては、鈴穂が問題の『フルアクション・アニレオン』を手に入れにくくなる。


　彼女がそんな事を考えていると──


「──おや、いらっしゃい」


　今頃になって、奥からのそのそと店主の山本が出てきた。呑のん気きな商売人である。もっともほとんどの品が鍵のかかったショーケースの中だし、興味のない者にはガラクタ同然の品ばかりなので、万引き等に神経を尖とがらす必要はないのだろうが。


　彼は何やら睨み合っている少女三人を順番に見回し──首を傾かしげて言った。


「二人はこの間、彼氏と一緒に来てくれた子やね。そっちの子は初めてやな」


「はいー」


　如じよ才さいなく笑顔で会釈するファルチェ。


「今日はあの男の子は来てへんの？」


「みゅ。タクトはアルバイトである」


「おやま」


　タナロットの言葉に山本は頷いた。


「うんうん。若い内から労働経験を積むのは良い事やね。で──お嬢さん達は？」


『あの』


　先手必勝。鈴穂は素早くノートの上にペンを走らせた。


『私、あの棚に在る人形が欲しいんですけど。右から二番目のケースの一番上に入っているのです。「爆愛」とか書いてある箱の』


「ああ、『フルアクション・アニレオン』ね」


　山本が頷く。


『でも、今はちょっと持ち合わせが在りません。なので、売約ばい　やくはできないですか？』


「まあ『商談中』って事で押さえとく位の事はよくするけども」


　と山本。


　確かによく見れば『商談中・○○様』と赤い文字で書かれた札がショーケースの中にもちらほらと見受けられる。まあ高額商品も多いのでそういう事は珍しくないのだろう。


『ではお願いします。24日の夜には必ず引き取』


「みゅっ！」


　いきなり鈴穂を押し退けてタナロットが前に出た。


　べちゃり、とカエルの礫れき死し体たいの如くショーケースに押しつけられる鈴穂には目もくれず、タナロットは真まっ直すぐ『フルアクション・アニレオン』を指差して言う。


「あれが欲しいのである！」


「……おやおや」


「でも今はお金がないのである！　だから我が買いに来るまで、誰にも売らないでいて欲しいのである！」


　更に──


「実は私もなのですけれどー。やはり懐事情がー」


　とファルチェ。


『なにすんの！』


　と書き殴なぐったノートで鈴穂がばしばしとタナロットを殴る。


「なるほどなるほど」


　苦笑を浮かべて少女達を順番に眺め、山本は言った。


「あの男の子へのクリスマス・プレゼント？　彼も果か報ほう者ものやね」


「みゅう！」


　そうだ、偉いだろう、と言わんばかりにタナロットが胸を張り、鈴穂は真っ赤になって俯いている。ファルチェはというといつもの通りにぽわんとした表情のまま。


「しかし困ったね。さすがにウチもこの品は一つしかないし、もしあったとしても、三つも同じもの貰っても男の子が困るだけやろし」


　山本はしばし思案し──


「まあ簡単なのは早い者勝ちやけどな」


「──みゅ？」


「つまりやね。この品物は『売約済み』って事にしてお嬢ちゃん達以外には売らへんようにする。で──お嬢ちゃん達は全員、今はお金足りへんのやろ？　だから最初にお金を持って買いにきた子がこの品を得る、と」


『しかし』


「いや、できればもっと公平にというか、くじ引きか何かにしてあげたいんやけどな。例えば眼鏡のお嬢ちゃん、君に売ると約束して……もし君が期日までにお金工く面めんでけへんで、引き取りに来えへんかったら、こっちは商機を逃がす事にもなりかねへん。そっちの二人に『クリスマス済んだからもういらへん』とか言われたら、『売れるかな』とか期待しとったこっちも辛いねん」


『そんな事は』


　ありません、と書きかけて、鈴穂は思いとどまった。


　そもそも二度ほど店に来ただけの、未成年の言葉を信じて、前金も取らずに売約済みにしてくれるだけでも厚意といえば厚意だ。


　それなりの値段──プレミアがついている事を思えば、コレクター達も探している品なのだろう。そういった連中がこの『フルアクション・アニレオン』を買いに来る可能性もある。そこでわざわざ『売約済み』として売らない様にしてくれる、という事はつまり、商売として一定のリスクをわざわざ負ってくれている事になる。


「私は構いませんけどー」


　とファルチェ。タナロットも頷いている。


　ここで自分が駄々をこねても仕方ない。


『わかりました』


　鈴穂は短く溜め息をついて頷いた。
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　さて──その頃の拓人はというと。


「という訳でそろそろラストスパートだ」


　榮えい太た郎ろうがへらへらと笑いながらそう宣言した。


　場所はいつもの榮太郎の研究室である。榮太郎の他にも拓人とミヤビとシンクラヴィアとエーネウスの姿が在る。元々広い部屋なので五人や十人が居てもさして手狭な感じはしないのだが……臨時に置かれた作業机や、その上に雑然と散らかっている道具類のせいか、いつもよりも部屋が若じやつ干かん縮んだ様にも見える。


「今日から拓人には泊まり込みで作業をして貰おう」


「──い？」


　明らかに動揺して表情を引きつらせる拓人。


「いや……それは……」


「はっはっは。嬉しいか。そうか」


　晴れやかな癖くせに何処か歪ゆがんだ笑顔で榮太郎が言った。


　彼の左右では虚うつろな眼をしたミヤビとシンクラヴィアがやっぱりへらへらと笑っている。


「嬉しくありません。っていうかいくらなんでも泊まり込みは──」


「〈学園〉も高校の方も明日から冬休みだろう？　問題はあるまい」


「確かに冬休みですけど……」


「心配せんでもクリスマス・イブの夕方には家に帰してやる。食事はエーネウスの手料理で三食プラスおやつアンド夜食付き」


「それは嬉しいですけども」


　エーネウスも伊達にメイドさんのコスプレをしている訳ではない。掃除洗濯は無論だが炊すい事じに関しては彼女はプロ顔負け──どころかプロが土下座して教えを乞いに来ても不思議はない様な腕前である。


「それに拘束時間分は給金払うからな。それなりにリッチなクリスマスに年末正月を迎える事ができるぞ？」


「…………」


　げっそりした表情を浮かべつつも拓人はとりあえず頭の中で計算する。


　今日が十九日なので二十四日の夕方までとなると実質五日分。二十四×五×二千円という事で二十四万円。確かにそれなりに裕福な年末年始を迎える事ができるだろう。無駄遣いしなければ、タナロットや鈴穂達を温泉とかスキーに連れて行ってやる事もできるかもしれない。


　もっともこれが割の良い美お味いしいアルバイトかというと、少々疑問が残るが。アシスタント作業はともかく得体の知れない魔法薬を注射されるとなると倍の金額を貰っても嫌がる人間の方が多いだろう。


「……わかりましたよ」


　渋々頷く拓人。


「そうか。ではこれを」


　榮太郎が指を鳴らすとエーネウスが手拭いを一枚差し出してくる。


　拓人も見覚えの在る品だ。夏コミの時に榮太郎が造ったタナロット手拭いである。今は何故かエーネウスを除く全員がこれを捩り鉢巻き状態で頭に巻いている。


「……これ、するんですか？」


「うむ」


　鷹おう揚ような仕草で頷く榮太郎。


　まあこれから一緒に頑張るという事で連帯感を高めるような意味合いでも在るのだろう。特に拒む理由もないので拓人はそれをねじって紐ひも状にすると、自分の頭に巻いてみた。


　すると──


「……先輩？　これ……何かの魔法が掛かっている様ですけど」


　ある種の違和感を覚えて拓人は言った。巻いた瞬間に手拭いはまるで意志在る生物の様にきゅっと締まって拓人の頭にフィットしたのである。元々はタナロットのデフォルメ・イラストを印刷しただけの単なる手拭いであったはずだから、何か榮太郎の手で魔法がかけられているのだろう。


　反射的に身の危険を感じて解こうとして──拓人は硬直した。


　外れない。


　一いち縷るの望みを込めてエーネウスの方を振り返ると、黒髪の犬耳メイド娘は気の毒そうな──というか明らかに犠牲者を哀れむ為の表情を浮かべて首を振った。


「な、何なんですか、これ──!?」


　上に抜いて外そうとしても、まるで癒着しているかの様に、一緒に頭皮まで持ち上がってしまう。無理矢理引っ張れば頭の形まで歪みそうだ。


「はっはっは。拓人」


　榮太郎は腕を組みながら言った。


「西さい遊ゆう記きは知ってるか？」


「そりゃ知ってますけど」


「孫そん悟ご空くうの頭に金きん環かんが塡はまってるだろ？」


「三さん蔵ぞう法ほう師しがお経唱えると締まって悟空が苦しむアレですよね？　確かお釈しや迦か様が悟空という暴れ者の手綱をとる為に与えたという──」


「うむ」


「…………」


「…………」


　鉄てつ塊かいの様に重い沈黙が充満する。


「というわけで、今日の仕事だが」


「とめどなく沸き上がる不吉な想像を否定してから進んでください！」


「意外に人間の頭ず蓋がい骨こつは頑丈だぞ。安心しろ」


「できませんッ!!」


　喚わめく拓人。


「とにかく、追い込みだ。諸君の奮闘を期待している」


　特攻兵を見送る旧帝国軍人みたいな口調で榮太郎が言った。
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　先立つもの。金。銭。ＭＯＮＥＹ。


「…………」


　三人揃って繁はん華か街がいを歩きながら、鈴穂、タナロット、ファルチェはそれぞれに金策を頭の中で練っていた。もっとも具体的に何かを考えられるのは鈴穂位のもので、世間知らずなタナロットや、何処か認識のおかしいファルチェが一般社会でまともに金策に動ける訳もないのだが。


　……ひょっとして好機かもしれない。


　そんな事を鈴穂は考える。


　特に換金できる様な値打ちものを持っている訳でもなし、お金がない以上、後は労働して稼かせぐしかない。まあ冬休み中ではあるので時間に自由はきくし、時給が七百円としても四万円といえばおおよそ六十時間。一日十時間働けば何とかなる。割の良いアルバイトを探せば、もっと簡単だろう。鈴穂にアルバイトの経験はないが──これでも元御嬢様学校の生徒であるし、昔は対人恐怖症が酷ひどかったからだ──まあこれは何とかなるだろう。そもそも多少の余裕はあるので、四万円全額を稼ぐ必要はない。


　対して、タナロットとファルチェはというと、アルバイト経験なんぞない訳で。そもそも人間社会で『働く』という感覚がわかっていないだろう。時給という言葉位は知っているだろうが、履り歴れき書しよという概念を知っているかどうかも怪しい。一応御み堂どう学園の生徒であるタナロットはともかくとして、ファルチェに至っては身分証明するものさえない。


　つまり。


　ここでタナロットやファルチェと別れてこっそりアルバイトを探せば、ほぼ確実に二人に差を付けられる事になる。常識知らずの二人が仕事を探して右往左往している間に鈴穂は着々と軍資金を貯める事ができるのだ。


　そんな事を鈴穂が考えていると──


「──みゅ。これはいいのである」


　などとタナロットが呟つぶやいている。


　何時の間に拾ったのか、あるいは手渡されたのか、タナロットの手には一枚の小さなチラシが在った。何の事かとファルチェと共にその内容を覗のぞき込んでみると、全体的にピンク系の色遣いでまとめられた紙面には以下の様な文面が記されている。


『貴女も当店で働いてみませんか？　ノルマ等一切なし！　日給十万円も可能!!』


　ときて他にも『秘密厳守』だの『完全送迎』だの『寮完備』だのといった文句が並んでいてとどめに『アリバイ工作致します』とまである。


　…………念の為に記しておくが別に殺し屋募集の広告ではない。


「おや。これなら一日で稼げますねぇ」


　と同意するファルチェ。


　だが──


『駄目!!』
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　と書いて鈴穂はタナロットの手からチラシをひったくった。


「みゅっ!?　スズホ。何をするのであるか」


「鈴穂先輩。それは横おう暴ぼうかと私も思いますけどー」


　ちいともわかっていない二人が抗議してくる。


　それには構わずチラシをひっくり返すと──表には、カメラ目線の女の子が半裸で四つん這ばいになっている写真と、『四五分一万円より～』だの『放課後五メ月イ俱ク楽ラ部ブ』だの『もう子供のままじゃいられない』だのと書かれた文字が目に入った。


　案の定である。


『これは駄目なの！』


「何な故ぜであるか？」


　と首を傾げてタナロット。


　同じ疑問の色を翡ひ翠すい色の眼に浮かべてファルチェも鈴穂を眺めている。


『何する処ところかわかってる？』


「……みゅ？」


「簡単な仕事で高収入とありますけどー」


　やっぱりわかっていないらしい。


　まあ、言葉の裏を読めない──知識としての辞書的な言葉は知っていても、言葉の合間を読む経験の少ないタナロットに、このチラシが勧誘する『労働』の内容などわかるはずもない。まして文字通りに本の知識だけを額面通りに貯め込んでいた──その結果魔王なんぞを自認していたファルチェなら尚なお更さらの事だ。


『とにかく駄目なの！』


「みゅ？　どうしてそう断言するのであるか」


「鈴穂先輩はこの仕事をされた事でもあるんですか？」


『ありません！』


　喚いて──もとい書き散らして、鈴穂は溜め息をつく。


　駄目だ。いくらライバルとはいえ、この国宝級に世間知らずな少女二人を放っておくと、それこそ、どこぞに売り飛ばされかねない。いや、売り飛ばされても案外タナロット達自身は平気かもしれないが、この二人に迂う闊かつな手出しをすると大災害クラスの死傷者が出かねない。


（ああもう……本当に手間のかかる……）


　何となく鈴穂は普段の拓人の苦労の一端を理解できた様な気がした。


　それはさておき。


　現実問題としてよく考えれば、それこそ風俗店でもない限りタナロットやファルチェを働かせてくれる処がそうそう見つかるとも思えない。ただでさえ世間知らずの二人にはアルバイトは見つけにくいだろうし、タナロットもファルチェも余人から見れば『外国人』なので尚更に条件は厳しい。


「──あ。鈴ちゃん」


　どうしたものか──と懊おう悩のうしていた鈴穂の背中に声が掛かる。


　無論、声の主はタナロットでもファルチェでもない。半ば反射的に振り返った鈴穂はそこによく見知った相手の姿を見る事となった。


　闊かつ達たつをそのまま絵に描いた様な少女。いつもは制服姿なので若干印象が異なるが、ジーンズに革ジャンというボーイッシュな格好は、むしろ彼女が持つ雰囲気を強めこそすれ弱めるものではなかった。


　霧きり島しま双ふた葉ば。


　拓人の通う──そして今は鈴穂やタナロットも通う私立御堂高校の生徒である。面倒見の良い姉あね御ご肌はだの少女で、校内では男女を問わず人気が在った。


『こんにちわ』


　と鈴穂が書き、「みゅ」とタナロットが片手を挙げる。


「こんにちわ。そっちの子は？」


　言って双葉が視線を向けるのは言うまでもなくファルチェである。


「私、ファルチェと申しますー」


　のほほんと言ってファルチェが会え釈しやくする。


　こういう場面ではタナロットもファルチェも本当に人見知りをしないというか、屈くつ託たくがない。馬鹿に見える場合もないではないが、これは鈴穂も内心で羨うらやましいと思っている彼女等の長所である。


「日本語上手いね。タナロットの友達？」


「いえー。後輩です」


「あ、中学か何かの？　外国じゃなんていうのか知らないけど」


「いえー。拓人様の下げ僕ぼくとしての後輩で」


「──は？」


　眼を丸くして聞き返す双葉。


　鈴穂はばしばしとファルチェの後頭部をノートで激しく打ちよう擲ちやくしてから、双葉を振り返り、ぎくしゃくとした笑みを浮かべた。


『まだこっちの言葉になれてなくて』


　慌ててそう書き記して示す。


「……あ。そうなんだ」


　眼を瞬またたかせながらも、とりあえずは納得したらしい。こういう場合に『外国人だから』という言い訳は便利だ。本物の外国人が聞いたら気を悪くするかもしれないが。


「そ、そういえば拓人君は？　一緒じゃないの？」


　双葉は改めて周囲を見回してから尋ねた。


『今日はちょっと別の用事があるみたいで』


「あ……そう」


　少しがっかりした様な口調でそう言ってから──改めて双葉は鈴穂達を眺めた。


「で、男の子抜きで買い物？」


『今はむしろアルバイトを探している最中ですけど』


「アルバイト？」


　そう珍しい言葉でもあるまいに、双葉は少々敏感に反応する。


「アルバイト探してるの？　三人とも？」


「みゅっ」


「はいー」


　手を挙げるタナロットと頷くファルチェ。


　双葉はしばし何か思案している様子だったが──


「条件は？　短期でもいいの？」


『特に条件はありません。いかがわしいのとかでなければ。欲しいものがあるから、というだけですから、金額がそれに届けば短期で構わないんですけど……というかクリスマス・イブまでなのが望ましいんですけど』


　書いてから──鈴穂はふと気付いて付け加えた。


『ひょっとして、何か心当たりでもあるんですか？』


「ん。まあないことはないというか、丁度いいのがあるんだけども──」


　言ってから双葉は一同を順に眺める。


　タナロット。鈴穂。そしてファルチェ。


　普通に女の子が同世代の同性を見るのとは少々違う様な──何やら相手を値踏みするかの様な遠えん慮りよ会釈ない視線に、思わず鈴穂は身を固くした。もっとも鈍どん感かんなのか無む頓とん着ちやくなのかタナロットとファルチェはきょとんとした表情のままであったが。


　でもって──


「充分よね。良かったら付いてきて」


　そう言って頷くと、双葉は歩き出した。
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　んでもってその頃の拓人はというと。


「違う！　そこは違うのだッ!!」


　──などと榮太郎に喚かれていた。


「ネコミミとイヌミミは違う！　全く別のものだ！　そんな事もわからんのかっ!?」


「いや……そう言われても。わかりません」


　良識在るオタクがその場に居れば『いや。普通わからんだろ』とか突っ込んだかもしれないが、生あい憎にくとそういう冷静な意見を語ってくれる人間はこの場には居なかった。


「ええい貴様、何年俺のアシスタントをやっているっ!?」


「とりあえず三日前からですけど……」


　などと定番の突っ込みを返しつつ、拓人は溜め息をついた。


　この『同人誌を創る』という作業──好きな人にはとても楽しい作業なのかもしれないが、元々興味のない拓人にはかなり辛いものがある。無論、例の怪しい魔法薬『アシスタンＸ』のお陰でベタフラだのカケアミだのスクリーントーン貼りだの、一連の作業はそつなくこなす事ができるのだが、そもそも創ろうとしている同人誌のテーマに特別な思い入れがないので、こればっかりはいくら技スキ能ルを刷り込まれてもどうしようもない。


「大体……何をそんなに無理をして同人誌を出さないといけないんですか。趣味なんでしょう？　次の機会にすればいいんじゃないですか？」


　日付は既に十二月の十九日。


　普通の印刷所ならとっくに締め切りは過ぎている。榮太郎によると懇こん意いにしている印刷所に追加料金を限界まで払い、地獄の様な残業を強しいて、更には一部に魔法とかを使ったりしても（！）、冬コミに間に合うように本を製本可能な期限がクリスマス・イブなんだとか。


　そういう訳で榮太郎はミヤビやシンクラヴィア、拓人といった面々を拉ら致ち監かん禁きん同然に引っ張ってきて原稿を手伝わせている訳だが……拓人に言わせれば、別に商業誌でもあるまいし、無理なら無理で諦あきらめればいいのではないかと思ったりもする。


　しかし──


「何を言うかッ！」


　榮太郎は喚いた。


「苦節十年、地道な努力が報われてようやく壁ヽサークルになったというのに！　ここで新刊を落としてしまっては次からまた島ヽ中ヽに逆戻りしてしまうかもしれんではないか！」


「……はあ？」


　どうもコミケ関係の専門用語らしいのだが拓人にはよくわからない。というかそれよりも『十年もやってたんですか』とか突っ込みたい気もしたが、それはそれで何となく危険な気がしたので止めておいた。


「そもそも！」


　拳を握り締めて榮太郎が喚く。きっと六十年程前にドイツを牛ぎゆう耳じっていたチョビ髭ひげのおっさんもこんなオーラを発していたのだろうなあ──という感じの何かが彼の全身からとめどもなく放散されていた。


「同志が、我が魂の兄弟達が、我がサークルの『けものみみ・あかでみい』新刊を待っているのだ！　見える、俺には見えるぞ！　わずか一秒でも早く我が『けものみみ・あかでみい』の新刊を買う為に、徹夜して並ぶ強つわ者達の姿が！　サークルチケットをネットオークションで競せり落とす求道者達の姿が！」


　ここで良識在るコミケ通が居れば『いや、それやっちゃいけないし』とか突っ込むのだろうが、やっぱりそういう人間はこの場に居なかった。ちなみにコミケ会場に徹夜で並ぶ事や、サークルチケットの転売等は実行委員会の定める禁止事項なので良い子は絶対にやらないように（天の声）。


「ネコミミはいい！　基本だ！　イヌミミもいい！　さきっちょがちょっと垂れ下がっていたりするのが、いたく萌えをそそる！　多少マニアックだがウサミミやシカミミやキツネミミもそれぞれに棄てがたい魅力が在るッ！」


「いや、あの。やっぱり違いがよくわからないんですけど……」


「戯たわけッ!!」


　榮太郎は一いつ喝かつした。


「何処が一緒か!?　いいか。一口にケモノミミといっても、毛の生え方から微細な位置など千差万別！　キツネミミなどはその鋭く立ち上がる二等辺三角形の愛らしさと、先端に染め込まれたわずかな黒の慎つつましさと、それに相反するかの様な、そう、まるで黒のストッキングを思わせる淫いん靡びさが絶妙のコントラストを描き出すのだ！　これに代わるものなどあろうか？　いやない！　反語的表現！　ああ、しかし同時に基本形からの逸いつ脱だつを極限まで推し進めた上で一つの頂点を極めたウサギミミも棄てがたい！　風にゆらりと揺ゆれる様はまるで百合の花の様──いやいや、ウサミミを中途半端な固定観念で見てはいかん！　ネコミミにスコティッシュフォールドのそれが在る様に、ロップイヤーの垂れミミも他に代え難い魅力が──」


　がすっ──と音を立てて後頭部にめり込んだエーネウスの〈デスキン〉が榮太郎の演説を中断させる様を見ながら拓人は溜め息をついた。


「……何だかよくわからないけどわかりました」


　言葉を交わしても無駄だという事が。


　世の中から戦争とかがなくならないのも、やっぱり話し合いだけじゃどーしてもわかり合えない様な領域があるからなんだろうなあ……とか半ば諦めじみた気持ちで思いつつ、拓人は再びペンを手に取るのだった。
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　タナロットは眼を瞬かせて自分の格好を眺めた。


「…………みゅ？」


　もっとも──全身を映せる様な鏡はないので、実際には手を伸ばしたり脚を伸ばしたりして自分の着ている衣装の一部を眺める事しかできないのであるが。


　いかにも倉庫然とした無愛想な室内に衝つい立たて四枚を立てて設けられた更衣スペースは非常に狭い上、露骨に急きゆう拵ごしらえといった感じがする。脱いだ服を置くのも『鶏卵』と書かれた段ボール箱の中というみすぼらしさだ。こんな処に姿見なんぞが在るはずもない。


「みゅみゅ……？」


　首を傾げるタナロット。


　彼女に普通の意味でのいわゆる羞しゆう恥ち心しんはないが、それでも自分が着ている衣装が普通のものでないという事はわかる。明らかに衣服としては造りがちぐはぐというか……機能性という意味ではデザインした者の正気を疑いたくなる様な奇妙さがその衣装には在った。


　まず薄い。とても薄い。


　首から上と太ふと股ももの一部を除いてほぼ全身を覆う構造なのだが……これはどう見てもレオタード以上のものではない。というか表面積のほとんどは茶色のレオタードとストッキングで構成されている。お陰で身体の線が浮き出るどころかヘソの位置までくっきり浮かび上がる始末。


　でもって『さすがにそこはまずかろう』という部分を全身から十パーセント程選んでそこにふわふわのフェイクファーが巻く様に縫いつけられている。具体的には胸と腰なのだが何しろ十パーセントなのでこれが何というか──見えそうで見えないというか、あともうちょい！　というか……まあそういう感じである。


　防寒性を考慮しているんだか無視しているんだかよくわからないデザインだ。


　これだけでも青少年の教育上かなり問題が在りそうな気がするが、手は手袋、脚はブーツ、とどめに首にはベルト状の首輪となると相当にマニアックというか、ＰＴＡのオバさんとかに密告でもされたらちょっと大変そうな雰囲気である。


　でもって。


　頭には音おん叉さの様に枝分かれした『角』付きのカチューシャ。『角』は結構大きく、見ている限りは決してバランスが良さそうにも見えないが──角そのものはソフトビニールか何かでできているらしく、柔らかく軽いのでカチューシャが頭からずり落ちる事はそうそうないだろう。


　とはいえ……


「着替えた？」


「うむ。着替えたのである」


　双葉の声に応じてタナロットは更衣スペースから出た。


　全体面積はそれなりに在る部屋である。


　だが壁際に天井まで積み上げられた段ボールの塔や、愛想のないスチール製の棚の列、それに何か用途不明のステンレス製らしき大型機械──そういった諸々のものがのしかかって来る様に見えて、倉庫の内観に息苦しい様な雰囲気を与えている。窓は在るのだがこれまた機械やら箱やらで遮られていて外は見えず、天井に剝むき出して設置された数本の蛍光灯のみが光源の全てであった。


　何というか……倉庫としては別に変わった場所ではないかもしれないが、少なくとも普通は女の子を連れ込んで着替えさせる場所ではない。普通の女子高生なら『一体何のアルバイトなの？』と尻込みするだろう。


　まして──


「おう。よく似合っとる」


　と頷いているのは双葉にあらず──彼女の隣で腕を組んで立っている中年男性だった。


　この中年男性がまた激烈にいかがわしい。


　一言でその中年男性の容よう貌ぼうを示せば『四角』である。碁盤に目鼻立ちを付けたかの様な顔に、パック海苔の様な眉と細い眼がくっついている。鼻も口も鑿のみか何かで岩から削り出したかの様なごっつい造りで、四角い顎あごには濃い髭が生えていた。髪は勿論、角刈りだ。


　しかもその下に続くのが縦横同じではないかと思える様な、横幅の在る──太っているのではなくて肩幅が在るのだ──重量級の体たい軀く。これでサングラスでも掛けて街を歩けば堅気の人間は半径二メートル以内に近寄ろうとはしないだろう。


　双葉しか知らない人間ならば『誰？』と尋ねる処であろうが、彼女の双子の弟を知っている人間ならばすぐに双葉とこの中年男性の関係に気付くだろう。


　霧島葉よう一いち。


　双葉と葉月の父親にして有限会社キリシマ・フーズの社長である。


「そっちの彼女もよく似合っとる」


　何故か感極まった様子で頷く葉一。


　彼の視線の先にはタナロットと同じ衣装を着たファルチェが、やはり戸惑う様に眼を瞬かせて自分の手足を眺めている。こちらはタナロットよりも多少背が高い上に髪も長いので大人びた感じがして艶つやっぽい。


『あの』


　三つ目の更衣スペースから鈴穂がノートだけを出して振る。


『これって一体……？』


「うむ。我が社のクリスマス商戦用キャンペーン・ガールのコスチュームだ」


　葉一が言った。


「君はどうかね？　何処かきつい処とかは在るかね？」


『いえ。そんな事はないんですけど』


　と書いて示すものの……鈴穂はなかなか更衣スペースから出てこない。


　苦笑を浮かべた双葉が更衣スペースに歩み寄ると──真っ赤になって恥じらう鈴穂の手を取って強引に一同の前へと引っ張り出した。


「おお。君もよく似合っておる！」


　葉一は満足げに頷いた。


　鈴穂の衣装はタナロットやファルテェのものとは異なっていた。


　生地としてはタナロット達のそれよりも厚手のもので、色は赤。綿の様に白いフェイクファーが衣装を縁取りするかの様にふんだんに使われていて、鮮やかなコントラストを描き出している。


　衣装の分類としてはコートに近いだろう。


　ただ、コートと呼ぶのが躊躇われる位──やたらめったら丈が短い。しかもその裾から伸びる太股は剝き出しだったりするので、『ひょっとして中は何も着てないんじゃ？』といった煩ぼん悩のう満載の想像をいたく刺激してくれる格好であった。


　そんでもって脚にはやっぱり赤い布地に白いフェイクファー付きのブーツ。


　とどめに頭には、先端に白い綿毛球の付いた三角帽を載せている。


　かなりアレンジは入っているものの……この時期に見せられれば見み紛まがう者も居まい。鈴穂の衣装はサンタクロースの扮ふん装そうであった。


　そう思ってタナロット達を振り返れば、これまた多分トナカイの扮装であろうという想像はつく。


「扮装のコンセプトはわかりましたけどぉ」


　とファルチェ。


「これで一体何を……？」


「だからクリスマス商戦のキャンペーン・ガールだってば」


　と双葉。


「三人とも可愛いから、いけると思ったのよね」


『キャンペーンって……何の？』


　と鈴穂。


　キリシマ・フーズという名前である以上は、何か食品を売るのだろうが、実のところキリシマ・フーズという名前を鈴穂は聞いた覚えがない。何をどういう風に売っていてどういうキャンペーンを打ちたいのか全く想像がつかないのだ。


　だが──


「〈ミスト〉って聞いた事ない？」


　双葉の言葉に、鈴穂が『え？』と言わんばかりに眼を丸くする。


　聞いた事も何も──〈ミスト〉といえばこの街では割と有名なケーキのブランドである。


　鈴穂が知るだけでも十軒近い支店を持っているが、徒いたずらに販売規模を広げたりせず──この為、他府県ではあまり知られていない──徹底した品質管理と定期的に発表される新作ケーキで中高生の少女達から、ＯＬや主婦にまで幅広い人気を誇っている。値段はやや高めだが暴利という程ではなく──一欠かけ片ら五百円もするチョコレートのブランドもある昨今、四百円代が主力商品というのは充分に許容範囲だろう──以前鈴穂の通っていた御嬢様学校・此この花はな女学院でも〈ミスト〉ブランドのケーキは有名だった。


「あれってうちの店なのよ」


　双葉が笑いながら言う。


『でも、キリシマ・フーズって』


「キリシマ・フーズは社名。ミストは屋号──というかブランド名だよ」


　と事もなげに葉一が説明する。


　ちなみに……商法上、社名と屋号は同一である必要はなく、社名と屋号、商品ブランド名に似ても似つかないものが付けられている企業は意外に多い。


「実は今年新ブランドを立ち上げたのだが……これがなかなか苦戦していてな」


　葉一によると、高級志向寄りの〈ミスト〉は〈ミスト〉で維持していくとして、より商売の拡大を狙って別のケーキ・ブランドを創ったのだそうだ。


　既に女性陣には一定の支持を受けている〈ミスト〉であるが、その半面市場は半ば飽ほう和わ状態というか、これ以上は売れ行きの増加を見込めない。全国チェーン展開も考えたが、品質管理が徹底しきれないという事でこの案はボツとなり──結果的に葉一が選んだのは『普段ケーキを食べない層を顧客として開拓する』事だった。


　具体的には……男だ。


　ケーキというとどうしても女子供の食べ物という先入観が在るが、よくよく市場調査をしてみると甘党の男性は少なくない。ただ一定の年齢に達するとケーキ屋に入ったり、自分の為にケーキを買うのは、何となく気恥ずかしい感じがする男性が多いのも事実だ。


　そこで逆に『男の為のケーキ・ブランド』という事でキリシマ・フーズが手掛けたのが今年の夏に誕生した〈アイランド〉ブランドである。甘さは控え目、代わりにリキュール類をふんだんに使ったり、カカオを多く使ってほろ苦さを全面に押し出した『男の為のケーキ』を発売したのだ。


　ただ……やはり『男がケーキを買って食べる』というスタイルには抵抗感が強いのか、一定の顧客は摑つかめたものの、今一つ業績は伸び悩んでいる。どうも知名度が低いのだ。この手の商品は口コミで人気が出る事が多いのだが──やはり女性と男性では口コミの速度や到達範囲が異なるらしい。


　そこで、葉一が考えたのがキャンペーンだ。


　キャンペーン・ガールを起用し、ちょっと男性客の煩悩中枢を刺激する様なコスチュームを着せ、クリスマスというイベントに合わせたキャンペーンで派手にアピール、とにかくまずは知名度を高める戦術であった。


　ところが──


「この間際になって、キャンペーン・ガールの手配をお願いしてた事務所が夜逃げしちゃってさ……」


　と双葉。顔をしかめながら葉一が後を継いだ。


「何処も不景気だからな。それはともかく──代わりのモデルを手配しようにも、年末は何処もスケジュールが一杯で、さすがに今から予定を押さえる事ができないのだ。まあ金を積めば多少の無理は通るかもしれんのだが……費用の半分を問題の事務所が持って逃げてしまったから、うちとしても予算はぎりぎりでな。かといってわざわざコスチュームまで造らせた以上、今更止める訳にもいかんし……」


『なるほど』


「という訳でもう時間もない事だし、君達に異存がなければお願いしたいのだがね。日給七千……いや八千円出そう。大体一日拘束六時間前後、無論、二時間に一度休憩アリ、おやつも付けよう」


　葉一の申し出にタナロットと鈴穂は顔を見合わせた。


　願ってもない申し出である。


　要するに知り合いのツテでアルバイトをする訳だから、履歴書云々、身分証明書云々という部分は誤魔化す事もできるだろう。しかも日給八千円という事は、明日から働いたとしてもイブ当日には何とか一人頭四万円を稼ぎ出す事ができる。


「みゅ。スズホはどうするのであるか？」


「…………」


　細かい計算をしているかどうかは疑問だが、タナロットはもう完全にやる気でいる様だった。ファルチェはただのほほんと微ほほ笑えんでいるだけで、何を考えているのかは解り辛いが、まあ嫌がっている様には見えない。


　鈴穂は葉一を振り返ってノートを示した。


『でも私──しゃべれないんですけど。タナロットとファルチェも、日本語が何処かヘンですよ。それに双葉さんでもいけるんじゃ？』


　無論、タナロットとファルチェの場合、変なのは日本語ではなくて頭の中身なのだが、まあそれはさておき。


「この際それは構わんよ。実際の応対は店員がやる」


　あっさりと葉一が言った。


「私、店員」


　と双葉が笑いながら自分を指差す。


　葉一と双葉に言わせると、ケーキの取扱や、折り箱の組み立て、接客上の基セオ本リー等、店員の方が遥はるかに身に付けるべき技スキ能ルが多く、こちらはさすがに未経験者を当てる訳にはいかない、との事。


　逆に──


「キャンペーン・ガールにもそれなりの技能は必要だがね。今回は愛想良く笑ってチラシを配ってくれるだけで充分だ。商品説明や細かい作業は店員に代行させるし、エンドレス・テープでもキャッチコピーは流すから、無理に君らが喋しやべる必要はない」


「…………」


　確かにそれならばタナロット達にもできるだろう。


　後の問題は……まあ鈴穂の精神的な部分だけの事である。


「──どうするね？」


「みゅ？」


　タナロットが御機嫌を窺う様な眼で鈴穂を眺める。なんだかんだ言ってこの世界では鈴穂の方が経験が長い事を──自分より一般常識的な部分では鈴穂の方が判断力が在る事を認めているのだ。


「君達さえ良ければ今すぐにでもそのまま仕事に出て欲しい。既に街はクリスマス一色だ。今からでも遅い位だからね」


　悪い条件ではない。いや、破格と言っても良いだろう。


　だが。


「…………」


　鈴穂は不安を覚える。


　キャンペーン・ガールという事は、不特定多数の人間の視線にその身を晒さらすという事である。しかも衣装はちょっと──というかかなりエッチっぽい。元々視線恐怖症の傾向が在る鈴穂としては拷ごう問もんに近い労働環境だ。


　だが今から他のアルバイトを探していて間に合うかどうか解らない。


　どちらにせよわずか四日余りで四万もの金額を稼ごうと思えば、楽な内容の仕事にはなりそうにない。単純に考えても一日一万近い稼ぎを出さないといけないのだから。


（……タクちゃん）


　彼が妙に真摯な瞳であの玩具を見ていたのを鈴穂は想い出す。


　実を言えば……鈴穂もあの玩具の事を覚えていた。


　確か拓人の母親が蒸発する前、彼の両親が揃っていた最後のクリスマスに、クリスマス・プレゼントとして買ってきたものだ。毎年、クリスマスは拓人の家と鈴穂の家が一緒に祝ってきたので、その事は彼女もよく覚えている。


　仕事の関係で週に一度も帰ってこない父親。


　色々と出歩き家を空ける事の多かった母親。


　その二人からもらった最後のクリスマス・プレゼント──それが拓人の心にどの様な影響を与えていたのか、彼女にも想像がつく。


　まして、拓人はそれを失った。


　虐いじめられっ子だった拓人は、近所の悪ガキにその人形を取り上げられてしまったのだ。


　別にその悪ガキはその人形が特に欲しかった訳ではない。単に拓人が大事にしていた人形だからこそ面白がって取り上げただけだった。その証拠に、後日息子の行為に気付いた悪ガキの親が羽瀬川家に謝りに来たものの、肝心の人形は乱暴な扱いのせいで既に原型を留めていなかった。


　悪ガキの親は一応きちんとした常識人だったらしく、同じものを買って返そうとはした様だったが、既に製造会社は倒産していて同じものが手に入らず、結果的にその一件はそのまま有う耶や無む耶やになった。


　鈴穂は覚えている。


　幼い日……大事な人形を失ってしょんぼりした拓人の表情を覚えている。


　ひどくひたむきな眼でショーケースを眺めていた拓人の表情も覚えている。


　だから──


『やります』


　鈴穂はそう書いて双葉と葉一に示した。








第三章　なにやら皆忙しそうなんですけど。












『スイッチング』という言葉が在ある。


　辞書的な意味としては『切り換える事』である。『スイッチ』とは文字通り切り換え機の事であり、そこから派は生せいした名詞である。ただ機械的な意味での『スイッチング』とは別に精神的な行為としてこの単語が使われる場合も少なからず在る。


　要するに気持ちを切り換えるという意味だ。


　ただ……人間というのは厄やつ介かいなもので、大抵の場合に『さあ気持ちを切り換えよう』と思ってもなかなか切り換えられるものではない。そもそもそんなに自由自在に自分の気持ちが制御できるのであれば、切り換えねばならない様な事態にも直面する事はないはずだ。


　そういう訳で──多くの者はこの『気持ちの切り換え』に際してある種の儀式を伴う。


　儀式といってもそう大層なものではない。


　例えば映画を見に行くとか。


　例えば大声で歌を歌うとか。


　例えば旅行に出掛けるとか。


　そして例えば──髪型を変えてみるとか。


　これらは普段しない様な事、あるいは明確に変化を感じ取れる様な行為の方がより効果が高いとされている。普段は歌など歌わない人間程、歌を歌うという行為の『非日常性』が精神に作用して閉へい塞そく状態から抜け出させてくれるという寸法である。当然これは人それぞれに違う。同じ行為をしてもそれが気持ちを切り換えさせてくれるとは限らない。百人の人間が居いれば百人の『スイッチング』方法がある。


　とにかく……


　気持ちの切り替えにはこうした『儀式』が不可分である事が多く『スイッチング』と言えばこうした儀式をそのものを指す場合も少なくない。


　──で。


　羽は瀬せ川がわ鈴すず穂ほにも当然ながら彼女だけの『スイッチング』が在る。


　もっとも彼女の場合は多少『切り換え』る事の意味が他人と違っていたりもするが。


「…………」


　鈴穂は改めて手足を伸ばし自分の格好をしげしげと眺ながめる。


　上はまあいいとして問題は下だ。剝むき出しの太ふと股ももはどうにかならないものかと思ったのだが、『駄目だ』と雇やとい主である葉よう一いちが握り拳で力説したので、結局そのまんまである。外に出ている間は暖房としてハロゲン・ヒーターを置いてくれるらしいので、寒さの心配はしなくて良い様だが……やはり何というか、この衣装は恥ずかしい。


　この格好で人前に出るとなると気が遠くなってくる。


　しかし──今更『やっぱり止めます』という訳にもいくまい。既にタナロットとファルチェは着替えて表に出ているはずだ。


（ごめん……お願いね）


　心の中でそう謝ると鈴穂は俯うつむきながら自分の『スイッチ』を押した。


　即ち──


「…………」


　解かれたリボンがはらりと落ちた。


　見る者が呆あきれる程の几き帳ちよう面めんさできっちり三つ編みに束ねられていた長い黒髪が、まるで意志在るものの様にくるくると回転しながら解けていく。同時にそれらの色が根本の辺りから見えない手で染め直されるかの様にゆっくりと変化していった。


　深夜の漆しつ黒こくから宵よい闇やみの藍らん碧ぺきへ。


　蒼あおく染まった長い髪をふわりとなびかせつつ鈴穂は顔を上げる。


　そこには──既に他人の視線を恐れる気弱な少女の表情はなかった。顔立ちはそのままに、傲ごう然ぜんたる自信と肉食獣めいた気丈さを備えた別人へと鈴穂は自らを『切スりイ換ツえチ』したのだった。


「──おう。任せとけ」


　黒い髪の時であればノートにさえ書かない様な伝でん法ぽうな言葉遣いでそう呟つぶやくと、蒼い髪の鈴穂は更衣室から堂々たる足取りで出て行った。
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　ちなみに──その頃の拓たく人とはというと。


「…………」


　どんよりした表情でひたすらベタを塗っていた。


　要するに原稿の中で『×』印の付いた部分を機械的に墨すみで塗り潰つぶしていくだけの作業なのだが……いざやってみるとこれが意外に神経を使う。


『墨で指定箇所を塗り潰す』とだけ書くと単調な作業の様に見えるが、実際にはそう簡単なものではない。細かい部分は細いペンや筆に持ち替えて塗らないとすぐはみ出てしまうし、かといって広い部分を塗る場合には平筆に持ち替えないとあまりにも効率が悪い。これらの使い分けが難しい──持ち替え時を誤ってついつい細筆で広い面積を塗ってしまったり、あるいは平筆で細かい処ところを塗ろうとしてはみ出してしまったりするのだ──上に『塗る』作業そのものは機械的なものなので、うっかり気を抜いて作業していると、ぼーっとして余計な処まで塗ってしまう。睡眠不足なら尚なお更さらの事だ。


　技術は身に付いてもそれを操る者が集中力を欠けば何の役にも立たない。


「ううっ……」


　ちなみに別の机ではへらへらと笑いながらシンクラヴィアがスクリーン・トーンを削っており、更に別の机では怒ど濤とうの勢いで榮えい太た郎ろうが原稿を描いている。


　エーネウスは別室にいて姿が見えない。彼女は食事の用意の他に外部との連絡、資料の買い出し、全体の進行管理などを行っていて、直接原稿作業に携わる事はないからだ。もっとも、定期的におかしな具合にテンパった榮太郎やシンクラヴィア、ミヤビが奇声を発して暴れ出したりするので、それを標準装備の突っ込み棒──もとい定期可変型戦闘掃除用具〈デスキン〉でぶん殴なぐっておとなしくさせたりする時には部屋に入ってくるが。


　ちなみにミヤビは部屋の隅すみで仮眠中。いくらなんでも全く寝ていないと錯さく乱らんして原稿どころではなくなるので、順番に仮眠する事になっているのだ。いくら不滅の神や魔でも眠いものはどーしよーもなく眠いのである。


「うう……眠い……」


　実は拓人も昨日から一いつ睡すいもしていない。


　もの凄く眠い。わざわざ口に出して言うと余計に眠さが募つのって拓人はぼんやりと後こう悔かいした。とにかく今すぐ机の上に突っ伏してしまいたい位に眠いのだが、眠る訳にはいかない。眠ったらどうなるか、彼は知っていたからだ。


「俺の知り合いで、週刊ファ○通の編集部にキッシー嵐山という男が居るのだが」


「……先輩、本当に色々な知り合いが居ますね」


「その男は『ＭＹ針を持つ男』として知られているのだ」


「はあ……？」


「眠ってはいけない時には、自分の腕や膝に、いつも持参している針を刺して眠気を退散させるのだという」


「……昔の武士ですか、その人」


「天あつ晴ぱれな心意気だと思わんか？」


「…………で、先輩。その右手に持ってる針はなんですか」


　──てな会話を榮太郎としたのがおよそ三時間前である。


　迂う闊かつに眠ったら、どこぞの怪奇映画の怪人の如ごとく全身針まみれにされかねない。


「そういえば鈴穂達もアルバイトするって言ってたけど……」


　溜め息をつきつつふとそんな事を呟く。


　別に誰に言うでもない様な事をわざわざ口に出すのは、その方が少しでも眠気が紛まぎれるような気がするからだ。


　昨日から拓人は家に帰っていないが、タナロット達が心配するといけないので電話連絡だけは入れてあった。アルバイトの話もその際に聞いたのだ。


「大丈夫かな」


　鈴穂はどちらかというと世間知らずというか箱入り娘みたいな処が在るし、タナロットやらファルチェはそれ以前の問題である。まあ最近はタナロットもかなり常識的にはなってきたので、少なくとも一般社会でものをぶっ壊こわしたり誰かを半殺しにしたりはしないだろうが……あのタナロットほど『勤労』という文字を添えると違和感の在る存在も少なかろう。まだ猫か三歳児に労働させる方が順当の様な気がする。


「…………まあ今はタナロット達の心配よりも、僕が正気でここから帰れるかの方が問題かもしれない」


　わざわざ口に出すと何やら絶望的な気分がしてきて──拓人はぼんやりと後悔した。







＊







　拓人の心配なんぞ露知らず──タナロット達は元気に労働していた。


　とりあえず目立った問題もなく彼女等はキャンペーン・ガール役をこなしている。そもそもキャンペーンといっても大企業の主催する本格的なものではない。要するにタナロット達はマスコットの様なもので、細かい事は特に考えなくても道行く人々に愛あい嬌きようを振りまいていれば充分なのである。この程度の事ならば常識欠落魔神のタナロットにも十分可能ではあった。というか──他にタナロットができる労働というのも鈴穂には思い付かなかったが。


　しかも……


「そこのトナカイのお嬢さん！　こっち向いて──ッ！」


「──みゅ？」


　声を掛けられて振り返ったタナロットをカメラのフラッシュやらシャッター音やらが包み込む。それも一つや二つではない。携帯電話付属のデジカメから、でっかい交換レンズとモータードライブを装備した一眼レフまで、十個以上のレンズが〈アイランド〉一号店の店先に立つ少女達に向けられていた。
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「みゅみゅ？」


　自分が何をされているのかもいまいち解っていない様子で首を傾かしげるタナロット。


　元々整った顔立ちをしている上に、その仕草がまた無む垢くな小動物を連想させて可愛らしいものだから、ファインダーを覗のぞいている男達は揃そろって萌えまくっていた。


「うおおおおおっ！　イイ！　それイイ！」


「もう一枚！　もう一枚撮らせてっ!!」


　そいでもって再びフラッシュとシャッター音の雨。


　まだタナロット達がキャンペーン・ガールとして路上に出て四時間程しか経っていないというのに、既に彼女等の周りにはカメラを携えた男達が群がっていた。その数二十人余り。無論、ごっつい機種を構えている者も居るが、彼等は本職のカメラマンだのマスコミ関係者ではなく──俗にカメラ小僧とか呼ばれている連中である。まあもっとわかり易く言ってしまえばアイドルだのコスプレイヤーだのを撮るのを専も門つ領ぱ域らとしているある種のオタクだ。


　元々オタクは情報が異様に早い。


　既に学校も企業も冬休みに突入している処が少なからず在り、今の時期は生活サイクル上、彼等の行動を制限するものが半減している。情報収集と娯楽を兼ねてネット・サーフィンにどっぷり浸かっている者の率も高いので、『どこそこの街でこんなキャンペーンが催されている』『○○事務所の×××という新人がキャンギャルとして出ている』といった情報は誰かが掲示板やメーリングリストに投稿すれば一時間後には数百人数千人といった単位の人間に知れ渡っているのだ。


　しかも……今回は匿とく名めいで情報漏ろう洩えいが在った。


『ケーキショップ〈アイランド〉系列店が二十代男性をターゲットにしたクリスマス・キャンペーンをするらしい』『可愛らしいサンタ娘トナカイ娘がマスコット・ガールとして登場するらしい』という書き込みが隠し撮りらしい写真と共にネット上にアップロードされたのである。


　当のタナロット達は無論知らない事であるが、これは実を言えば葉一……というか彼に命じられた葉は月づきの仕し業わざである。情報漏洩を装よそおった宣伝の一環だ。


　無論、虚きよ偽ぎと真実が等価に氾はん濫らんするインターネットで情報を収集するオタク達の中には、これを『キリシマ・フーズの宣伝工作ではないか』と見抜いて主張する者も少なからずいたが……まあ大多数のカメラ小僧だのアイドルオタク達にとっては、とにかく実際に可愛い女の子がコスプレして出てくれば良い訳で──その情報漏洩が自作自演であろうと陰いん謀ぼうであろうと知った事ではない。


　まして……オタクというのは自分の趣味に対して時間と金を惜しまない。


　本気のオタク達にとってみれば、関東圏など何ど処こでも『近所』だ。近場で『可愛らしい外国人少女二人のちょっとエッチなトナカイコスプレと、眼鏡っ子のこれまたちょっとエッチなサンタコスプレが生で見られる』となれば家に引きこもっている手はない。年末の冬コミだのクリスマス・ライブだのに向けて整備してきた愛機──カメラの事だ──の調子も見がてら、彼等は問題の少女三人組をファインダーに捉えるべく出向いてきたのである。


　更に言えば──


「何処の事務所の子だろうな？　お宅、知ってる？」


「むう。チェック漏れか。俺様とした事がッ……！」


「検索しようぜ検索。案外再デビューかもしれんし」


「可愛いなあ。俺サイトにアップしちゃうもんねー」


　などとモバイル・パソコンを使ってその場で──つまりは路上で──タナロット達の素す性じようをあれこれ調べる者や、撮った写真を即座にトリミングしてホームページにアップする奴まで出てくる始末。


　これがまた他の無意味にアクティブなオタク達を次々と呼び寄せる事になり……〈アイランド〉に押しかける野郎達の数は増えこそすれ、一向に減る様子が見えない。


　まあ当然と言えば当然の事ではあった。


　例えばタナロット。


　彼女の場合、元々顔立ちも整っている事に加えて衣装も適度にエッチで可愛い。これはまあ美少女の起用が前提のキャンペーン・ガールとしてはいちいち特筆すべき事でもあるまいが……タナロットの場合は本当に仕草が動物的というか、中途半端な媚こびがない分、むしろ同性の鈴穂ですら思わず微笑を誘われる様な、素そ朴ぼくな可愛らしさを見せる瞬間がある。言ってみれば天然さの勝利だ。


　そしてこれはファルチェにも言える事だ。


　プロとしての『慣れ』が見えない分、彼女等の仕草はとても初うい々ういしい。まして同じトナカイのコスプレをしているものの、元気潑はつ剌らつ系のタナロットと、おっとりのんびり系のファルチェ──相反する二人が仲良く並んでいると、相乗効果でそれぞれの魅力が引き立て合うのである。


　鈴穂は──というとこれまた元々素材は悪くない。


　彼女の場合は地味なのが最大の難点ではあるのだが、今はサンタのコスプレに身を包んでいる上に太股丸出し、しかも中身は『もう一人』の鈴穂である。彼女の辞書に『気弱』だの『物もの怖おじする』だのといった語句は存在しない。レンズを向けられれば平然とポーズをとってのける眼鏡の少女を見て『うーん。ちょっと違うんじゃないか？』と首を傾げる重マニア症ツクな眼鏡っ子萌えの連中もまあ、数名居るには居たが、だからといって引き上げるでもなく、充分嬉うれしそうに写真を撮っていたりする。


　でもって更に。


「……なんだあの人だかり……？」


「なんかのアイドルの撮影会かな」


「ああ。あれ〈アイランド〉じゃん」


　カメラ小僧達──まあ小僧といっても下は中学生位から上は立派なおっさんまで居るが──が熱心にごっついカメラを構えて写真を撮りまくっているものだから、通りすがりの人々も何事かと脚を止めてタナロット達を眺める事になる。これがどれだけ〈アイランド〉のケーキの売り上げに貢献するのかは謎だが、それなりに人目を引いているタナロット達に、葉一も満足している様だった。


　そして……


「サンタのお嬢さーん。こっち向いてーっ!!」


　などと声を掛けながら愛用の一眼レフカメラを構える少年が一人。


　ちょっと小太りな身体を包むのは、ジーンズとシャツと放出品の軍用コート。頭にはバンダナを巻いていて、腰にはウェスト・ポーチとアニメキャラのキーホルダー。全身で『おっす。おらオタク』とか主張しているも同然の人物である。


　そんな少年の側そばにすすすっと音もなく忍び寄る人影が一つ在った。


「おにーさん。おにーさん」


　くいくいと青年のシャツを引っ張ってその影は言った。


「いーい写真あるんだけど。欲しくない？」


「……なんだって？」


　怪け訝げんそうに影を眺めていたのも束の間──少年は即座に声を潜めて身を屈めた。さすがは重装備のカメラ一式を携えて出向いてくる強つわ者、こういう話には鼻が利く様である。


「あのトナカイ少女達の着替え中の生写真」


「なにイッ!?」


　眼を剝いて吼ほえる少年の口に影は掌てのひらを押し当てて言った。


「シッ……声がでかい」


「す……すまん。しかしどうやって？」


　しゃがんだまま器用に通りの隅へと移動しつつ少年はその影に尋たずねた。


「へっへっへ。そこは蛇じやの道は蛇へびというか……まあぶっちゃけて言えば更衣室に隠しカメラをちょいとね」


「……まさか関係者!?　ひょっとしてお宅がハンドル・ネーム〈くれせんと・むーん〉なのか!?」


　少年の口にしたのは問題の情報をネットにアップロードした人物の名前だ。


　その際にばらまかれた写真は肩から上のものであったが、縦横比が普通の写真と違う事、微妙な部分で画像が切れている事から、トリミングされたものではないか──つまりはわざわざ『美お味いしい』部分を編集して切り落としてから公開したのではないかとも言われていた。


「さあてね。そいつはご想像にお任せって事で」


「むむむ。ところであの眼鏡のサンタさんはないのか？」


「おお。おにーさん通だね。無論そっちの方も抜かりなく。全部で五枚セット。五千円でどうだい？」


「むう。欲しいけどちょっとそれは高いだろ」


　好きなものには金を惜しまないのがオタクとはいえ、資金は無限ではない。値切れる処は値切っておかないと、部屋の中でアイドルの生写真に囲まれたまま即ミ身イ仏ラになりかねない。


「うーん。じゃあ四千円で」


「いや。二千円だね」


「それじゃ商売あがったりだよ。三千五百円」


「もう一声。三千円」


「うーん……三千四百円」


「……ダメ。三千円以上は無理」


「三千百円。これで駄目ならこの話はなかった事に」


「わかった、俺も男だ。出すぜ」


　決意の表情も露わに少年は頷うなずいた。


「毎度──」


　と揉もみ手をする影。


　次の瞬間その頭上に──


「何をしとるか──ッ!!」


　──どがっ。


　と黒いローファーに包まれた踵かかとが影の頭部に炸さく裂れつする。


　見事なネリチャギの威力の前に影はべちゃりと地面に突っ伏し、短く呻うめいた。


「──ッ!?」


　思わずべたりと手近な壁に張り付いて硬直するカメラ小僧の少年。


「油断も隙すきもないわね」


　そう言うのは……双ふた葉ばであった。


　彼女は〈ミスト〉の店員の制服──少し丈の短い臙えん脂じ色のワンピースに白いエプロンの組み合わせで、ちょっと軽装のメイドさんといった風ふ情ぜいである──の腰に手を当てて、生写真密売人を冷ややかに見下ろしていた。ちなみに、気付いているのかいないのか、びびって壁を横よこ這ばいしつつ逃げていくカメラ少年には見向きもしない。


「……何をするんだ、姉ちゃん」


　むっくり身を起こして抗議するのは、彼女の双子の──でも恐ろしい位に似てない──弟・葉月であった。相変わらず父親似の四角い顔に角刈り頭、サングラスでもかければヤクザの幹部一丁上がりな風ふう貌ぼうである。


「何をするんだじゃないでしょ。セクハラで訴えるわよ？」


「何を言うんだ。俺はただ、正月をきちんと迎える為の、ささやかな資金作りをしているだけで、性的な嫌がらせを行おうなどと言う邪よこしまな気持ちはこれっぽっちも──」


「盗撮写真の何処がささやかよっ!?」


　喚わめいて双葉の正拳が弟の顔面に炸裂。


　ぐらりと倒れかかる葉月の襟えり首くびを摑つかむと、双葉は言った。


「忙しくて猫の手も借りたい位なんだから、こんな処で油売ってる暇ひまがあったら、中で手伝いなさいよ。仕事はいくらでもあるわよ」


「…………」


　その言葉を聞いて……珍しい事だが葉月の顔が引きつる。


「姉ちゃん。知ってるだろう、俺は辛党なんだ。ケーキ屋の空気を五分以上吸ったら糖尿病になってしまう」


「安心なさい。インシュリン打ったげるから」


　ケーキ屋の息子にはあるまじき発言をする弟をずるずると引きずりつつ、双葉は店の裏の方へと消えて行った。







＊







　まあそんなこんなで。


　タナロット達はまあ無難に初日の仕事をこなした。拘束時間はおおまかに言って正午から夕方の六時まで。葉一の言葉通りきちんと休憩時間もとられていたし、〈ミスト〉のケーキもおやつに付いたばかりか、双葉は手土産に幾つか売れ残りのケーキも持たせてくれた。〈アイランド〉のケーキは男性がメイン・ターゲットだが別に女性が食べて不ま味ずいというものでもない。


　そういう訳で──


「スズホ、先に行くのである」


　手早く着替えを終えたタナロットは、まだ更衣室でサンタの衣装を畳んでいる鈴穂にそう声を掛ける。着替えの際の手間はむしろ鈴穂の方が少ない位なのだが、鈴穂の場合は髪も三つ編みにし直す時間が掛かる為、どうしても一番最後になってしまう。


『ちょっと待って』


「ちょっと待って──と鈴穂先輩はおっしゃってますけど？」


　鈴穂が更衣スペースの中から掲かかげるノートの内容を読み上げるファルチェ。タナロットは振り返ってその場に留まりはしたものの、どうにも気が逸はやるのか、その場でぱたぱたと足踏みをしながら言った。


「早くするのである。早く」


『別に急いだって何が変わる訳でもないでしょ』


　言いつつ──もとい書いて示しつつ、鈴穂も着替えを終えて更衣スペースから出てくる。


「お先に失礼します」


『お先に失礼します』


「お先に失礼である」


　──てな感じでタナロット、鈴穂、ファルチェの三人は、揃って双葉や店のスタッフに挨あい拶さつを済ませると、『お疲れ様』の言葉に送り出されて夕暮れの街を歩き出す。ちなみに多少怪しい感じではあるが、タナロットもきちんと挨拶をしているのは鈴穂の教育の賜たま物ものである。


　少女達三人は──しかし帰路についた訳ではなかった。


　実はタナロット達は仕事が終わると問題の山本堂に寄ろうと決めていたのである。


　多少変則的とはいえ、売約はしてあるのだから、毎日通って在庫を確認する必要などないのだが、抜け駆け防止の意味もあって、仕事が終われば三人揃って山本堂に顔を出そう……という事になったのである。


　まあこれは元は鈴穂の提案であるのだが……タナロットはタナロットで元々子供っぽい処があるせいか、山本堂の様々な玩具に興きよう味み津しん々しんと言った様子であったし、ファルチェはファルチェで『旧ふるい品物』には興味が在るらしく、二人ともむしろ鈴穂の発案には積極的な同意を示した。


　そういう訳で──


「こんばんわなのである！」


　と毎度の如く元気一杯でタナロットが山本堂に入って行く。


　すると──


「──みゅ？」


　タナロットは困こん惑わくの表情を浮かべて眼を瞬またたかせる。


　いつもはのんびりした癒いやし系の笑顔で出迎えてくれる山本が、何故か今日だけはしかめ面でカウンターに置いたノートパソコンの画面を眺めていたからだ。


「──みゅ？　どうしたのであるか？」


「山本様？」


「あ……ああ、お嬢ちゃん達か。いらっしゃい」


　だがタナロットとファルチェの訝いぶかしげな声で気付いたのか、すぐに表情を微笑に切り替えて、山本はタナロット達を迎えた。


『どうかなさったんですか？』


　と書いて示す鈴穂。まだ会うのは三度目とはいえ、糸の様な眼でにこにこ笑っている山本ばかりを見てきた彼女等にしてみれば、先程の山本は何というか、物凄く深刻そうに見えた。


「ん？　ああ──いや、仲間から情報がね」


『仲間？　玩具屋さん仲間ですか？』


「ちょっと違うけど似たようなもんやね。まあこの手の旧い玩具とか集めるの趣味にしてる奴は結構多いねん。かくいう俺もその一人で。趣味が高じてこういう店始めた位で」


「ははあ」


　と頷くファルチェ。


「まあその手のコレクター仲間からメールが来ててな。最近、悪質な強盗っちゅーかなんちゅーか、そういう連中が横行してるらしいんやわ」


『強盗……ですか』


「この手の旧い玩具を狙う連中」


「強盗なら普通にスーパーとか銀行とかを襲った方が良いのでは」


　同じ襲うのならそっちの方が収穫は多そうではある。


「そういう店舗とかは警戒が厳しいやろ。案外お金もかさばるし。その点、この手のプレミア付き玩具なんてのは、興味ない人間にはガラクタ同然やし、ネットオークションとかで売りさばけば脚もつきにくい。元々が中古品やから、警察としても証拠固めに入手ルートを追うのも困難やし。おまけに車使ってあちこちに出掛けとるみたいでな──警察も管かん轄かつ違いだとなかなか追跡しにくいらしい」


「ははあ。それは道理ですね」


「──みゅ？」


　ファルチェと鈴穂が頷くが、タナロットだけはいまいちわかっていない様子で首を傾げている。


「うちなんか俺一人でやっとるしな。三人位で来られたらお手上げやわな。まあだからちょっと気を付けろ、ってな内容のメールが来た訳や」


『でもそんなに割のいいものなんですか？　玩具強盗って』


「うーん。どうも本職じゃなくてな。ほら、おるやろ。暴走族とかヤンキーとかそういう類たぐいの。ああいう連中が車で店やらコレクターの家に乗り付けて、ごそっと持っていくらしいんやわ。多分、連中にしたら手軽な小遣い稼かせぎのつもりなんちゃうかな」


『酷ひどいですね』


「ほんまになぁ」


　山本は何処か遠くを見据える様な眼で店内に視線を彷さま徨よわせながら言った。


「手前味噌な話かもしれんけどな、旧い玩具ってのはただ、それだけのもんとちゃうねん。色々な想い出が詰まっとる事も多い。子供の頃に買いたくて買えなかったもんとか。大事にしていたのになくしてしもたもんとか。今はもうおらへん爺ちゃん婆ちゃんに買ってもろたもんとか。思い入れのない者からしたら、どーでもええような旧いだけのもんかもしれんけど、なんちゅーか、セピア色の日々が詰まってんねん」


「…………」


「大人が玩具に眼の色変えて情けない、とか言う奴もおるけどな。俺に言わしたら、大人やからやねん。なんちゅーか、大人になってだんだん減っていく『夢』とか、なんかそういう類のもんを、補給してくれるもんやねん。無駄なもんかもしれへんけど、そういうのを『無駄やからいらへん』とか言うて切り捨ててしもたら、きっと人生はものごっつうつまらんもんになってしまうねん」


「……そうですね」


　ふっ……とファルチェが珍しく大人びた微笑を浮かべて頷く。


　鈴穂は眼を瞬かせて彼女を見──そして思った。


　正体が器物であるファルチェにしてみれば、山本の様な主張は至極納得がいく──いや、それよりも何よりも嬉しいものであるのかもしれない。実利と効率のみを追求していけばきっとこの世は、実用本位のものだけで埋め尽くされ、多様性を失った世界になってしまうだろう。そこにはモノに対する思い入れも愛着もない。ただ生産され、酷使され、壊されて棄てられる。そこには何の感情も絡からまない。


　それはきっと──凄く寂しい世界だと鈴穂も思う。


　鈴穂にしても、今回買おうと思っていた『フルアクション・アニレオン』はただの玩具ではない。


　その想い出は拓人と自分を絡ぶ絆きずなの一つであるし、自分が拓人を好きだという事の要素の一つでもある。そしてそれを旧い玩具の一つがはっきりと実感させてくれるのであれば……やはりその玩具は単なる器物ではない。想いや願いが詰まった特別な──『記念品』だ。


「ああ、まあお嬢ちゃんらには関係ない話やったな。すまんすまん」


　しんみりと湿った空気に気付いたのか、ぺし、と自分の後頭部を叩いて笑う山本。


「それはそうと……まだイブには間があるけど。もうお金が工く面めんできたんか？」


「いえ。そういう訳ではないですー」


　とファルチェ。


「ただ色々と面白いものが在るので。何というか遊びに来てみました。あとは、無茶を聞いて頂いた御礼がてら、ちょっとしたお裾分けにー」


『すみません。お仕事のお邪魔ならすぐに』


　言って鈴穂が〈アイランド〉のケーキの箱を差し出す。


「構わへん構わへん。どうせ暇な店なんやから。可愛い女の子が遊びに来てくれるだけでも大歓迎やわ」


　言って山本は笑うと受け取ったケーキの箱を開く。


「お。ケーキやね。ひいふうみい……五つあるけど。持って帰ってあの男の子と一緒に食べた方がええんとちゃうか？」


『タクちゃんは泊まりがけのアルバイトに行ってます』


「そうかいな。じゃあおっちゃんが貰もらってもええんやね？」


「はいどうぞー」


　ファルチェの言葉に鈴穂とタナロットも頷く。


　山本はしばし空中に眼を向けて何やら考えていた様だが──


「生あい憎にく紅茶は切らしとるけど、烏ウー龍ロン茶ちやで良かったらええのがあるわ。折角やし一緒に食べよか」


「うむ。食べるのである！」


　当然、といった調子で言うタナロットに顔をしかめた鈴穂がノートを示す。


『ちょっとは遠慮えん　りよしなさい。タナ郎』


「みゅ？　何かまずかったのであるか？」


「ははは。まあええやんか。元々お嬢ちゃん達が持ってきてくれたもんやしな」


　山本はそう言って、奥のミニ・キッチンで茶を煎いれるべく立ち上がった。
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　で──その頃の拓人はというと。


「ううっ……」


　やっぱりベタを塗っていた。


　何をやたらと張り切っているのか榮太郎は次々と原稿を上げて来るので、拓人は拓人でちっともベタ塗り作業が終わらない。シンクラヴィアはシンクラヴィアでトーン貼りに忙ぼう殺さつされているし、ミヤビは消しゴム掛けや枠線引きと集中線作業、エーネウスは食事の準備や雑用に追われている訳で──他の者に手伝って貰う訳にもいかない。


　しかも──


「榮太郎様～、トーン貼り終わりましタ～」


　とシンクラヴィアが言ってくる。


「よォし、では次──っていかん、次の原稿がまだだ！」


　榮太郎は喚くと、白紙の紙とシャープペンシルをひっつかんでシンクラヴィアと、そしてミヤビを指差す。


「おし、そこの二人、モデルやれモデル！　まずは絡み！」


「──はア？」


「ベッドシーンだよベッドシーン！」


　榮太郎は喚いた。


　ちなみに素人の読み手はエロ系を馬鹿にする傾向があったりするが、複雑な人体の絡みが無理なく描ける様になったら──もっと言えば絵に読者の性的興奮を誘発できるだけの現リア実リ感テイを持たせる事ができれば、画力としては一人前とも言われる。


　逆に言えば──『実演』してくれるモデルでも居なければ素人にはなかなか描きにくいのが『絡み』なのである。


　まあビデオだの何だので代用する事もできないではないが──


「いヤ、あノ……」


「幸い、ミヤビは天然モノのネコミミだ！　そのままでいけるから！　こう、絡み合って頭が枕に押しつけられた瞬間の、ミミの折れ具合とか産毛の向き加減とかのリアリティが！　リアリティが必要なのだッ!!」


　まあさすがにそればっかりは、そこらのエロビデオでは参考にならんだろう。


　ケモノミミ道もこれでなかなか奥が深そうである。……まあ深いのは奥ではなくて業ごうかもしれないが。


「…………」


「なんだ、その不満そうな顔は!?」


「いや、やッパ同性はちょっト……」


「貴様、魔族の癖くせにそんなモラルを振りかざしてどうする？」


「……そういう問題なんでしょカ」


　とシンクラヴィア。


　まあ案外、魔族には魔族なりの道徳観念とか貞てい操そう観念とかがあるのかもしれない。


　榮太郎は『錯乱してます』と言わんばかりの底光りする眼を拓人に向けると、ペンを振り回しながら絶叫した。


「ならば拓人、行けい！　俺が許す！　芸術の為に脱げッ！　俺の本の為に死ねッ！　ネコミミ娘とくんずほぐれつ、あんな事やこんな事をして全国四万の男性読者の劣情を程良い感じに刺激するのだあッ!!」


「嫌ですッ！」


　……などと。


　ドカチャカやりながらも、修しゆ羅ら場ばの夜は無情に更けていくのだった。
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　なんだかんだで──十二月二十二日。


　タナロット達のアルバイトも四日目を迎えていた。


　当初は戸と惑まどう事も少なくなかったが、仕事の内容にも慣れ、すっかり地元のアイドルと化したタナロット達の周りには、連日人だかりができる状況となっていた。それに影響されてかされずにか、とにかく〈アイランド〉の売り上げも少しずつ上向きになってきているらしい。無論わずか三日の事なので売り上げの推移が今後どういうものになるのかは解らないが──とりあえずは葉一は『当初予定していたモデルではこうはいかなかったかもしれん。災い転じて福となすとはこの事』と御満悦の様子であった。


　しかし。


　当たり前だが、葉一は知らなかった。


　タナロットが魔力値十万、神格値五千という核弾頭並の魔神である事や、鈴穂がいつも持ち歩いている縦長のケースには戦車でも数秒で解体してしまう様な破壊兵器が入っている事や、ファルチェが数々の魔法を内蔵しちょっとした魔物並の魔力を付与された魔法杖の化け身しんである事を。


　当然……彼女等が何かのきっかけで暴れ出せば店一軒どころか街一つがあっさり潰かい滅めつしかねない。そしてたまたま今までは、慣れない状況のせいでその『きっかけ』がなかっただけの事である。


　そして──愚おろかにもその『きっかけ』を与えたのは葉月であった。


「いやあ。三人ともえらい人気だな」


　そう言ってくる葉月を少女達は束の間眺め──タナロットが一同を代弁して言った。


「みゅ？　謎の怪人!?」


「俺だ俺！」


　言って葉月は被っていたガスマスクを上にずらした。


　一同が居るのは〈アイランド〉の店内に設けられた休憩用控え室である。まあ元々はケーキ用の材料だの何だのを保管しておく為の倉庫なので、控え室といっても簡易のテーブルと椅子が置かれているだけだ。着替えている時間もないので三人共コスプレのまま。リボンを付けて『いつもの』状態に戻っている鈴穂だけは、太股を晒さらしたままにするのが恥ずかしいので、膝に家から持ってきたブランケットを被せているが。


「みゅう……？」


　ガスマスクの下から出てきた四角い顔をしばし眺め──


「みゅ。葉月である。こんにちわ」


「そうそう。こんにちわ」


　満足げに頷いて再びガスマスクを降ろす葉月。


　ガスマスクというのは見た目だけでも何やら面相が昆虫的で相当に怪しい感じだが──室内で被っている上に『しゅこーっ。しゅこーっ』とどこぞの暗黒卿きようのよーな呼吸音を立てているのだから、知らぬ人間から見ればこれはもう怪人としか呼び様がない。更に言えば首から下はごく普通に皮ジャンとシャツにジーンズという格好なので、対比上、余計に奇怪な雰ふん囲い気きになる。


『なんでそんな格好を……？』


「いやまあ体質で。十秒以上バニラ・エッセンスを嗅かいでいると俺は死ぬ」


　鈴穂の質問に、しゅこーっ。しゅこーっ。とやたらと耳に付く呼吸音の間からくぐもった声で答える葉月。まあ要するに甘い匂いが苦手という事らしい。


「しかし……こりゃ姉ちゃんも本当にうかうかしとれんな」


　三人の少女をマスク越しに眺めながら葉月が呟く。


「みゅ？」


　首を傾げるタナロット。鈴穂やファルチェも意味がわからないといった様子で葉月の顔を──というかガスマスクを眺める。


「拓人だよ拓人。天然記念物的に鈍どん感かんで優柔不断なあいつも、これだけ身近に美少女が揃ってたら、そろそろ理性のタガが外れそうな気もするしな」


「……！」「……！」「……！」


　──『拓人』


　その一語に三人の少女は敏感に反応した。


　互いを牽けん制せいする様に視線を飛ばし合うタナロット、鈴穂、ファルチェ。考えてみればこのままいけば三人共『フルアクション・アニレオン』を手に入れるだけのお給金を貰ってしまう訳で、これはよろしくない。特に鈴穂にしてみれば『早い者勝ち』と言われている以上、お給金を貰った後でタナロット達と競争になる事は想像がつくが──暴走機関車の如き脚力を持つタナロットや、簡単なもののみ限定とはいえ色々と魔法を使えるファルチェと速さを争っても到底勝てるはずがない。


「………」「………」「………」


　何やら微妙な空気が三人の間に満ちる。


「ま……なんにせよ、がんばってくれ。親父も喜んでるみたいだし。『一番頑張った子には特別手当出してもいい』とか言ってたし」


　特別手当。その単語に鈴穂は閃ひらめいた。


　ちなみに鈴穂達のアルバイト代は基本的に日払いである。一日働いてその日帰る間際に八千円（税別）を貰う。という事で現在鈴穂達の懐ふところにはそれぞれ二万四千円が入っている訳だ。当然問題の『フルアクション・アニレオン』を購入する為には五日間フルに働く必要が在る。


　しかし……しかしだ。


　もしここで特別手当が貰えた場合どうなるか。金額は解らないが特別手当というからには千円や二千円ではあるまい。これが一万だったりした日には今日のアルバイト代と合わせて一日早く資金が貯まる。


　でもって『フルアクション・アニレオン』を手に入れるのは『早い者勝ち』である。


　ならば──


「どうしたの、鈴穂ちゃん？」


　拳を握り締めて決意を固める鈴穂を怪け訝げんそうに眺めながら葉月が聞いてくる。


『いえ。あの。その』


　慌あわてて書き記す鈴穂。


『これを機に他の二人に差を開けようとかそんな事は全然考えてませんよ？』


「……要するに特別手当を貰って他の二人に差を付けようと考えてる訳ね」


『な、何故それを!?　葉月さんはもしかして超能力者!?』


　驚きよう愕がくの表情を浮かべる鈴穂に葉月は若じやつ干かん呆れた様子で言った。


「いや。思いっきり書いてるし」


『ああっ!?　ついうっかり！』


「ついうっかりなのか……」


　色々な意味で戦せん慄りつする葉月であった。


『そ──それはそうと』


　じっとりとしたタナロットとファルチェの視線を背中に浴びつつ──鈴穂は慌てて話題を変えた。


『双葉さんがどうかしたんですか？』


「うん？　姉ちゃん？」


『さっき、双葉さんもうかうかしてられないって』


「…………」


　葉月は眉み間けんに皺しわを寄せて──無論、その様子はガスマスクのせいで少女達には見えないが──鈴穂を眺めた。


「…………いや。あの。鈴穂サン」


『はい』


「本気で聞いてます？」


『本気ですけど……』


「……拓人だけかと思ってたら、こっちもかッ……」


　嘆息する様に天井を仰あおいで呟き──そして視線を戻して葉月は言った。


「要するにだね。うちの姉ちゃんも、拓人の──」


　──ごがッ！


　葉月のガスマスク面が消滅し──代わりに黒いローファーの靴底が一瞬前まで葉月の頭部が占めていた空間に在った。見事な踵落としであった。実践の機会が多いせいか、最近益々技のキレに磨みがきが掛かっている。


「お喋しやべりは身を滅ぼすよ」


「……もう滅びそう」


　床に這い蹲つくばいながら言う葉月。


　彼の襟首を摑んで引きずり起こしながら踵落としの主──言うまでもなく双葉その人である──は鈴穂達ににこやかに笑って言った。


「そろそろ休憩時間も終わるよ。準備してね」


「はあ……」


　一同を代表して頷くファルチェ。


　少女達の物問いたげな視線を背に受けつつ、双葉は弟をずるずると引きずりながら倉庫から出て行った。


「……みゅ。双葉が、何であるか？」


　タナロットが眼を瞬かせながら尋ねる。


「文脈から言えば幾つか推測はできますけどー」


　ファルチェが首を傾げながら言う。


「『うちの姉ちゃんも』という事から、私達と何らかの共通項が在ると思われます」


「みゅう。なるほど」


「つまり『霧島双葉様も、拓人様の』の後に続く言葉を考えれば良い訳です。


　可能性その一……『霧島双葉様も、拓人様の使い魔だった』


　可能性その二……『霧島双葉様も、拓人様の従姉妹だった』


　可能性その三……『霧島双葉様も、拓人様の魔法杖だった』


　私としましては可能性その一が一番ありそうかと……」


『どれも違うと思うけど』


　と鈴穂。


「では可能性その四……『霧島双葉様も、拓人様のヤンバルクイナだった』」


「みゅ。我はヤンバルクイナだったのであるか」


『訳わかんないし』


　溜め息混じりにそう書く鈴穂。


　そこへ──


「出番ですよ──」


　と店の方から声が掛かる。


　タナロット達は詮せん索さくを中断して立ち上がった。
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　で──最も早はや恒例というか手抜きの感さえ在る出だしであるが、その頃の拓人は。


「ううううっ……」


　やっぱりベタを塗っていた。


　たまにカケアミを入れたり集中線を入れたりもするが大体はベタ。というか流れ作業的にそれぞれの仕事を分担している為に、どうしても同じ仕事が多く回ってくるのである。作業を変える為にはいちいち道具を片付けてから別の道具を取り出さなければならないし、道具への慣れもある。そこら辺はさすがに『アシスタンＸ』でもどうにもならないらしい。


　しかも。


　修しゆ羅ら場ばはまさに山場を迎えていた（不適当な日本語）。『もうベタは飽きました』などと泣き言を言おうものならば、問答無用で攻撃魔法かジャーマン・スープレックスが炸裂しそうな位に殺さつ伐ばつとした雰囲気が部屋の中に充満している。


「御主人様」


　エーネウスが言った。


「ＢＬＡＤＥ様からメールが届きました。ゲスト原稿の件ですが要約すると『今回は勘弁してくれ。いくらなんでも間に合いそうにない』と」


「ええい！　今更そんな泣き言を──」


「今更も何も原稿をお願いしたのは一昨日ですが」


　いくらなんでも十二月も二十日を過ぎて冬コミ用の原稿を頼む方が無茶ではある。


「下書きラ　フでもいいから出向いて取ってこい！　それもまだだと言うのならその場で描いて貰え！　渋るようなら特別ボーナスで俺の秘蔵コレクションから等身大チャ○・フィギュアを出すと言え！」


「秘蔵コレクションって……いつぞやのどさくさでグシオン卿の処からくすねてきたアレですか？」


「そうだよ！　ええいミヤビ、ミヤビはどうした!?」


「先程、仮眠に入りましたが──四十時間ぶりに」


「たたき起こせい！」


「でも三時間は寝かせてあげると──」


「こんな事もあろうかと時計を二時間進めてある！　黙ってればわからん！」


「……御意」


　うんざりした表情を浮かべつつもそう言うと隣の小部屋──先程よれよれになったミヤビがようやく得た仮眠の権利を行使するべく入って行った──へエーネウスが向かう。


　そんな様を呆ぼう然ぜんと眺め──


「……悪魔ですか。先輩は」


「はっはっは。何を今更」


　呻くように言う拓人に、榮太郎は平然とそう応じた。
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　タナロット達のアルバイトは白熱していた。


　言うまでもなく例の『特別手当』のせいである。


　とにかく『頑張っている』とわかる結果を──何らかの目に見える結果を実績として出せれば特別手当が貰える可能性は増える。無論、そのまま普通にアルバイトをしていても四万円は手に入る訳だが、『フルアクション・アニレオン』は早い者勝ちでわずか一個である事を思えば、特別手当を狙うに越した事はない。


　そういう訳で──


「みゅ──っ！」


　タナロットはチラシを配りまくっていた。


「うら──っ！」


　鈴穂もチラシを配りまくっていた。


「どうぞー。どうぞー」


　ファルチェも当然配っていたが、まあこの少女だけは割とマイペースではあった。


　先程までは、確かにチラシの配布も行っていたものの、どちらかといえば、コスプレで愛嬌を振りまく事に重点を置いていた。だが今はとにかくタナロットと鈴穂は道行く人々を半ば無理矢理捕まえてはチラシを握らせている。カメラ小僧軍団は相変わらず来ていたが、彼等にいくら愛想を振りまいても目に見える『実績』にはなりにくい。ここはやはりはっきりと数字の出るチラシの枚数で勝負だと判断した鈴穂がチラシを強引に押しつける作戦に出て……それを真似たタナロットとの競争状態になったのである。


「こらタナ郎ッ！　真似すんなっ！」


「真似ではないのである。ただ仕事を頑張っているだけなのである！」


　さすがのタナロットも鈴穂の目論見は見破っているらしく『頑張って』の部分にやたら力がこもっている。


「くっ……相変わらず常識ない癖に小こ賢ざかしくなりやがって」


「みゅ。相変わらずスズホも小こ姑じゆうとの如く陰険なのである」


「やかましわっ!!」


　とか何とかやり合いながらチラシを配りまくる二人。


　最初はお互いに脚を使って多くの通行人に追いすがり、チラシを差し出す戦法であったのだが、これではお互いにはっきりとわかるだけの差が出ない。そういう訳で段々タナロットも鈴穂もやり方が強引になってくる。


「どうぞ──どうぞ──どうぞ──…………つってんだろがっ!!」


　と──無視して通り過ぎようとした通行人を羽は交がい締めにしてそのポケットにチラシをねじ込む蒼髪の鈴穂。その隣ではタナロットがやっぱり通行人の腕やら脚やらにしがみついて、強引にチラシをポケットへ突っ込んでいる。


「みゅーっ！　みゅーっ!!」


「どうぞどうぞどうぞ受け取りやがれえっ!!」


　こうなるとどちらかが息切れするか、何か失敗でもしない限りは、何処までいっても差はつかない。まあ羽交い締めやら何やらしている時点で既に充分まずかったりする様な気もするが。


　で……


「あっ……」


　ふとした弾みで鈴穂が脚をもつれさせる。


　いくら蒼髪の鈴穂とはいえ、身体は人間──さすがに魔神タナロットとではスタミナが違う。タナロットに対抗すべく、全力疾走しているかの様な激しい動きをずっと続けていた為に、足腰に疲労がたまってきたのだろう。


　転びこそしなかったものの、彼女は咄とつ嗟さにバランスを取るために両手を伸ばし……その結果、抱えていた大量のチラシを路上にぶちまける事となってしまった。


「ああっ!!」


　路面へ派手に散らばった百枚以上ものチラシを見て鈴穂が声を上げる。


　大抵の通行人は気を利かせてよけていってくれるものの、中には平然とチラシを踏んで通り過ぎていく者も居る。焦あせった鈴穂は慌てて拾い集めようとするのだが、焦れば焦るほど上手くいかず、地面に散らばったチラシを拾う作業は、ただでさえ疲労の溜まる足と腰に余計負担をかける。


　情けないやら苛いら立だたしいやらで気の強い蒼髪の鈴穂も泣きたい気分になってきた。


　その時──


「…………みゅ」


　ふと見るとタナロットがこっちを見て勝ち誇った様な笑みを浮かべている。漫画のフキダシでもあれば『ふっ……』とか書かれてそうな感じである。


　鈴穂がチラシを拾い集めている間にも、彼女は通行人にチラシを配りまくっているので、鈴穂の配った枚数と、タナロットの配った枚数では既に何十という差が開きつつあった。まあタナロットが勝ち誇るのも無理はない。無理はないが──


「…………」


　鈴穂の表情が険悪に歪ゆがむ。


　タナロットはタナロットで止せばいいのに、これ見よがしに鈴穂の近くでチラシを配ったりするものだから、益々鈴穂の顔は険悪になってきて。


「みゅ。どうぞなのである。どうぞ──」


　と配っていたタナロットの脚を、何かがすくった。


「みゅあっ!?」


　──べしゃ。


　数分前の鈴穂とそっくり同じ感じですっ転び、チラシを路面にぶちまけるタナロット。


　無論、魔神である彼女からすれば脚を引っかけられて転ぶ位はダメージにもならないのだが……


「…………みゅう」


　タナロットは脚を引っかけた相手──蒼い髪を揺ゆらしている鈴穂の方を睨み付けた。


「あらタナロットさん。そっちも大変ですわねえ。おほほほほのほ」


「みゅう……」


　わざとらしく笑いながらチラシを拾い終え、再び配り始める鈴穂。


　これで形勢逆転かと思いきや──


「みゅーっ!!」


　怒声一発、タナロットが鈴穂の背中にドロップキック。


「んげっ!?」


　さすがにいきなりドロップキックが来るとは思っていなかった鈴穂は当然べしゃりと地面に倒れて再びチラシをばらまいてしまう。キッ──と怒りも露わに背後を振り返った鈴穂の視線を迎え撃ったのは、これまた怒りを滾たぎらせているタナロットの紅い眼であった。


「…………てめえ」


　岩がごつごつご軋きしむ様な低い声で鈴穂が呻く。


「やってくれるじゃねえか……」


「スズホこそやってくれるのである」


「てめえとは一回きっちりけじめをつけとかねーといかんとは思ってたんだ……」


「みゅ。奇き遇ぐうなのである。我もそう思っていたのである」


　一回きっちりも何も、普段からつけまくってませんか、貴女達──と突っ込む者もなく、二人の間でどんどんと怒気は盛り上がっていく。さすがに不穏な空気を感じて通行人達は店先から離れていくのだが、当然頭に血が上りまくった二人の少女はそんな事には全く気付いていない。


　んでもって。


「…………」


　タナロットと睨み合いながらじりじりと移動──店先に飾られていたモミの木のディスプレイの陰から、鈴穂は縦長のケースを引っ張り出して開く。


　言うまでもなくその中身は機剣〈ワルプルギス〉である。


　鈴穂が始動スイッチを押し込むと、低い作動音を放ちながらファンが回転し、本格起動の準備段階として稼か動どうを始めた内部機構を冷却する。続く動作で鈴穂は素早く装そう塡てん桿かんを操作──爆ばく縮しゆく発電型カートリッジを発電位置に装塡。


「機剣〈ワルプルギス〉起動準備完了。本機の使用に関しては充分な注意をお払いください。安全装置を解除しますか？」


「解除！」


　内蔵コンピュータの音声メッセージに怒鳴って答える鈴穂。同時にバシャ！　と音を立てながら〈ワルプルギス〉の力場発生ユニットが半回転しつつ花開く様に展開。


「セイフティロック・リリース。〈ワルプルギス〉──アクティベイト。我が使用者に武運あらん事を！」


　同時に鈴穂がトリガー・スイッチを引くといびつな〈ワルプルギス〉の剣身が白い光を放ち始めた。


「あのー……鈴穂先輩……それを衆しゆう人じん環かん視しの中で使うのはまずいのでは……？」


「黙ってろ！」


　ファルチェの意見を一言の元に斬って棄てると、鈴穂はタナロットと対たい峙じする。


「…………ごめんなさいを言ったら許してやってもいいぞ」


「みゅ。スズホこそごめんなさいを言ったら許してやらないでもないのである」


「そうか」


「そうである」


　頷き合う二人。


　そして──


「死ねええええええええええええええええええええええええええッ!!」


「みゅううううううううううううううううううううううううううッ!!」


　毎度の事ではあるが少女達は激突するのであった。
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〈学園〉の魔法使い達は俗ぞく世せとの関わり方において二種類に大別できる。


　一つが煩わしい俗世とは完全に縁を切ってしまっている者。


　これは単に〈学園〉の在る亜空間に引きこもっているという意味ではなく、俗世間との社会的な繫つながりを持たない──例えば戸籍を持っていない──者という意味だ。彼等は言ってしまえば法的には存在しないはずの人間である。


　で──もう一方が、拓人の様に俗世間での立場を持ちながらも、〈学園〉の魔法使いとしての側面を併へい存ぞんさせている者。どちらかといえば少数派ではあるのだが、こうした者達も〈学園〉には数多く在籍している。


　──で。


〈学園〉の教職員である処の寒さ河が江み教授は完全に前者である。


　今の日本の戸籍をどうひっくり返しても彼の名前は──同姓同名の人間はまあいるかもしれないが──出てこない。そもそも彼の正体がどういう人物なのかは〈学園〉の人間達でさえほとんど知らないのだ。彼は大抵、自分の意識を憑ひよう依いさせた傀サイ儡コ・人パペ形ツトで人前に出てくる為、容姿や年齢はおろか、性別さえ判然としない。まあ話し方や少年型の傀儡人形を使っている事から、男性であろうとは言われているが。


　しかし……


「もう完全に師し走わすだな。クリスマスも目前か」


　クリスマス一色に染まった商店街を歩きながら、寒河江教授は感慨深そうに言った。


　ただし実際に歩いているのは、いつもの金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年の姿をした傀儡人形であるが。


「──ですね。もっとも日本のそれは本来の意味からはかなり逸いつ脱だつしている様ですが」


　そう応じるのは銀髪の少女。


　年齢は十代前半──年上に見積もっても十三、四程度か。人形の様に隙なく整った顔立ちで、むしろ少女ながら近づき難い程の怜れい悧りな印象を辺りに放散しているが……まあこれは当然の事ではある。恐ろしく見分けがつきにくいが彼女は文字通りに人形だった。


〈学園〉所有の仮想神格──人工精霊の一種であるトリンシアである。


　本来はパソコン等の中に構築された仮想空間領域にロードされているこの少女だが、必要とあればこうした『身体』の中に入って出てくる場合も在る。この『身体』は〈学園〉謹製の自オー動ト人マー形タで、基本的には風紀ゴーレムや保健ゴーレム等と同じく魔法機械の一種であった。


「まあ宗教とはそういうものだ。本来の宗教色を失って初めて、それらは人々の生活習慣の中に浸透する。皮肉と言えば皮肉な話だがね」


　と寒河江教授。


　前述の通り──一般社会では戸籍さえ持っていない寒河江教授ではあるが、だからといって亜空間の中から出てこないという訳ではない。


　その気になれば〈学園〉はある程度の自給自足は可能だが、生活必需品の中には──例えばトイレット・ペーパーとか──中途半端に魔法でどうにかするよりも、外で調達した方が早いものも多い。そうしたものを買い付けたり、定期的に供給できる様、手配をしたりするのも教職員達の仕事の一つなのである。


　そういう訳で、補助のトリンシアをお供に、寒河江教授はクリスマス・シーズンの商店街へとやってきているのだ。


　ちなみにトリンシアも寒河江教授も、見かけは十代前半の少年少女なので、傍はた目めからはやや幼い外国人のカップルがデートをしている様にしか見えない。すれ違う通行人達は微ほほ笑えんでこの二人を見送ったりもするが──まさかこの二人がマグナム弾でも跳ね返し、その気になれば自動車一台でも軽々とぶん投げて見せる存在だとは夢にも思うまい。


「それはさておき」


　と寒河江教授は言って懐から購入予定リストのメモを取り出す。


「後は──」


　言って周囲を見回し。


「…………」


　つんのめりかけた傀儡人形の姿勢を何とか直し……顔をしかめて寒河江教授はとある方向を眺め直した。


「トリンシア君」


「はい、教授」


「私の傀く儡ぐつの調子がおかしいのかな。あそこにタナロット君と羽瀬川鈴穂君とファルチェ君が居る様に見えるが」


「御安心ください。私にも見えます」


「そうか。それは良かった」


　二人の会話を裏打ちするかの様に轟ごう音おんが響く。


　続いて白い閃せん光こうが残像と共に空を裂く。膨ぼう大だいな熱量が生み出す空気の渦か動どうが低い唸うなりとなって通りを揺るがす──


「…………」「…………」


　顔を見合わせる教授とトリンシア。
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　そして──


「……全く何をやっておるのだ、彼女等はッ！」


「闘っている様に見えますね」


「んな事はわかっとる！　よりにもよってこんな場所で──」


　珍しく苛立たしげにがりがりと自分の髪をかきむしると、寒河江教授は言った。


「とにかく。止めるぞ！　念の為に動力を魔力電池から通常電池へ切り換える」


「しかし──」


　今の鈴穂は周囲の魔力を吸収する〈宵ミツ藍ドナイトのブルー侵・奪ヴアン者パイア〉だ。迂う闊かつに近付けば魔法を使うどころか寒河江教授達の人形は動けなくなってしまう。


　無論、鈴穂がタナロットと共に暴れる事が〈学園〉では日常茶飯事となっているので、泥縄式にではあるが、幾つかの対策は既に立てられている。教授の傀儡やステンリートの人形に電気式の予備回路が搭載されているのもその対策の一つだ。〈宵ミツ藍ドナイトのブルー侵・奪ヴアン者パイア〉の影響下でも普通の電気回路ならば問題なく稼働できる。


　だが──


「魔法は使えないのでは仲裁に入る訳にも」


「彼女の特性は手近に在る不安定な魔力から優先して吸い込むのが確認されている。大量の魔力を放射するタナロット君が彼女のすぐ近くに居る以上、一定距離をとってやればこちらへの影響は低下するだろう。後は魔法そのものではなく魔法で創り出した現象で二人を制圧すれば良い」


「──わかりました」


　二体の人形は閃光と轟音渦巻く通りの一郭へと向けて駆け出した。
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　ケーキ屋の店先は轟音と閃光の交錯する戦場と化していた。


　割れるアスファルト。吹っ飛ぶ看板。砕け散る硝ガラ子ス。倒れる電信柱。その他諸々──周囲に在るものを満遍なくぶち壊しながら少女達の戦いは続く。奇跡的に人的被害はないものの……通行人達はまさしく蜘く蛛もの子を散らすかの様に四方八方へと逃げて行く。


　主な破壊を撒き散らしているのは鈴穂の振り回す〈ワルプルギス〉であるのだが、タナロットはタナロットでそれなりに攻撃を仕掛けたりして──それが空振りした挙げ句、店舗の壁をぶち抜いたり、モミの木をへし折ったりしている。


「どりゃああああああああああああああっ!!」


「みゅうううううううううううううううっ!!」


　雄お叫たけび──というかこの場合は雌め叫たけびと言うべきかもしれないが──を放ちながら攻撃を掛け合うタナロットと鈴穂。元々鈴穂は格闘技の経験などないのだが、三日に一度はタナロットとこうした戦闘──もとい喧けん嘩かを繰り広げている為、段々鍛きたえられてきているのも事実である。次第に〈ワルプルギス〉の剣筋から無駄が削ぎ落とされ、攻撃そのものがタナロットの動きに対応できる様、鋭くなってきている。


　もっとも相手の動きに慣れてきているのはタナロットも同じで、今までは逃げ回るだけだったタナロットも、拳に集中した魔力で〈ワルプルギス〉の攻撃を受け止め、あるいは弾き返す様になってきている。


「うらうらうらうらうらうらうらうらうらっ！」


「みゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅっ！」


　互いに物凄い速さでどかどかどかと相手に攻撃を叩き込み、あるいは叩き込まれた攻撃を受けている。攻撃の残像が双方の周囲に展開し……何というか千せん手じゆ観かん音のんが殴り合っている様にさえ見える。


　これでお互いに一発も相手に命中していないのだから、凄いんだか凄くないんだかよくわからない状態ではあった。


　無論、本人達に被害が出ない代わり、少女達の攻撃が、がっつんがっつん激突する度に周囲で何かが壊れて吹っ飛んでいくのだが、二人とも気にも留めない。どうやら完全に目の前の相手しか見えていないらしい。


　最早、特別手当がどうの、という次元の問題ではなくなっているのだが、当然、二人ともそんな事は頭の中から消し飛んでいる。自慢ではないが二人とも一度に二つの事は考えられないシングルタスクな脳味噌なのである。


「な……なんなの……!?」


　数メートル離れた場所から呆然とその様を見守って呟く双葉。


　彼女の横で簡易式の防御結界を展開しながらファルチェがのんびりと言った。


「今日はいつにも増して激しいですねえ……」


「いつにも増してって……あの子達、いつもこんな事してるの!?」


「ええまあ」


「…………」


　あっさり頷くファルチェに絶句する双葉。


「やっぱり今日は拓人様がおられませんから、歯止めが利いていませんねえ……」


「……って、一体何なのよあの子達!?　貴女も！　ひょっとして……拓人君も？」


「ええまあそうなんですけど……」


　とそこで初めてファルチェは言い淀む。


「本当はこれ、秘密なんですよねえ」


「…………」


「こんなに大騒ぎになってしまって……どうしましょう？」


「私に聞かないでよ」


　呻く様に言う双葉。


　二人の視線の先では、連ラツ打シユの応酬が一段落したタナロットと鈴穂が、今度は一撃必殺を狙って互いの隙を窺うかがっている。じりじりと円を描く様に横移動する二人。空間が殺気を孕はらんで冷えていき──


「──！」


「──！」


　飛び出したのはどちらが先か。


　光る拳と剣が互いを制さんと振りかぶられ──


「やめんか戯たわけッ!!」


　地を揺るがす様な大だい音おん声じよう。


　それは瞬時に衝撃波と化して空中に在った二人の少女を叩き落とした。


　発音と発音の合間に超高音域の呪文詠唱を練り込む


強化圧縮呪文詠唱法ハイパー・コンデンスド・キヤスト。これによって編へん纂さんされた魔力が、衝撃波を生み出したのである。


　ちなみに──


　魔法で無理矢理創り出された炎は魔力が消滅すれば同時に消滅する。これは燃焼すべき物質もない状態で無理矢理『炎』という現象を創り出し、物理法則に反して維持しているからだ。つまり魔法で創り出された炎は蒼い髪の鈴穂の側では存在し得ない。


　しかし──例えば衝撃波であればどうか。


　衝撃波を創り出す過程に魔法を使うとしても、物理現象として顕けん現げんした衝撃波は魔法がかき消されても消滅しない。衝撃波の存在そのものは物理法則に反しないからだ。


「──みゅう？」


「──なんだ？」


　身を起こしながら声のした方を振り返ったタナロット達は──そこに立つ一組の少年少女を見た。共に黄金か白金かと見み紛まがう様な光沢のある髪をした、美しい顔立ちの子供達。見るからに華きや奢しやな体たい軀くは、最新鋭戦闘機ですら及びもつかない様な超技術の集積体であり、装甲車にも匹敵する頑強さと膂りよ力りよくを備えている。


　寒河江教授とトリンシアである。


「何をやっとるか、君等は!!」


　寒河江教授は通りの真ん中に仁王立ちながら怒鳴った。


「〈学園〉内部ならいざ知らず、この様な場所で魔力を放ち、機剣を使うとは何事かね！　事と次第によってはただではすまされんぞ!?　今すぐ戦闘を中止して事情を説明したまえ！　さもなくばこの私が相手になるぞ!?」


　と一気に言うや否や──


　ぴしり。


　と音がしたかどうかはさだかではないのだが、寒河江教授の顔面に縦の一線が走る。


「──げっ!?」


　思わず蒼髪の鈴穂が悲鳴じみた声を上げる位──それは衝撃的な光景であった。


　頭頂から顎あごの先、更には胸元にまで一気に走った線。


　それに沿って、寒河江教授の頭部と胸部の一部が左右に緩ゆるむ。


　いや──緩むどころか、めきめきみぢみぢと何かを引き裂く様な音を立てながら、唐竹割りの如く縦に二分割された寒河江教授が左ヽ右ヽにヽ開ヽいヽてヽいヽくヽではないか。しかも左右の眼はくるりと裏返って白目を剝いており、腕はかくんかくんと痙けい攣れんするかの様に震ふるえている。


　はっきり言って神経を直撃する光景だった。


　しかも……事はそれだけでは済まなかった。


　割れた身体の中から出てきたのは当然と言えば当然だが、骸がい骨こつである。


　だがそれを──頭ず蓋がい骨こつとその下に連なる背骨を、いきなり右腕が伸びて摑み、それをあろう事かずるりと身体の中から引きずり出したとなると、もうそれは『当然』という言葉とは全く縁遠い光景と成り果てていた。


　開かれたままの寒河江教授の身体や、問題の骸骨からは、ぼとぼとと粘っこく赤黒い液体が落ちて地面にわだかまる。その様がやけに生々しく──また恐ろしい。


「…………」


　さすがのタナロットもこれには呆然としている。


　でもって。


　自分の頭蓋骨と背骨をあっさり引き抜いてしまった寒河江教授は、あっさりと開いていた頭部を接合、元の外見に戻った。ただし、その右手にはてらてらと赤黒い液体にまみれた頭蓋骨と背骨が握られたままである。


　いや。違う。


　よく見ればそれは頭蓋骨と背骨ではなかった。元々はそうだったのかもしれないが、詳細に見ていけばそれが、頭蓋骨や背骨を部品に使った『別の何か』だとわかる。杖状態のファルチェや、〈ワルプルギス〉に共通する様な、何処か機械的なものを思わせる線がその骸骨の形状には在った。


　滅多に見られるものではないのだが、〈学園〉の古株ならばあるいは眼にした事があるかもしれない。それは〈学園〉でも屈指の大魔法使い・寒河江教授の愛用する魔法杖──〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉であった。彼の魔導傀儡はこれの『鞘』の役目をも果たしているのである。ちなみにこぼれた液体は血の様にも見えるが、実際にはこの〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉保護用の緩衝材である。


　この魔法杖を手にした寒河江教授は、単騎にて重機動ゴーレム一個師団とも渡り合えると言われているが──まあそれはさておき。


「さあ、どうするのだ、鈴穂君、タナロット君！」


　裁判官の槌つちの如く、断固とした仕草でダン！　──と地に魔法杖を突き立てながら言う寒河江教授。鈴穂の能力が在る以上、現状で彼に使える手は──先程の衝撃波の様な──限られているはずなのだが、何か秘策でもあるのか、あるいは単なるハッタリなのか……とにかく小柄な少年の体軀に威厳と不退転の決意が漲みなぎっている。


　だが──


　だが──


「…………教授」


　ふと何か想い出したかの様な口調でトリンシアが声を掛けた。


「皆、失神してます」


「…………おや？」


　改めて見回してみると、あまりのグロさに双葉は言うに及ばず、鈴穂やタナロットも気絶してひっくり返っていた。
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　結局──後始末は寒河江教授とトリンシアがする事になった。


「少しは分別というものを覚えてくれたまえ！」


　しゅんとうなだれるタナロットと鈴穂を前にして寒河江教授は言った。


　とりあえず寒河江教授は〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉を使って増幅した魔法で、可能な限りに破壊されたものを修復し、近くに居た人間の記憶も可能な限りに操作して誤魔化した後──説教用に造った亜空間にタナロット達を収容していた。通常空間の方には倉庫の休憩室で休憩している状態のタナロット達が──無論幻影である──居るので、まあ十分やそこらは誤魔化しが利くはずである。


「〈学園〉が君に〈ワルプルギス〉を貸たい与よしているのは、君に見境のない破壊活動をさせる為ではないぞ!?」


『……はい』


　うなだれつつノートを差し出す鈴穂。


　ちなみにこの『説教部屋』に連れてこられた時点で蒼い髪の方の鈴穂は自らリボンを結んで黒髪の鈴穂に交代してしまっている。要するに逃げた訳だが、サンタのコスプレで人前に出るのが恥ずかしくて蒼い髪の方に押しつけていた黒髪の鈴穂としては、文句を言える筋合いでもなかった。


「タナロット君もだ！　確かに君については〈学園〉は判断を保留中だが、あまりに問題が在る様なら封印する事も考えねばならんぞ!?　君が形式上とはいえ使い魔である以上、主あるじである拓人君の責任も問う事になる！　最悪、彼を記憶操作の上〈学園〉から除籍せねばならなくなる場合もあるのだぞ!?」


「みゅう……」


　タナロットもさすがにやりすぎたと思っているのか、大人しく教授の説教を聞いている。


「まったく……」


　なおもぶつぶつと教授は小言を口にしていたが──


『あの。教授』


「なんだね？」


『そろそろアルバイトに戻らないと……』


「…………鈴穂君」


『はい』


「君は、あれだけの事をしておいて、まだアルバイトだの何だのをするつもりかね？」


「……………」


　そう言われては返す言葉もない。鈴穂はがっくりとうなだれる。


「みゅ。そうである。スズホはもうアルバイトなしなのである」


「君もだっ!!」


「みゅう……」


　やっぱりがっくりとうなだれるタナロット。


「反省が足らん、反省が……」


「あの、教授」


　それまで黙っていたファルチェが手を挙げて言った。


「なんだね、ファルチェ君。言っておくが、止めなかった事については君も同罪だぞ」


「それは覚悟してますけどー」


　この期ごに及んでもあまり反省の感じられない、ほんわかした口調でファルチェは言った。


「今回のアルバイトだけは続けさせていただけませんか？」


「…………」


　顔をしかめてファルチェを睨む寒河江教授。


「お二人とも充分反省しておられる様ですしー……教授のおっしゃる『分別』も元々は社会性の中で育はぐくまれるものかと思いますので……何というかー」


「…………むう」


　教授は眉間に縦皺を刻んで呻いた。


　黙もつ考こうする事しばし──寒河江教授はしばしタナロットを眺めて言った。


「まあいい。仕事を途中で放り出すのも責任の意味からいけば問題だ」


「みゅ！」


　表情を輝かせて声を上げるタナロット。


「…………まったく……」


　実を言えば、タナロットや鈴穂の行動に関しては、〈学園〉内でも何処まで規制するべきか、意見が分かれている。


　強制的に封印してしまえ──と主張する強硬派が居る一方で、中途半端な封印など、破壊しかねないタナロットに、強圧的な行動制限を掛けるのはむしろ逆効果になるのではないか、という意見がある。むしろ積極的に『人間的な』社会常識を学ばせる事で、彼女の行動に『枷かせ』を設ける事ができるのではないかとする意見もあり、単に隔かく離りするよりはその方が良いとは寒河江教授も考えていた。彼の見る処、明らかにタナロットは拓人や鈴穂と一緒に暮らす事で、人間的な感情や社会常識を育みつつあったからだ。


　無論、その考えが悠長で甘い事は教授もわかっている。ちょっとした弾みで今回の様に暴走してしまう事もある訳で、これは一般社会にも〈学園〉にも迷惑を掛ける。今回は誤魔化せたから良い様なものの、寒河江教授でも庇かばいきれない様な事態になってしまう可能性もないではない。


　だが……それでも『問題があるなら切り捨ててしまえ』という考え方はどうしても寒河江教授も馴染めなかった。人道云うん々ぬん以前の問題として、そうして表の社会から切り捨てられてきたものの集合体こそが『魔法』だからである。


「その代わり！　二度はないぞ！　いいかね？」


　嚙かんで含める様な寒河江教授の言葉に──少女達は揃って頷いた。
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　ちなみにその頃の拓人は。


「ううううううううううう…………」


　やっぱり呻きながらひたすらベタを塗っていた。








第四章　でもってクリスマス・イブなんですけど。












　現場の空気はとっくに臨りん界かいを突破していた。


「あ○いくつーッ！　はーいてたーッ！」


「おーんーなーのーこォ！」


「おんなのこおおおッ！」


「いー○んさんにーいー○られーて！」


「イっちゃったーッ！」


　何な故ぜかヘビメタ調でがっくんがっくんとヘッド・バンキングしながら絶叫する榮えい太た郎ろう。


　そしてそれに同調して唱しよう和わするミヤビとシンクラヴィア。


　念の為に記しておくと、別に全員遊んでいる訳ではない。口はともかく手は作業を一いつ瞬しゆんたりとて休んでいないのである。首から下はひたすらペンを入れ、トーンを貼り、ベタを塗り、写しや植しよくを貼りながらも、頭部だけは別の生き物みたいにかくかく動かしながら絶叫しているのである。


　はっきり言って──というか言わなくても──異様な光景だった。


　全員、この三日間ろくに寝ていない。


　寝不足のお陰で彼等は完全に馬鹿の集団と化していた。


　さすがの拓たく人とも、歌に参加する程ではないが、榮太郎達の暴走を止めたり『一文字変えるだけでかなりヤバイんですけど』などと突っ込んだりする気力はもうない。この期ごに及んでも何故かなくならないベタ塗りを、虚うつろな表情のままひたすら続けている。


「御主人様。印刷所が『もう待てない』と」


「ええい、残業手当出してやるからもうちょい待てと言っとけい！」


「……御意」


　既に諦あきらめきっているのか……無表情に頷うなずくとエーネウスは別室に引っ込んだ。


　榮太郎達はというと、まだ歌い足りないのか最も早はや声が涸かれ始めているにもかかわらず、原稿を描きながら再び絶叫し始める。


「あーるはれたーひーるさがりー！」


「いーちばーへつづーくみちーい！」


「イエ──ッ！」


「にーばーしゃーがーごーとーごーと！」


「こーぶーたをのせーていくーゥ！」


「イエ──ッ！」


「かーわーいーいこぶたー！」


「こぶたーッ！」


「うられてゆーくーよー！」


「こぶたーッ！」


「かーなしそーなおーめーめーでみーてーいーるーよォ！」


「萌え──ッ!!」


「どらどらどーらーどーらー！」


「どーらー！」


「にばしゃがゆーれーるー！」


「いえ──ッ！」


　…………最早、人じん外がい魔ま境きようである。


　無論、榮太郎達も歌ってばかりいる訳ではない。修しゆ羅ら場ばも修羅場、デッドライン数時間前ともなれば様々な問題が浮き上がってくるものだ。


「エイタロー様ッ！　インクが足りませンッ！」


「ええい手首を切れッ！　切って血で描くのだ！」


「イエッサー!!」


「榮太郎様！　61番トーンがもうありません！」


「ならば点てん描びようだ！　貴様は今から点描マッシーンだ！」


「わっかりましたーッ！」


「御主人様。夕食はどうしましょう？」


「ホットドッグッ！　その昔、時間のないホットドッグ伯爵は、パンに肉を挟んだものを喰っていたというッ！」


「それってサンドイッチなのでは」


「どっちも似たよーなもんだあっ!!」


「……わかりました」


「先輩、最早みんなキャラ違ってますけど」


「だまれーっ!!　だまってればわかりゃせんわああっ!!」


　てな具合に。


　神も魔も世間の流れとは全く無縁にテンパる十二月二十四日であった。
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　まあ色々と在った割には……タナロット達は最後のアルバイト一日をつつがなく終えた。


　十二月二十四日。クリスマス・イブ。


　街の浮かれ方は最高潮に達していた。


　年に一度の聖せい誕たん前ぜん夜や祭さいを祝うべく人々はそれぞれの財さい布ふを緩ゆるめる。電でん飾しよくとポスターカラーとプラカードが更にそれを促す。音楽は今日が特別である事を強調し、ケーキやローストチキンの薫くん香こうが冷たい空気に彩りを添える。


　だが──ここから先は『踊らされる者』達の時間だ。


　この日の為にさんざん手て間ま暇ひまを掛けてきた『踊らせる者』達は仕事を終えて『踊らされる者』の側に回る。なんと言っても年に一度の聖ク誕リス前マ夜ス・祭イブだ。ここから先は誰しも楽しむ権利が在ある。


　そういう訳で──


「よく頑張ってくれたね」


　そんな言葉と共にタナロット、鈴すず穂ほ、そしてファルチェには葉よう一いちから直じき々じきにアルバイト代の入った封筒が手渡された。キリシマ・フーズ本社事務所での事である。


「少し色も付けておいた。また機会があったら頼むよ」


　その言葉にタナロット達は少々引きつり気味の笑顔を見合わせた。何しろ一度は特別手当に目が眩くらんだ挙げ句に店先で大乱闘までしているのである。寒さ河が江み教授が魔法を使って『なかった事』にしてくれなければ、『また頼む』どころか『二度と来るな』と言われていてもおかしくなかったのだ。


　その意味では──寒河江教授はなんだかんだ言ってアルバイトに関してもタナロット達を庇かばってくれた事になる。有り難いと思う半面、素直に少し増量されたアルバイト代を受け取りにくいのも事実ではあった。


『有り難う御座います』


　せめてきちんと感謝の気持ちは示そう──と鈴穂はノートに大きく太字でそう書いて示し、ぺこりと頭を下げた。ファルチェもそれに倣ならって一礼する。念の為にと横目でちらりと盗み見ると、案の定タナロットはきょとんとした表情でその場に突っ立っている。鈴穂は左手を伸ばしてタナロットの頭部を摑つかむと、無理矢理頭を下げさせた。


「みゅ？」


『ちゃんと御礼するの』


　眼を瞬またたかせるタナロットに鈴穂がそう書いたノートを指し示す。


「──みゅ」


　タナロットはしばし考え込む様な表情を見せたが──


「みゅ。おっちゃん。ありがとうなのである！」


　と何かを宣せん誓せいするかの様に片手を挙げつつ元気よく言った。


「……うむ」


　苦笑を浮かべて頷く葉一。その横にはやっぱり苦笑を浮かべる双ふた葉ばの姿も在る。


（こういう処ところは、やっぱり敵かなわないなあ……）


　タナロットを見ながらそんな事を思う鈴穂。


　常識に欠けていて礼儀だの何だのにも疎うといが──良くも悪くも素直なタナロットが言うと、ざっくばらんな礼の言葉もそれなりにじんわり心に響くから不思議である。社交辞令としての飾り気がない分、言われる方も気持ちが良い。


　どうしても他人の視線を気にしながら、礼儀という名の鎧よろいで自分を覆おおってしまおうとする鈴穂には、できない事だ。無論、礼儀そのものを軽んじる様な愚おろかさは鈴穂にはないが、百ひやく万まん言げんの美び辞じ麗れい句くよりも素直に心から出る『ありがとう』の方が時に意味が在るのだという事は彼女にもわかる。


「──では」


　タナロットは金額確認もせずにバイト代の入った封筒を握りしめると、いきなり踵きびすを返した。


「……へ？」


　目を丸くしてタナロットの行動を見守る一同。


　タナロットが向かったのは出口にあらず、窓だった。硝ガラ子スに『キリシマ・フーズ』と鏡面反転した文字が貼り付けられた──当然外からは普通に読める──事務所の窓だ。ちなみにキリシマ・フーズ本社は一階が〈ミスト〉の店舗になっており、事務所は二階に在る。


　タナロットは何の躊ため躇らいもなく窓を開くとその枠に脚を掛け──


「早い者勝ちなのである！」


　肩越しに振り返ってニッ──と笑うとそのまま空中へと身を躍おどらせた。


「ちょ……ちょっとっ!?」


　慌あわてて窓辺に駆け寄る双葉。


　大丈夫かと真下を見るがそこにはもうタナロットの姿はない。驚きながら視線を左右に滑らせると、怒ど濤とうの勢いで通りを疾しつ走そうして去って行くタナロットの後ろ姿が見えた。


「な、な、なんなの、あの子!?　一体……」


　と振り返って尋たずねるも──そこには答えるべき者達の姿はなかった。


「鈴穂ちゃん？」


「なんか知らんが──」


　事務所の出入り口の方を振り返りながら葉一が言った。


「後の二人も物凄い勢いで出て行ったぞ」


　言われてみれば、事務所の出入り口の扉がふらふらと揺ゆれている。何の用が在るのか双葉にはさっぱりわからなかったが……どうやら閉める時間さえ惜しんでタナロットの後を追ったらしい。


　まあそれはいいのだが──


「サンタとトナカイのコスプレしたまま？」


「したまま」


「…………」


　呆あきれ果てた表情でもう一度窓の外に眼をやると。


『待ちなさい！　ずるいわよタナ郎！』


　──と書かれたプラカードをぶんぶん振り回しながらタナロットの走り去った方向へと驀ばく進しんするサンタ姿の鈴穂と、その横で『タナロット先輩早いですねえ』などと呑のん気きに言いながら併へい走そうするトナカイ姿のファルチェを見る事ができた。


「……えと。衣装とか……いいの？」


「まあ後で回収できれば問題なかろう」


　葉一は腕を組んで鷹おう揚ように頷いた。


「むしろあのまま出歩いてくれた方が宣伝にもなってよろしい」


「それはそうかもしれないけど」


「ああそうそう──おまえ、後であの子達とクリスマス・パーティするとか言ってたな。その時でいいから衣装の回収して、領収書にハンコ貰もらってきてくれ」


「……わかった」


　諦めの苦笑を浮かべつつ双葉は頷いた。
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　山本堂の店主・山やま本もと章あき裕ひろは壁に掛かっていた時計に視線を向けた。


　時計の針は午後七時三分を示している。


　山本は微笑を浮かべて立ち上がるとショー・ケースの一つに歩み寄った。


　硝子の扉を開いて中に置いてあった『フルアクション・アニレオン』から売約済みの札を剝はがす。一緒に箱も取り出すと彼はそれらをカウンターの上に置いてラッピングの準備を始めた。


　もうすぐあの少女達が来るはずだ。


　誰が一番に来るのかはわからないが、誰でも山本は嬉うれしかった。彼女等自身がこの玩具を欲しがっていた訳ではないが、それでもわざわざアルバイトまでして買いに来てくれる客が居るというのは彼にとってとても嬉しい事だった。恐らくこの玩具は彼女等の意中の男の子──最初に来た時に一緒に居た彼だろう──に渡される事になるのだろうが、あの少年もきっとこの『フルアクション・アニレオン』を大事にしてくれるという確信が山本にはあった。そうでなければあんなに一生懸命な眼でこんな旧ふるい玩具を見るはずがない。


　前の持ち主もきっと喜ぶだろう。


　実はこの品は山本がインターネット・オークションで購入したものである。なので彼は前の持ち主と会った事はない。メールの遣やり取りを一度しただけだ。


　だが前の持ち主がこの玩具を大事にしていたのは山本の眼から見れば明らかだった。そもそも普通は箱や説明書までとっておいたりしない。子供なら遊んでいる内に付属品の一つや二つなくすものだが……これには全部揃そろっていた。だからといってどこぞの問屋の倉庫に眠っていた死デツ蔵ドスト品ツクという訳でもない。関節部分のへたり具合や塗装の色いろ褪あせ具合からすれば、長い間、持ち主を楽しませてきた玩具なのだとわかる。


　今の世の中──旧いものは次々と棄てられて新しいものに押し流されていく。


　旧いものを大事に遣い続ける者を『せこい』と言って笑う者さえ居いる。


　そんな暴力的な程に時間が流れるのが早い昨今──時流に逆らうかの様に、棄てられる事なく大事に大事にされてきた品だ。次の持ち主にも是非大事にしてもらいたいと山本は思う。


「何かサービスしたろかな」


　そんな事を呟つぶやきながら山本は店内を見回す。


　その時。


　──かろん。


　店の入り口の扉に付けた鈴が鳴る。思ったよりも早い。きっとアルバイトが終わってすぐに駆け付けてきたのだろう。せめて茶の一杯でも出してやろうと思いつつ、彼は店の入り口を振り返り──


「…………！」


　表情を凍り付かせた。


　鉄パイプを持った男達が四人──無ぶ遠えん慮りよな足取りで店内に入ってくるのを見たからだ。


　まさか鉄パイプを持って歩くのが流は行やっている訳でもあるまい。男達は大きめのサングラスだのアイスホッケーのマスクだのを被って顔を隠していたが、着ているものからかなり若いと知れた。


「金ぇ出せ」


　先頭の一人が頭の悪そうな──無理に舌を丸めて喋しやべっているとしか思えない様な、歪ゆがんだ発音でそう言ってくる。


　山本はカウンターの下で防犯用に置いてある木刀を握った。これでも彼は剣道四段である。握ったものをただ振り回すだけしか能のない素人には負ける気がしない。


　だが──


「さっさと出せよォ！」


　喚わめきながら男の一人がショーケースに鉄パイプを叩き付けた。


　粉々に砕け散る硝子。破片が店内に飛び散り、ケースの中の玩具にも降り注いだ。


「や……」


　呆ぼう然ぜんとその光景を見つめる山本。


　他の男達も次々に鉄パイプをショーケースに叩き付けて硝子を割ると、軍手をした手で中身を搔かき出し、用意していた麻袋の中に乱暴な手つきで放り込んでいく。


「やめろ……!!」


　店の商品を奪われる事そのものより、何年もの歳月を越えてきた玩具達が粗そ雑ざつに扱われる事に耐えられず、山本は叫びながら前に出た。だが──冷静さを欠いていた彼は自分が握っていたものの長さを失念してしまっていた。


　がん──とカウンターの端に木刀が引っかかって音を立てる。


「……！」


　男達が一斉に山本を振り返った。


　山本の手にした木刀を見た彼等の視線が──一気に理り不ふ尽じんな怒りの色を帯びる。ぶるぶる震ふるえながら金を差し出せばいいものを、生意気にも抵抗しようという態度を見せたのが許せない……そんな処だろう。


「なんだコルァ！」


　男の一人が叫びながら鉄パイプを叩き付けてくる。


　咄とつ嗟さに山本はそれを木刀で弾き、続く動作でそのまま突きを放とうとした。


　だが。


「……!?」


　踏み出した脚の裏に違和感。


　自分が地面に落ちた小さな玩具の一つを踏み潰つぶそうとしている事に気付いて山本は激しく動どう揺ようした。慌てて脚をよけて別の場所に踏み出したものの、その動作は彼の姿勢を大きく崩す事となり──突きは全く見当違いの方向へと逸それてしまった。


「ふ……ふざけんなコルァ！」


　下手をすれば自分が喉のどを突き潰されていたかもしれない事に気付いたのだろう。恐怖感を紛まぎらわせようと正面に居た男は鉄パイプを山本に向けて振り下ろす。他の男達も仲間の憤ふん怒ぬと狂気が伝染したのか、山本に向けて鉄パイプを振り下ろしてくる。


　何発かは防げたものの、やはり多勢に無勢、しかも崩れた体勢からは全てをさばききれるはずもなく……強烈な一撃が彼の首筋に入った。


「くっ…………」


　転倒する山本。


　そこへ──男達の鉄パイプ攻撃が容よう赦しやなく降り注いだ。
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　ちなみにその頃──拓人達はというと。


「いいか、エーネウス」


　がしっと使い魔の肩を摑んで榮太郎は言った。


「はあ……」


「今から三十分寝かせてやる」


「……私が寝ても仕方がないのでは？」


「そこが素人の浅はかさ」


「……御主人様、玄人くろうとなんですか？」


「とにかく、三十分寝かせてやる。三十分経たったら起きてきて、おまえが見た夢の内容を聞かせるのだ」


「はあ……」


「そうすれば、俺様も眠って夢を観たような気分になれるという寸法ッ！」


「……それは何の解決にもなってないような気が」


　うんざりした表情でエーネウスは言った。


「というか、どうせなら拓人さんを寝させてあげた方が……」


　と言ってエーネウスが振り返る先には、ぶつぶつと謎の呪文めいたものを呟きながら出来損ないのロボットのよーに手を動かしている拓人の姿が在った。


「む。ではこうしよう」


　榮太郎は慈悲深い表情を浮かべて言った。


「夢の内容を拓人にも聞かせてやれ。それで万事解決」


「しませんっ！」


　喚くエーネウス。


　既に寝不足と疲労から来る彼等のバカっぷりは頂点にまで極まったりしていた。
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　記録的なスピードだった。


　恐らく陸上競技の選手かその関係者が近くに居れば、まず彼女のスカウトを考えただろう。そして次に土下座してでも速さの秘訣を聞きたがったろう。そして最後──しばしの会話の後にそれが彼女の『全力』でない事を知れば、家に帰って酒飲んでそのまま寝たに違いない。全部悪い夢なのだ……と自分に言い聞かせて。


　まあとにかく。


　それ位の驚嘆すべき速さでタナロットは山本堂に向かっていた。


　土煙の尾を引きつつコーナリング。


「みゅーっ!!」


　汽笛の如ごとく声を上げる。絶好調である。


　ざしゃああっ！　とか何とか非常にわかり易やすい音を立てながら二足ドリフトで路面を滑りつつ路地に入って行く。路面にはＦ１マシンのタイヤ跡の如くスニーカーの軌跡が描き込まれていた。


　そして──


「みゅっ!?」


　タナロットのすぐ目の前にでっかい車の鼻面が迫っていた。


　路地の奥から走り出してきた四角い車──分類的にはミニバンに属する型だ──と正面衝突しそうになったのである。輸入車らしいその車は狭い路地の道幅一杯を占せん拠きよしつつ走っており、右にも左にも避けて通れそうな隙すき間まはない。


　普通の人間ならそのまま吹っ飛ばされて病院に担ぎ込まれる事になっていただろう。


　だが……


「みゅっ!!」


　そこは魔神タナロット──たとえ正面からぶつかっても壊こわれていたのは車だったはずだ。


　ただし彼女は主あるじである拓人に『ものを壊したら駄目なんだよ』としつこくしつこく教え込まれていた。ついでに先日もいらん破壊行動をして鈴穂共々寒さ河が江み教授に怒られたばかりである。


　そういう訳でタナロットは車を壊さぬような行動を選択した。


　即ち、車のボンネットにぽん──と手を突きつつ地を蹴ったのである。


　掌てのひらを軸点にし、自分と車双方の速度を利用して、倒立するかの様な動きでひょいと空中に身を浮かべる。タナロットが滞空していた時間は一秒にも満たない短いものだったが、その間に車は彼女の下を通り過ぎ──彼女が両手を掲かかげつつ体操選手ばりの身軽さでひょいと地面に降り立った際には、既に車は通りの方へと逃げ去っていた。


「…………みゅう？」


　遠くからタイヤの軋きしむ音やら通行人の悲鳴や怒ど声せいが聞こえてきたりもしたが、走り去ってしまった車などにタナロットの興味はない。彼女はそのまま再び走り出すと『フルアクション・アニレオン』を手に入れるべく山本堂の中へと駆け込んだ。


　だが──


「──うみゅ？」


　店内は彼女の見慣れたものとは随ずい分ぶん様変わりしていた。


　ショーケースはいずれも無惨に叩き割られて中身はごっそりとなくなっていた。全部という訳ではないようだが……数百は展示されていたであろうレトロ玩具はもう一割も残ってはいなかった。


　そして──


「みゅみゅみゅ？」


　割れたガラス片の散らばる床の片かた隅すみに、倒れている山本をタナロットは発見した。


「みゅう。ヤマモトドー。ヤマモトドー。どうしたのであるか？」


　側そばにしゃがみ込んでそう尋ねる。


　あちこちに青あお痣あざができている様だが、幸い致命傷は受けていなかったらしい。山本はタナロットの言葉に反応してもぞりと身体を動かした。


「あ……ああ……タナちゃん……」


「みゅう。大丈夫であるか？　怪我をしているのであるか？」


「やられた……例の…………ほとんどもってかれた……」


　言って血混じりの唾つばを吐く山本。


　そこへ──ようやく鈴穂達が追い付いてきた。


『タナロット！　ずるいわよ、正々堂々と競争──』


　そこまでノートに書きつつ店の中に入ってきた鈴穂は、中の惨状を眼にしてその場に硬直した。続いてファルチェが店の中に入ってくるが……こちらは状況がわかっているのかいないのか、いつも通りにのんびりしたままである。


「あらー。なんだか大変そうですねぇ」


『どうしたんですか!?』


　慌てて自分も山本の側にしゃがみ込んでそう書き示す鈴穂。


「おお……鈴ちゃんとファルちゃんも来たんか……やられたわ……例の強盗……レトロ玩具強盗や……」


「それが来たのですね？」


　ファルチェが尋ねる。


「ああ……ほとんどの商品……もってかれたわ……レストア中の奴は倉庫にあったから無事やけど……堪かん忍にんな……『フルアクション・アニレオン』も……面目ない……クソ……あいつら……ズタ袋に、あないに無造作にぶっこみよって……」


　言って山本は唇くちびるを嚙かむ。


　どうも自分が殴なぐられた事や、商品を奪われた事よりも、玩具が乱暴に扱われた事の方が腹立たしいらしかった。


「すまんけど……警察と救急車呼んでくれへんかな……」


　そこまで言って──山本はかくんと首を垂れた。


　慌てて鈴穂が容よう態だいを確認するが、とりあえず呼吸も脈もある様だった。脳内出血とかがないとも限らないが、それはわかっても鈴穂にはどうにもならない。


「お電話、借りますね」


　とファルチェが言い、カウンター横の受話器を取り上げる。


「…………」


　彼女が警察に事情を説明している間、鈴穂は店の中の惨状を見て表情を歪めた。


『ひどい』


　今回の事に限らず、他人の露ろ骨こつな悪意や害意とそれのもたらす結果を見ていると、鈴穂は非常に気分が悪くなってくる。別に善人を気取るつもりもないし、性せい善ぜん説せつを信じる程に無む邪じや気きではないが……やはりこういう現場を目の当たりにすると、どうしてこんな酷ひどい事ができるのだろうかと、哀かなしい気持ちになってくる。


「ヤマモトドーは大丈夫なのであるか？」


『多分ね。詳しくは病院で検査して貰わないとわからないけど』


　書いて鈴穂は立ち上がる。


　タナロットも同じ様に立ち上がりながら──


「では拓人へのプレゼントはどうなるのであるか？」


『どうしようもないわね。手掛かりもないし』


　当然ながら『フルアクション・アニレオン』も箱ごとなくなっていた。


「そうでもないかと」


　警察に電話を終えたらしいファルチェが受話器を置きながら言った。


『どういう意味？』


「この様子から見れば、強盗が来た時間と私達が来た時間にそう開きが在る様にも見えませんしー……ひょっとしてタナロット先輩、強盗の人達と鉢はち合あわせとかしてませんか？」


「……みゅ？」


　首を傾かしげるタナロット。


　そういえば乱暴な運転の車とは出会っている。


　その事を告げるとファルチェは大きく頷いてカウンターのノートパソコンに触れた。


「ならまだ近くに居るかも知れませんねー。ナンバープレート、覚えてます？」


「みゅ……覚えているのである」


　元々知識がほぼ白紙の状態で生まれてきたせいか、タナロットは単純な記憶力は良い。どうしてそんなものを、と拓人や鈴穂が呆れる様なつまらない事までしっかりと覚えている事も珍しくない。


「では陸運局のデータベースに侵入して調べますねー」


　そこらで買い物してくる様な口調で気軽に言うと、ファルチェはノートパソコンを数度操作する。『それって違法なんじゃ』と鈴穂がノートを書いている間に事は終わったらしく、ファルチェはパソコンから手を離してにっこり笑って言った。


「出ましたぁ。２００５年型のＧＭシボレー・アストロですねぇ。画像データもダウンロード済みですー」


「…………」「…………」


　顔を見合わせる鈴穂とタナロット。


『でもそれがわかったからって……今どこにいるかなんて』


「大丈夫ですよお」


　にっこり微ほほ笑えんでファルチェは保証した。


　口の中で何事か素早く唱えながら店の外に出るファルチェ。何をするのかと怪け訝げんに思いつつも彼女について外に出たタナロットと鈴穂は──ファルチェの指先に誘われる様にして、虚こ空くうを飛び回る小さな光こう芒ぼうの群れを見た。


『これは』


　タナロットにも鈴穂にも見覚えがあった。ファルチェの精霊化魔法だ。対象物に魔力を付与し、同時に併用する補強呪文で強制的に神格値を上げる事で、擬ぎ似じ的てきな人格を与えるのである。


　ただし精霊化といっても擬似的なもので、ファルチェから独立して思考したり動き回るだけの力はない。言ってみれば魔法回路を使いファルチェが自己の処理能力を『貸たい与よ』する形で成立する精霊化で、ファルチェから何百メートルも離れたり、一定時間が経過したりすると解けてしまう魔法らしい。


「えっとぉ」


　きょろきょろと周囲を見回し──ファルチェは山本堂の看板を指差した。


　ぽん──と軽い破裂音を響かせて看板は白煙を発する。煙はすぐに四方へと散ってその後には看板を無理矢理擬人化したかの様な──板に目鼻立ちを彫り込んだ様なものが残っていた。雰ふん囲い気きとしては〈学園〉正門の管理者であるゲート・イズモに近い。額にはちゃんと『山本堂』の文字があった。


「看板さん看板さん。強盗さん達はどっちに行きましたか？　黒くて大きな車です」


「右。まっすぐ」


　看板は錆さびを含んだ渋しぶい声でそう答えた。


　ファルチェが「ありがとうございましたー」と声を掛けて手を振ると、精霊化していた看板は再び小爆発を起こして煙を放ち、元の看板に戻っていた。


「これなら何ど処こまでだって追えますよぉ？」


『そりゃそうかもしれないけど』


　半ば呆あつ気けにとられた様な表情で鈴穂がそう書き示す。


「じゃ、取り戻しに行きましょうー」


　にっこり笑ってファルチェが言った。
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　少年達は上機嫌だった。


　クリスマスだからという訳ではない。『仕事』が上う手まくいったからだ。多少の予定外はあったものの、当初の目的は問題なく達成できた。


　ちなみに彼等の言う『仕事』は額に汗して行う労働では決してなく……いかにして楽に他人の金を自分達の懐ふところへ入れるかという事を指している。その際にその手段が合法か非合法かという区別は彼等の関心の埒らち外がいに在った。


　少年達は特に『仕事』を選えり好みはしなかったが、最近の彼等の流行はレトロ玩具や限定キャラクター商品といったオタク・グッズを狙う事だった。


　この手のものはマニアだのオタクだのは大金を積んでも欲しがるが……一般人にとっては価値も意味もないガラクタである事が多い。この為に警察もマスコミもより派手な事件──例えば同じ強盗でも銀行、スーパーマーケットといった被害規模が大きく世間の注目も浴び易いもの──を優先して追いがちになる。不況のせいか窃せつ盗とうだの強盗だのの類たぐいは次から次へと発生しており、どうしても彼等の様な『隙間狙い』の強盗に対する追及の手は緩くなってしまう傾向にあった。


　また奪ってきた品はネットでオークションに掛けて売りさばいてしまう。インターネットでの売買は互いの素す性じようを明かしての取引でない分、警察の追及をかわす手も多く、比較的安全な換金方法ではあった。


　少年達はこういった小悪党じみた立ち回りを──小こ狡ずるさや小こ賢ざかしさを、自分達の頭の良い証拠だとして御満悦だった。普通の人間が見たらそれは卑ひ怯きようの一語で片付けられてしまうものに過ぎないのだが、真面目に働く事を『馬鹿のする事』と思って疑わない彼等はそんな事にも気付かない。


　更に……


　彼等にとっては案外これこそが重要なのかもしれないが、この『仕事』では自分達が楽にゲットしてきたガラクタに大金を背負って群がってくる『バカオタク』を嘲ちよう笑しようしつつ金を巻き上げる事ができるという利点が在った。そもそも正々堂々と他人に誇れる様なものがないからこそ、堅かた気ぎにもなれず、かといってヤクザになりきる事もできず、こんな中途半端な『仕事』をしているのである。だからこそ手軽に得られる優越感は彼等にとって大層気持ちの良いものだった。


　まあそういう訳で。


　少年達は今日もクリスマスの雰囲気に緩みきった街の片隅で、レトロ玩具を扱う店を一軒襲撃し、大量に『仕入れ』をしてきた処だった。


　生意気にも店員が木刀を持ち出して反撃しようとしたので、つい必要以上にボコってしまったが……まあ死んではいないだろう。別に死んでも構わないのだが、さすがに死人が出ると警察も面めん子つにかけて捜査を始めるので、殺してしまうのはあまり得策ではない。


　その意味では現場から逃げる際に、外国人らしい少女を一人轢ひきそうになった時も少し焦あせったが。


「折角のクリスマスなんだしさ。どっかで騒がねえ？」


　車を運転しているリョウジが言った。


　ちなみに助手席に座っているのがヨシアキで後部座席に居るのがヒトシとマサヨシである。実は全員が全員お互いの素性はよく知らない。名をどういう漢字で書くのかも知らない。下手をすると本名ですらないのかもしれないが、別に構わない。元々がゲームセンターで出会って気が合ったから一緒に行動しているだけの仲だ。この杜ず撰さんとも言うべきお手軽さと薄っぺらい繫つながりも彼等にとっては『格好良いク　ー　ル』になるのだった。


「いいねえいいねえ。仕事も上手くいったしな」


「〈ザ・ディープ〉とか行かねえ？　〈黒船屋〉でもいいけど」


「ブツはどうするよ？」


「車ん中はマズいよな。いつもの処に寄って隠しとくか」


「オッケー。んじゃヒトミとかショーコも呼んで騒ごうぜ」


「イイね。それイイね」


　少年達は上機嫌でクリスマス・イブを楽しむ算段をする。


　だが……さすがに世の中そうそう甘くはなかった。


「……ん？」


　リョウジがふと顔をしかめる。


　たまたま彼の表情に気付いたヨシアキが怪訝そうに尋ねてくる。


「どうしたよ……リョウジ？」


「いや……なんかバックミラーに変なものが見えたよーな気がしてさ」


「なんだよリョウジ。もう酔ってんのかあ？」


「おいおい運転大丈夫かよ？」


　仲間の少年達がげらげらと笑った。実際に『仕事』が終わった解放感から、既にビールの３５０ml缶を全員が一本ずつ空けている。


「んな訳あるかよ。バーカ」


　リョウジもつられて笑い……もう一度確かめる様にバックミラーを眺ながめる。


　しかし。


「…………」


　まず二秒ほど思考停止。


　でもってバックミラーの中に見える映像の意味を理解するのにおよそ二秒。


　更に自分が酔ったり寝ぼけたりしているのではないと理解するのに約一秒。


　計五秒の間を置いてから……リョウジの笑顔は今度こそはっきりと引きつった。


「そ……そ……な……」


　そんな馬鹿な。そう言いたいのだが上手く言葉にならない。


　バックミラーの中には信じ難いものが映っていた。


「………バカ……な……」


　彼等の乗るシボレー・アストロは今も道路を走行中。決して路上に停車している訳ではない。まだ街中なのでそうそう速度を出せる訳ではないが、速度計を見ると時速四十キロ強で走っている事がわかる。ぱっとこの数字だけを見ると大した事はなさそうに見えるが、これは単純に百メートル単位に区切ってみれば十秒以下で走破する速度である。


　当然ながらこれは車ならではの速度であって、人間が自前の脚を使って走ればオリンピック選手でさえ滅多に出せる速度ではない。出せたとしてもせいぜいが数秒間であって、とてもその速度を何分も維持する事はできない。体力だの根性だのという問題ではなくて、肉体構造上、人間には不可能なのである。


　なのに……


「ウソ……」


　それはリョウジの正気を嘲あざ笑わらうかの様にはっきりくっきりとバックミラーの中に映り続けているのだった。大きくも小さくもならない。つまりそれはアストロと同じ速度で追走している事になる。


「マジでどうしたんだよリョウジ？」


　真っ青で絶句するリョウジの様子を見てさすがに仲間達も冗談ではないと気付いたのだろう。彼等はリョウジが震えながら肩越しに指差す方向を──つまりは真後ろを何気なしに振り返った。


　そして。


「──へ？」


　一同──絶句。


　確かに今夜はクリスマス・イブだ。そヽれヽを見掛ける事は別に珍しくない。ポスターに描かれたイラストから実際のコスプレまで嫌と言うほどその姿は街中に溢あふれている。


　だがしかし……嗚あ呼あ、だがしかし……！


「サ……サ……サン……」


　紅い布地に白いファーをあしらったコート。先端に白く柔らかそうな毛玉が付いた三角帽子。ある意味ではクリスマス・イブに最も相ふさ応わしい衣装。


　中身が何故か眼鏡を掛けた女の子だが。


　衣装もミニスカっぽいアレンジが加えられているが。


　しかもソリの代わりにリヤカーに乗っていたりするが。


　かてて加えてそのリヤカーを引っ張っているのはトナカイのコスプレをした女の子二人だったりもするが……！


　こんなにわかり易いものを見み紛まがうはずがない。


　それは──


「サンタクロース……!?」


　──なのだった。


　そう。今日はクリスマス・イブだ。サンタクロースを見掛けても別に驚く事はない。


　それが時速四十キロで走る車の後を追い掛けてこなければ──だが。


　しかもぐんぐん近付いてくる様にすら見える。


「な……な、なんじゃありゃっ!?」


　悲鳴の様に裏返った声で叫びながら少年達は速度計を確認。確かに針は時速四十キロを指している。少年達の体感速度もそれ位だ。


　だから……それはつまり。謎のサンタ少女を乗せたリヤカーは時速四十キロ──百メートルをおよそ九秒で走破する猛スピードで走っている訳で……


『んなバカなっ!?』


　少年達は一いつ斉せいに叫んだ。


　とはいえ、いくら信じ難い光景でも全員が揃って目撃している以上は事実だ。まさか缶ビール一本で集団幻覚を見る事もなかろう。


「なんだなんだなんだ!?」


「マジか？　マジか？」


「そんな──ありえねえっ!?」


　少年達は口々に喚きながら車のウインドウを下げ、寒かん気きの中に身を乗り出して後方を振り返る。ひょっとしたら硝子に映った何かの幻像ではないかと思ったのだ。


　だが……狼ろう狽ばいする少年達を嘲笑するかの如く、サンタクロースとトナカイは厳げん然ぜんとそこに居た。そこに居てがららららら──と音を立てながら真冬の道路を走っちゃっていた。
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　それどころか。


「…………」


　呆然と見守る少年達に向けてサンタは何やらプラカードを掲げてきた。


『止まってください。奪った玩具を返してください』


「…………!?」


　無論──意味はわかる。


　わかるが、何故にサンタクロースが時速四十キロで追走しつつそんな要求を!?


　既にこの時点で少年達は軽い恐慌状態にあった。


　大体の場合において、人間というのは事態が理解の範はん疇ちゆう内であるならば、ある程度余裕こいて行動する事もできるが……ちょっとでも自分の寄り縋すがってきた常識から逸いつ脱だつした状況に置かれると途端にパニクるものである。それはヤンキーだのチンピラも当然例外ではない──というかむしろその傾向が強い。


　でもって。


　その恐慌が臨界点を越えるとどうなるかというと。


「ふ……ふざけんなッ！」


　開き直るのである。


　少年達は憤怒で恐怖を誤魔化しながら口々に喚いた。


「わ……訳わかんねえが──」


「お巡りポ　リか？　新手のお巡りか!?」


「ふざけんなバカ！　なにが『返してください』だ！」


「これでも喰らえッ！」


　後部座席のヒトシが手近に在ったビールの空き缶を振りかぶって投げる。


　それは浅い放物線を描いて真っ直ぐ飛んで行き──


　──かんっ！


　と小気味良い位の音を立ててサンタ少女の額に当たった。


　サンタ少女がリヤカーの上で大きくのけぞる。


「やったか？」


　少年達はげらげらと笑う。


　無論それは恐怖を誤魔化すための捨て鉢な笑いであった訳だが……生あい憎にくと彼等の恐怖は減少するどころか程なくして倍増する羽目になった。


「…………」


　倒れかかったサンタ少女は、まるでブリッジの様な状態でのけぞったまましばらく固着していたが……やがてがくん、と勢いをつけて元に戻った。ただし全くダメージを受けなかった訳でもないらしく、額には小さな傷ができていて、そこから一筋の血が流れ出ているのが見えた。


　サンタ少女の表情が歪む。今にも『泣くぞ！』と言わんばかりだ。


　まあここまではいい。少年達にも理解できる。


　だが次の瞬間に少女が採った行動と、その後に起こった現象は、彼等の理解の外だった。


　長い三つ編みを束ねていた白いリボン。サンタ少女はそれに手を掛けると引き抜く様にして一気に解いた。走行中の突風に煽あおられて、ざあ──っと少女の黒髪が広がる。


　それが宵よい闇やみの如き深しん蒼そうに染まったのは次の瞬間であった。


「──!?」


　見間違いか──と少年達は眼を瞬かせるが、少女の髪の色は蒼あおに染まったまま変わらない。水みな底ぞこに棲まう幽ゆう鬼きの如く長い髪をなびかせながら少女は傲ごう然ぜんと顔を上げ……そしてニヤリと笑みを示した。


　そこに一瞬前までの泣きそうな表情は微み塵じんもない。


　それどころか額から流れ落ちてきた自分の血を舌の端でぺろりと嘗なめ取ると、少女はむしろ何処か楽しげな口調で叫んだ。


「いい度胸だてめーら……このアタシの顔に傷をつけるたあなッ!!」


　サンタ少女は手を伸ばすとリヤカーの床部分に置いていた何かを拾い上げる。


　それは──


「な……なんだあれ!?」


　本能が『ヤバい』と告げているのだろう──マサヨシが恐怖の叫びを上げた。


　少女の手に在るそれは明らかに武器だった。


　剣とも銃ともつかない格好をしているが、無骨さと併へい存ぞんする研ぎ澄まされた機能美は、戦闘機や戦車に通じる線を備えていた。どの様な機能が在るのかは当然少年達には理解できないのだが……むしろ武器とわかっている以上、どんな攻撃が来るのかわからない分、わかり易い銃器や刃物よりも遥はるかに不気味である。


「さあ強盗共。聖夜に散る準備はいいか？」


　少女が言って手にした武器を操作する。


　次の瞬間──まるで花が開くかの様にパーツの一部が展開。更に先端から中程までの『剣ブレ身ード』を想わせる部分が白い光を放ち始めた。


　ヤバい。なんだか知らないがあれは凄くヤバい──少年達の本能がそう告げていた。


「ぶっ飛べッ!!」


　叫んで少女が武器を振る。


　リョウジはほとんど本能の命じるままにハンドルをきった。


　──ぉん!!


　虫の羽音を数倍に拡大した様な、奇怪な音を放ちながら、白光が伸びる。


　一気に十メートル近くにまで達した光の剣が地面を叩いた。


　その瞬間──


　轟ごうッ!!


　爆音が夜空に響き渡った。


　白光に如い何かなる力が込められていたのか、路面が爆発的に砕け散る。衝撃と熱風に巻き上げられた大量の土砂が少年達の車に追いすがり、天ルー井フや後部ハッチに当たってばらばらと音を立てた。


「な、な、なんだよあれっ!?」


　リョウジが悲鳴じみた声を上げる。


　無理もない。直撃こそしなかったものの、発生した現象はサンタ少女の武器に秘められた膨ぼう大だいな破壊力を察するに充分なものだった。あんなものが直撃したらどうなるか想像もつかない。いや──むしろ少しだけ想像できる分、かえって恐ろしい。ばらばらに引き裂かれた車の残骸の側で、こんがりローストされて転がる自分達のイメージが脳のう裏りを過よぎり、少年達は心底震え上がった。


　冗談ではない。あんなものとやり合ったら命が幾つ在っても足りない。


「リョウジ！　早く、もっと早く!!」


　仲間達の叫び声に促され、リョウジはアクセルペダルを踏み込んだ。


　４・３リットルＶ６エンジンが主の叱しつ咤たに応じて悲鳴じみた咆ほう吼こうを発する。見るからに鈍重そうな──実際に２トンあるのだが──外見を見事に裏切り、シボレー・アストロは結構な健脚振りを発揮して加速した。


　回転計と速度計の針がするすると回っていく。


　時速四十五キロ。五十キロ。五十五キロ。六十キロ。さすがにこれには追いつけまい、とバックミラーを覗のぞき込み──


「うそおっ!?」


　だがリョウジは悲鳴を上げた。


　サンタ少女の姿が小さくならない。


　時速四十キロならまだわかる。いや、充分に有り得ない速度なのだが、百メートルを九秒台で走破する人間がいる以上、まだ理解の範躊をそれほど逸脱していない。


　だが……今は時速六十キロである。


　最早どうあっても人間の脚力に可能な速度ではない。時速六十キロといえば秒速にして十六・六メートル。百メートル走破に要する時間はわずかに六秒あまり。たとえオリンピック選手であろうとも今のシボレー・アストロと併走する事は一瞬たりとてできない。


　ましてや問題のトナカイ少女達は人間一人とリヤカー一台分の重量を引っ張っているのである。これはもう脚が早いとか健脚であるとかそういう次元の問題ではない。


「絶対噓うそだあああああっ!?」


　リョウジ達は悲鳴を上げた。
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　ところが。


「うーむ……」


　さんざん強盗少年達をビビらせながら──意外にも鈴穂達はちょっと困っていた。


「追いついたはいいけど……さて、どうしたもんかな……」


　ちなみにさすがに時速六十キロとなるとリヤカーの上で仁王立ちし続けるのにもちょっと根性が要る。というか長時間は無理である。そういう訳でとりあえず鈴穂は床に膝をついて床に刺した〈ワルプルギス〉にすがりながら顔をしかめた。


　さすがに寒い。特に太ふと股もも辺りが。


「みゅ──っ!!」


　一方タナロットはというと全然平気というか、もう人類では有り得ない健脚振りを発揮してリヤカーを引っ張っている。馬ば車しや馬うまが見たら自信喪失して首をくくりそうな勢いだが本人はむしろ楽しいらしく、上機嫌で声を上げたりしていた。止めなければ地平線の彼方までそのまま爆走しかねない雰囲気だ。


　その横ではやはり尋じん常じようならざる脚力でファルチェがリヤカーを引っ張っている。まあこちらも人間ではないのでまあ驚くには値しない。


「ところでファルチェ」


「はいー」


　Ｖ６エンジン顔負けのパワーでリヤカーを引っ張りながら、なおものんびりおっとりした声が轟々と唸うなる風の中に揺れた。そう大きな声を上げている訳ではないはずなのだが、明瞭に聞こえるのが不思議と言えば不思議である。


「追い付いたはいいが、どうするよ？」


「さあー。そこまでは私も考えておりませんでしたのでー」


「……頼りになるよ、まったく」


　呻うめく様に言う鈴穂。


「みゅ？　鈴穂の〈ワルプルギス〉でぶっ飛ばすのではないのであるか？」


　タナロットが肩越しに振り返って聞いてくる。


「こら、前見て走れ、前！　──っていうかおまえ、バカだろう？」


「みゅ。他人にバカという人がバカなのである。したがって鈴穂はバカである。決定。バーカ。バーカ」


「やかましわっ！　何の為にあの車追ってると思ってるんだ、おまえは!?」


「みゅ……？」


　タナロットは走りながら器用に首を傾げ──時計の針が半周してからようやく気付いた様子で頷いた。


「『ふるあくしょん・あにれおん』を取り返す為である」


「そーだよ。一緒にぶっとばしちまったらどうしようもないだろが」


「みゅう。なるほどなのである」


「まずは連中をどうにかして止めにゃなんねーんだけども……」


　鈴穂は唇を嚙んだ。


　この速度で走っていれば、無理矢理停車させた場合、事故に発展する可能性が高い。


　無論、黒髪モードの鈴穂ならばともかく、蒼髪の方の鈴穂にしてみれば、強盗する様な連中が事故を起こして怪我をしようが死亡しようが知った事ではない。だが、一緒に目的の玩具まで爆発炎上してしまえば、そもそもこの追撃が全くの無意味になってしまう。


　強制的に停車させようにも、前に割り込むとなると相手がハンドルを切り間違えて事故に発展する可能性もあるし、かといって安全距離をとるとあっさり回避して逃げられてしまうだろう。


　後考えられるのは持久戦だが、まさか相手のガソリンがなくなるまで追撃する訳にもいくまいし──


「みゅう。さすがに人質奪還は難易度が高いのである」


「人質じゃなくて玩具。ええい、くそ、人質ならまだ相手の隙見て自発的に逃げ──」


　と……言いかけて。


「──ファルチェ？」


　鈴穂は緑髪少女の背中に声を掛けた。


「はいー？　なんでしょうかー？」


「ひょっとして……おまえ、ある程度離れてても精霊化の魔法掛けられるか？」


「魔法の到達距離のお話ですか？　まあ二十メートル位は離れてても届くと想いますけどもぉ、それ以上だと確定率が下がりますねぇ」


「複数の対象に掛ける事はできるか？」


「そうですねえ。重マル複チ起タス動クになりますから幾らでもという訳にはいきませんけどー、私の処理能力だと大体、一度に百体位まではなんとかー」


「……なるほど。充分だな」


「何かお考えですかー？」


「ああ」


　蒼い髪の鈴穂はにやりと笑った。
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　一方少年達は少しずつ落ち着きを取り戻しつつあった。


　異常も尋じん常じようもあくまで相対的な概がい念ねんだ。異常な状況もそこに置かれ続けた者にとってはいつの間にか尋常に変化する。まあ要するに全ては慣れという事である。そして人間はこの地球上でも屈指の適応力を誇る──誇りすぎる感さえあるが──生物であった。


「と──とにかく」


　ヒトシが言った。


「あいつらは俺達の持ってる戦利品を取り戻しに来たって訳だ。しかもお巡ポりリじゃないらしい。なら──」


　ヒトシは若じやつ干かん引きつった笑みを浮かべて続けた。


「返してやろうじゃねえか。なあ？」


「なんだ？　何言ってんだよオメーは」


「折角苦労してゲットしてきた戦利品だろうが」


　明らかに『苦労』の用法が間違っているとは想われるが、それを指摘できる様な常識人は此の場に居るはずもなかった。


「いいから。俺に考えがあんだよ」


　彼が思い付いた打開策は実のところひどく簡単なものだった。


　要するに──彼等が奪ってきた戦利品を、先程の空き缶と同じ様に、追ってくるサンタ少女達に投げつけるというものである。


　空き缶なら避けられたり弾かれたりする可能性が在るが、サンタ少女達が取り戻しに来た玩具そのものを投げ付ければ、彼女等は少なくともそれを受け止めざるを得ない。むしろ、いちいち狙わなくても自分から『弾』に当たりに来てくれるだろう。


　たとえ直撃できなくても、右に左にと玩具をばらまいてやれば、それを拾わざるを得ないだろうし、そうなれば速度も落ちるから、少年達が逃げ切る可能性も増える。


　わざわざ奪ってきた戦利品を投げ捨てるのは惜しい気もするが、また何処かに押し入って奪えば良い事だし、そもそも戦利品は百以上在るのだから十や二十を投げ捨てても充分に儲けは出るだろう。何しろ元手はガソリン代位しかかかっていないのだから赤字になんぞなりようがない。


「おおう。すげえ。ヒトシ頭イイじゃん！」


「へへっ──」


　仲間の称賛を浴びてヒトシ君は御満悦である。


　彼は早速、後部の荷ラゲ物ツジスペースを振り返る。さすがに運転席や助手席に居る二人にやらせる訳にもいかないので、後部座席に居る自分が自ら『冴さえたやり方』を実行に移そうとした。


　だが……


「……………あ？」


　彼は目を丸くして固まった。


　最初は何かの見間違いかと想った。車の振動でたまたま麻袋の口が開いて中身がこぼれだしてしまっただけなのだと──


「よーし。全員整列！」


　それは驚きよう愕がくするヒトシ達なんぞにはてんで構わずそう言った。


　身長三十センチ程の人形が。


　しかも……


『あーい』


　と応じて荷物スペースの中を動き回るのは、ヒトシ達が奪ってきた玩具そのものだった。


　元々動物や人間の形を模しているものは無論だが、トレーディング・カードとかミニカーとかゲーム盤とか、挙げ句は組み立て前のプラモデルの箱までが手足を生はやしてちょこまかと動いている。見ようによっては童メル話ヘンチックな微笑ましい光景だが、実際にそれを目の当たりにしたヒトシ達は笑うどころの話ではなかった。


「皆で力を合わせるんだ！」


　と熱血先生みたいな事を言いながら全体の指揮を執とっているのは奇くしくも『フルアクション・アニレオン』である。


「解放部隊前へ！」


『あーい』


　よっこらしょとばかりに比較的大きめの縫ぬいぐるみやら人形やらがアストロの荷物室の後端に歩み寄ると、二組に分かれ、観音開きの扉ハツチに取り付いた。当然ながら玩具達では背の高さが足りなくて開放ノブに届かない為、彼等は人ひと櫓やぐら──ならぬ玩具おもちや櫓やぐらを組んで高さを克こく服ふく、意外な力強さでノブを操作した。


　がこん！


　ハッチが開放される音でようやくヒトシ達は我に返った。


「な…………なんじゃこりゃあっ!?」


　声を上げるものの──何をどうしていいのかもわからない状態である。もうこうなると非常とか異常とかそういう問題ではない。自分の正気を疑わないといけない様な状況であった。


　開放されたハッチの向こうには──サンタ少女のリヤカーがじりじり近付いてくるのが見える。車間距離にすれば彼女等はもう三メートル余りにまで近付いてきていた。


　さすがにその余裕はなかったが……もしそちらに多少の注意力を割さく余裕が在れば、ヒトシ達はサンタ少女の髪が元の黒色に戻っている事に気付いたかもしれない。


「架橋部隊──前へ！」


『あーい』


　続いて玩具達は次々と互いに組み合って列の様なものを造ると、その先端に居た少女型の球体関節人形──メイドを模している様だが、何故かメイド服が装甲じみた直線的な線で構成されている──が片手を挙げて宣言した。


「一番、１／６セピエッタ。行きまーす」


　たたたたた……とその人形──セピエッタが走ると、尾っぽの様に後続の玩具達も走る。セピエッタ達はそのまま荷物室の端まで助走を付けて──


「とおっ!!」


　と──跳ちよう躍やく。


　意外な健脚ぶりでアストロの後部バンパーを蹴ったメイド人形──とその後続の玩具達──は、そのまま空中を泳ぎ、浅い放物線を描いてサンタ少女達の元へと落下。


「──みゅ！」


　と声を上げてトナカイの少女がそれを受け止めた。


「おおーっ！」


　列に加わっていなかった玩具達がやんややんやと喝かつ采さいを送る。


　これで──アストロとリヤカーの間には玩具達が身体を張って造った橋が架かった事になる。架橋部隊というのはまさしく文字通りの意味だったらしい。


「よし──脱出だ！」


　アニレオンの宣言と共に、玩具達が仲間の身体で造られた橋をすたこらすたこら走って逃げて行く。どうしていいかわからず手をこまねいているヒトシ達を尻目に玩具達は次から次へと袋の中から這はい出しては遁とん走そうして行った。


　挙げ句に──


「──あっ」


　ウサギの耳の様なパーツを付けた人形が転んだ。そこへすかさず赤いチャイナドレス──しかし何故か服は装甲っぽい感じの──人形が駆け寄って言う。


「ばにーちゃん。なにやってるアルか」


「お姉様。先に行ってください。私はもう、もう駄目です」


「バカっ！」


　ぺちんとバニー人形を張り飛ばすチャイナ人形。バニー人形の頭部は勢い余ってくるくる五回転くらいしたがまあ、それはご愛あい嬌きよう。


「どんな時も一緒だって誓ったアルよ！」


「お姉様…………！」


　とか何とかロボ姉妹愛と涙の感動巨編をやる玩具まで出る始末で。


「……って待たんかいっ!!　コラっ!!」


　何となく嘗められた気分になってヒトシは喚いた。


　何が何だかよくわからないが、このまま玩具が全部向こう側に行ってしまっては、稼かせぎがなくなるどころか、こちらの身が危ないという事は彼にもわかった。


「な、な、なんだかよくわからんが──待て！」


　叫びながら彼は後部座席から身を乗り出し、玩具達を捕まえようとする。


　しかし彼の手が逃げ回る擬人化トレカの一枚を摑もうとしたその瞬間……


「アーマゲドンブレイザアアアッ!!」


　とか何とか叫び声と共にフルアクション・アニレオンがヒトシの鼻面をぶん殴った。


「痛ッ──!?」


「さあ、今の内に！」


　ヒーローの玩具はやっぱりヒーローなのか、まあ単に勢いなのか、ともかく身体を張って仲間の玩具を守りつつアニレオンが叫ぶ。


「こんのガラクタが──」


「必ひつ中ちゆう突とつ貫かん──っ！」


　顔を真っ赤にしてアニレオンに摑みかかろうとするヒトシの鼻面に、今度は別の玩具が激突。ヒトシは鼻血を噴きながらのけぞった。玩具はどうも戦艦か何かの超合金らしく、重量があるのと、形がゴツゴツしている分、アニレオンの攻撃に比べてもかなり痛そうな感じである。


　戦艦はがちゃんこがちゃんこと動いて人型に変形すると、すっくと立ち上がって言った。


「助太刀しますぞ、アニレオン殿！」


「おお、サンダルフォン殿！」


　なにやらテレビ番組改編期に何処かの遊園地の屋上イベントでやってそうなノリで意気投合するアニレオンと変形人型戦艦。


　…………もう何の話なのかわからない感じである。


　まあ──そうこうしている内にも玩具達の遁走は続き、橋役をしていた玩具達もリヤカーのサンタ少女があわあわしつつ手繰り寄せて回収。残っているのは殿しんがりとしてヒトシ達を牽けん制せいしているアニレオンとサンダルフォンだけになった。


「て……てめえら……」


　もうヒトシにも何が何だか全然わかっていないのだが、殴られれば痛いというのは単純明快な結論なので、彼はとりあえずアニレオンとサンダルフォンを睨にらみ付けた。


「ぶっ壊してやる！」


　喚きながら手を伸ばすも、ひょいと左右に跳んで二体の人形はその攻撃をかわす。


「笑止！」


　叫びながらアニレオンとサンダルフォンはアストロのバンパーを蹴って跳躍。揃って見事に空中三回転を極めつつすとんとトナカイ少女達の頭の上に降り立った。


「貴様等の暴ぼう挙きよ許し難がたきものなれど、それに裁きの鉄てつ槌ついを下す役目は我等に非あらず！」


　見み栄えを切ってサンダルフォンがそう叫ぶ。


「あ…………」


　ヒトシの表情が絶望に歪んだ。


　リヤカーの上でサンタ少女がすっくと立ち上がり、再びリボンを解いたからである。


　ざあっ──と広がりながら宵闇の蒼に少女の髪が染まる。


　そして。


「さあて？」


　にたりと笑いながら蒼い髪の少女サンタは武器を担ぎ上げた。


「人質もいなくなった事だし。そろそろ覚悟はできてるよな？」


　少女の構えた剣からぶおん──と音立てて長大な光の刃やいばが伸びる。


　まだ少女達とは三メートル近い距離が在るにもかかわらず、その光の剣のまとう熱がヒトシの鼻先に伝わってくる。輻ふく射しや熱ねつだけでもそれだけのものを感じるという事は、光の剣それ自身はきっと、多分、恐らく、物凄ーい温度を持っているはずで。そんなものでぶっ叩かれた日には、いくら無駄に頑丈を誇りまくるアメリカ産のミニバンでもひとたまりもないであろう訳で。


「ちょ、ちょっと待て、おい、いくらなんでもこんな、莫ば迦かな、馬鹿げた、ええと、なんかよくわからんけど、こんなのナシだろ？　やり直せよおっ!?」


　半ば錯乱して訳のわからない事を喚くヒトシ達。


　だが──


「悪漢相手に問答無用！　突チヤ撃ーッジ！」


「みゅーっ!!」


　少女達の叫びと共にぐんとリヤカーが加速。恐怖に見開かれた少年達の瞳ひとみの中で、彼女等の姿は更に大きくなっていく。


　サンタ少女は猛獣も後ずさりしそうな笑みをその可愛らしい顔に浮かべながら、長大な光の剣を騎ラ兵ン槍スの如く真まっ直すぐに構え──


「死ねええええええええええええええええええええええいっ!!」


「どひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」


　少女の咆吼と少年達の悲鳴と──んでもってそれに比べると、むしろささやかとも言えるような破壊音が、聖夜の空に響き渡った。
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　警官達は不機嫌だった。


　公こう僕ぼくとはいえ彼等も人の子である。ただでさえクリスマス・イブに勤務当番が回ってきただけでも面白くないというのに、こういう日に限ってつまらない事件が頻ひん発ぱつする。例えば──事件だと一報が入ったので駆け付けてみれば、酔っ払ったらしいガキ共がお目出度くも自損事故を起こし、その上訳のわからない言い訳をする様な。


「出で鱈たら目め抜かすのも大概にしろっ！」


「本当なんですようっ!!」


　怒鳴る警官に少年達は縋り付いて泣き叫ぶ。


　現場検証をしていた他の警官達は顔を見合わせながら言った。


「なんだって？　あいつら」


「時速六十キロで走るサンタクロースにやられたとさ」


「はあ？　なんだそりゃ」


「サンタとトナカイの扮ふん装そうした女の子三人組にぶちのめされたって。しかもなんだか盗んだ玩具は手足が生えて自分で車から飛び降りたとか何とか」


「なんか最近は犯罪者もどんどんバカになるな」


「というか、薬でもやってたんじゃないのか？」


「うーん」


　くるくると音もなく赤い光を撒いているパトカーの回転灯の下で警官達は文字通りに苦い笑いを浮かべた。国民のほとんどがお祭り気分を味わっているこの夜に、何故、自分達はラリったチンピラのヨタ話を聞いてやらねばならんのか。いくら公僕とはいえ何だか腹立たしいのを通り越して哀しくなってくる。


「しかし……」


　別の警官が言う。


「なんかそのサンタの話は別の処でも目撃者が出てるからなあ」


「単に都市伝説じゃないのか？」


「まあそうかもしれないが」


「しかしなんつうかクリスマスだよなあ」


　しみじみと警官の一人が言う。


「なんだよ、いきなり」


「いや……あいつらも幸運だなって話。普通ここまで強烈なのやったら一人や二人は死んでるんだけどな。聖夜ってくらいだから奇き蹟せきでも起きたのかなって話」


　と──警官が指差すのはシボレー・アストロの残骸である。


　日本車に比べると異常な位の頑丈さを誇るアメリカ製のミニバンは、真ん中から綺き麗れいに真っ二つになった上で、左右それぞれがガードレールと電信柱に突っ込んでへしゃげていた。普通はここまでぶっ壊れると中の人間もただでは済まないはずなのだが、乗っていたらしい四人組はぴんぴんしていて、今も意味不明の訴えを続けている。


「本当なんですようっ！　サンタが、サンタが、こんなでっかい剣で──」


「わかったわかった。詳しい話は署で聞こうな」


　うんざりした顔でそう言う同僚を束の間振り返り──


「確かにこれで引火しなかったのも不思議だよな」


「だろ。一体全体、どういうコケ方をすればこんな風になるんだか」


　警官達は揃って首をひねる。


　だがいくら考えても彼等が真相に辿たどり着く事は決してないのであった。
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『お疲れ様』


　と書いたノートを示して鈴穂は山本堂の扉を開いた。


　リヤカーに乗っていた精霊化玩具達は次々に飛び降りて店の中に入って行く。


　硝子製のショーケースは正面こそ割られていたが、床面は残っている為、精霊化玩具達は自ら定位置を見つけてそこに収まった。上の方のショーケースが『指定席』の玩具達は鈴穂とタナロットが持ち上げてそこに置いてやる。


　でもって玩具達はそれぞれ手を振ったりぺこりと頭を下げたりしてから、小爆発。煙が収まった後には元の物言わぬレトロ玩具達が並んでいた。


　ちなみに店主の山本は救急車で運ばれた後で此こ処こにはいない。


　代わりに現場検証の警官達が居たが、これはファルチェの魔法でしばらく眠ってもらう事になった。玩具を取り戻した経緯を魔法云うん々ぬんの部分抜きで上手く説明する自信がなかったからである。下手をするとタナロット達が強盗と間違われてしまう。


　そして……


「感謝する」


　そう言ってタナロットを見上げてきたのは『フルアクション・アニレオン』だった。


「あの悪漢共の手に落ちた我々を救ってくれた恩──皆決して忘れまい」


　そう言ってヒーロー人形の伸ばした手をちょんとつまんで握手──というか何というか──をするタナロット。


「みゅっ♪」


「それはそうと……」


　アニレオンは左右を見回して言った。


「シンイチ殿は何処におられるのだろうか？」


「──みゅう？」


『シンイチ？』


　初めて聞く名前に首を傾げるタナロットと鈴穂。念の為にとファルチェの方を見ても、彼女も首を傾げるばかりである。タナロットはアニレオンの顔──といってもフェイスガードに覆われているので眼も鼻もないのだが──を覗き込んで尋ねた。


「シンイチって誰なのであるか？」


「無論、私の所オ有ーナ者ーだが…………」


　そこまで言って初めてフルアクション・アニレオンは何かに気付いたようだった。


「貴女達はシンイチ殿の遣いで私を迎えに来てくれたのではないのか？」


「私達、知りませんけどー。私達は、羽は瀬せ川がわ拓人様のクリスマス・プレゼントとして、貴方を買いに来たのですよー」


「……そう……か…………」


　目鼻立ちはないので表情は見えないのだが……肩を落としてうなだれるその仕草からアニレオンが落胆しているのははっきりとわかった。


「いつか……いつか必ず迎えに来てくださると…………」


「──みゅ？」


　顔を見合わせるタナロット達。


　細かい事情はよくわからないが……どうもこのフルアクション・アニレオンは前の持ち主がもう一度自分を買い戻してくれるのだと信じていたらしい。それだけ大事に大事にされてきたのだろう。


「いや……失敬。情けない処をお見せした」


　平気な態度を取り繕ってアニレオンは言った。


「さあ。新たな主の元へ行こう。最早レトロ玩具と呼ばれるこの身なれど、まだまだ主を楽しませる事はできるはずだ！　全身二十三カ所の関節にて如何なるポーズも可能！　満載したギミックは十七種、まだまだそこらのハイテク玩具になんぞ負け──」


「…………ねえ」


　ふと──普段とは違う大人びた口調でファルチェが言った。


「貴方はその人の処に帰りたいの？」


「………………」


　アニレオンはしばし黙り込み──


「……できる事ならば。しかし……」


　玩具には自らの意志で主人を選ぶ事はできない。


　それは彼（？）もよくわかっているのだろう。タナロット達がお金を払って購入すればフルアクション・アニレオンの所有権はタナロット達のものとなる。そしてそこから先は彼女等がフルアクション・アニレオンをどう扱おうと彼女等の勝手だ。拓人にプレゼントしようと、ゴミ箱に放り込もうと、アニレオン自身に文句を言う権利はない。


　だから──


「……みゅう」


　細かい事はわからないまでも、雰囲気で事情を察したのかタナロットも困った様な表情を浮かべて鈴穂を見る。なんだかんだ言っても彼女にとって拓人の次に近しく頼れるのは鈴穂なのである。


　ファルチェはファルチェでやはり懇こん願がんする様な表情を鈴穂に向けた。


『な、なに？』


　いきなり二人に頼られてうろたえる鈴穂。


『私にどうしろって言うの？』


「鈴穂先輩。お願いがあります」


　微笑を浮かべてファルチェが言った。
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　高たか村むら真しん一いちはアルバイトを終えて帰路についていた。


　同世代の少年少女の多くが浮かれ騒いでいる日に夜の九時までアルバイト、というのも辛つらい話ではあるが……当然こういう日には特別手当が出るので、万年金欠状態の真一としては見逃す訳にはいかなかった。


　彼の父親は六年前に交通事故で亡くなった。母親も子供三人を女手一つで育てる苦労が祟たたって身体を壊し一昨年から入院中。真一の下はまだ中学一年生と小学校五年生の妹が二人。実質的には彼しか働き手のいない高村家は生活保護を受けても、常にかつかつの生活を強しいられていた。


　進学を諦め、高校卒業後は就職したお陰で多少は収入も安定したが、それだけではどうしても金が足りない場合もままある。最近は兄姉妹揃って清せい貧ひん生活にも慣れてはきたが、それでもクリスマスだの誕生日だのという特別な日にケーキの一つも買ってやれないと情けない気持ちで一杯になる。


　そういう訳で真一は本来の仕事が終わった後もコンビニで数時間アルバイトをしてから帰宅する。妹達は寂しがるがこればっかりは仕方ない。


「クリスマス……か」


　真一は夜空を見上げながらふと呟いた。


　想い出すのは十年以上前に貰ったクリスマス・プレゼントの事である。


　彼が大好きだったアニメ番組『超愛戦士アニレオン』の主人公アニレオンのフルアクション・フィギュア。欲しくて欲しくて親にねだりまくり買ってもらった彼の宝物。


　だがそれはもう今彼の手元にはない。


　母の入院でこれ以上はないという位に家計が圧迫されていた一昨年の冬……せめて妹達にクリスマス・ケーキを買ってやりたかった真一は、知り合いに頼んで他の幾つかの品と共にそれをインターネット・オークションに出品し、売り払ってしまった。


　意外に高い値段が付いたお陰で、その年はささやかながらも妹達にケーキとプレゼントを買ってやる事ができた。その点については非常に嬉しかったのだが……今でも折に触れて想い出す事を思えば、やはり売らずに置いていた方が良かったのでは、と後こう悔かいめいた気持ちを覚えてしまう。


　もっともこんな気持ちを他人に話せば『十九にもなって、たかが玩具一つの事で』と笑われてしまうだろう。妹達にも恩着せがましい事は言いたくない。だから真一はこの気持ちに関しては誰にも語った事がない。


「買った人が大事にしてくれてると嬉しいけど」


　誰にともなくそう呟きながら……真一は妹達の待つアパートの前まで帰ってきた。


　妹達は今頃夕飯の用意をしているだろう。米の洗い方さえ知らなかった少女達も、今ではそこらの主婦顔負けの料理人である。苦労は何よりも確実に人間を鍛きたえてくれるものだ。


　真一の手には〈ミスト〉の特製クリスマス・ケーキ。プレゼントはもう半月程前に買って押入の奥に隠してある。最近、妙に目端の利く様になってきた妹達に見つかっていないと良いのだが。


　そんな事を真一が考えていると──


「シンイチであるか？」


　いきなり声が掛かる。


　驚いて振り返った彼の視線の先には──三人の少女の姿が在った。


　サンタクロースの衣装を着た眼鏡の少女と。トナカイらしき格好をした褐かつ色しよくの膚はだの少女と。そしてやはりトナカイの格好をした緑の髪の少女と。


「えっと……そうだけど？」


　見るからに奇妙と言うか珍妙と言うか──まあ変な格好の三人組であるが、さすがに追い剝はぎだの強盗だの誘拐犯だのには見えない。多少は警戒しつつも真一は三人の少女に向き直った。


「メリー・クリスマス」


　緑の髪の少女が微笑しながらそう言う。


「聖夜にささやかな奇蹟を」


「……え？」


　戸惑う真一の前に眼鏡のサンタ少女がおずおずと歩み出て、綺麗にラッピングされた箱を差し出してくる。眼を瞬かせながらも真一はほとんど反射的にそれを受け取り──


「な……何……？　これって一体……？」


「ではこれで。こう見えてもサンタ様はお忙しいので」


　緑の髪の少女が言う。見ればわたわたと何処か鈍どんくさそうな仕草でサンタ少女は近くに置いてあったリヤカーの荷台に乗り込んでいる。素早くトナカイの扮装の二人もリヤカーに駆け寄ってその牽引棒を摑んだ。


「みゅ。さらばであるっ！」


　褐色の膚の少女が片手を挙げてそう宣する。


　そして三人の少女は、呆気にとられる真一をその場に残し、衝撃波でも起こしそうな物凄い勢いで走り去って行った。リヤカーに乗った後ろ姿ってなんだか間抜けな感じだなあ……などと真一は場違いな事を考えつつ彼女等の背中を見送っていたが──


「……なんなんだ？」


　彼女等の姿が見えなくなると彼は手元に残った箱をしげしげと眺めた。


　呆気にとられて見送ってしまったが、果たしてこれは自分が受け取って良いものだったのだろうか。名前を先に確認してきた以上、彼が貰っても問題ない物かもしれないが、謂いわれのない施ほどこしを何の疑問もなく受け入れられる程、彼は無邪気でもなければ恥知らずでもない。


　とはいえ……返そうにも少女達の素性がわからないとどうしようもない。


「うーん……」


　何度か箱をひっくり返したり戻したりして表面を調べてみたが、手がかりになりそうなものは何もなかった。何処にでも在りそうな包装紙に何処にでも在りそうなリボンである。


「……開けてみるしかないかな」


　真一は呟いて丁寧に──リボンを解き、包装紙を破かない様に気をつけながら開いて箱の中身を確認する。


　そこには……


「──え？」


　一瞬……何かの見間違いかと思った。


　そこには彼がまさについ先程想い出していた『フルアクション・アニレオン』の箱が在ったからだ。失ったものを惜しむ余りに幻覚でも見てしまったのかと眼を瞬かせるが、見えているものは変わらない。それは間違いなく実物としてそこに在った。


「そ……そんな莫迦な」


　思わず箱を開けて中身を確かめる。


　中から出てきたのは、間違いなく『フルアクション・アニレオン』だ。付属品も全部揃っている。説明書まで在る。


　しかも──


「これは……」


　フィギュア本体に付いている幾つかの小さな傷には見覚えが在った。


　間違いない。単に同じ製品という訳ではない。これは彼が一年前に売ってしまった『フルアクション・アニレオン』そのものだった。十年近く彼の宝物であり友達でもあり続けてくれた大事な大事な玩具だった。


　だが……どうしてこれが此処に在るのか。一体何故、これを見ず知らずの女の子達がわざわざ真一の処にまで届けに来てくれたのか。


　わからない。見当もつかない。


「…………」


　鼻先に冷たいものが触れる。


　見上げると──漆しつ黒こく色の遥かな高みから無数の白点が降り注いで来る。


　雪だ。聖夜に雪が降っている。


　何だかあまりにもでき過ぎな気がした。


　けれど──


『メリー・クリスマス』


　ふと緑の髪の少女の言葉が脳裏を過ぎる。


『聖夜にささやかな奇蹟を』


「…………奇蹟、か」


　呟いてみるとそれはとても当たり前の事の様に思えた。


　不条理とか。不公平とか。世の中そんな事だらけだ。


　世の中で自分だけが割を食ってる様に思う時も在る。


　でも。


　だからこそ──たまにはこんな事が在ってもいいのかもしれない。


「…………」


　真一は少女達の去って行った方向に黙って一礼をすると、『フルアクション・アニレオン』の箱を抱えて妹達の待つ部屋へ続く階段を上り始めた。








終　章












　降りしきる雪の中を三人の少女がとぼとぼと歩いていた。


　暖かな我が家に向けて家いえ路じを辿たどっている──にもかかわらずその足取りは見るからに重い。聖夜のささやかな祝福もこの少女達には逆効果の様だった。その美しさに見とれるどころか……降り積もって彼女等の浮かべる重苦しい落らく胆たんの表情を助長するだけである。


『プレゼント……どうしよう』


　途方に暮れた感じで鈴すず穂ほがノートを示す。


　実はこれは改めて書いたものではなくて、先程から同じ文面を何度も使い回している。


「……みゅう」


「どうしましょうねえ……」


　タナロットは無論の事、さすがのファルチェにも少々気落ちした様子が見える。もうすぐ拓人の待つマンションに辿り着くのだがあまり嬉うれしくない。むしろ徒労感だけがずんずんと雪の様に頭やら肩やらに積もっていく。


　ファルチェの手には〈ミスト〉特製のクリスマス・ケーキが提げられている。さすがにコスプレのまま帰る訳にはいかないので、一度キリシマ・フーズの事務所に寄って返してきたのである。ケーキはその際にオマケとして貰もらったものだった。


　予定では拓たく人とはもうマンションに戻っているだろう。


　そういえば双ふた葉ば達も後から合流すると言っていた。何でも葉は月づきの企画で『朝テイまルドでーン』パーティをやるらしい。もっともそれぞれ家で夕食を食べてから、という事らしいので実際に集まるのは十二時近くになるかもしれないが。


　ともかく色々と気配りする拓人の事だ……もうクリスマスの料理やプレゼントもきちんと準備してタナロット達を待っているに違いない。


　だが……タナロット達は拓人に贈るものがない。


　カーチェイス──というか何というか──に時間を費ついやした上、寄り道までしてしまったので、とっくに時刻は夜の九時を回っている。一応『フルアクション・アニレオン』の代金は三人で平等に出し合って山本堂に置いてきたので、それぞれ軍資金としては八割近く残っているのだが、そもそも買うものがない。元々『フルアクション・アニレオン』しか眼中になかったので他のものは三人とも考えていなかったし、大抵の店はもうシャッターを閉め始めているので、改めてプレゼントを考えて買い直す時間もない。かといってさすがにクリスマス・プレゼントを帰宅途中のコンビニで買うというのも侘わびしいというか、手抜きをしている様な感じで気が引けてしまう。


「かくなる上はぁ」


　ファルチェは何か思い付いたらしくポケットから一本のリボンを取り出した。〈アイランド〉でケーキの包装に使っていたものの切れ端らしいが──


「こうしてこうして」


　自分の頭にきゅっとリボンを巻く。


「これでどうでしょう？」


『何が？』


　何となく想像がついているのか横目で冷たい視線を送りながら鈴穂が尋たずねる。


「プレゼントは『私』という事でぇ」


『不許可！』


　鈴穂が即座にノートを突き付ける。


「ええー。駄目ですかぁ？」


『駄目に決まってるでしょ。大体ファルチェは元々タクちゃんの所有物なんだし』


「みゅう。では代わりに我がプレゼントという事で」


「はいー。ではリボンは何色が良いですかぁ？」


　すらりと七色のリボンをポケットから取り出してファルチェが尋ねる。


『同じだってば！　タナロットだって建前上はタクちゃんの使い魔でしょ』


　ばしばしとノートでタナロットとファルチェを叩く鈴穂。


　使い魔イコール所有物かどうかはまあ疑問だが──今更タナロットが『我をア・ゲ・ル・のである』とか言っても実質的な意味はやっぱりなかろう。


「では鈴穂先輩がプレゼントという事でー」


『だからそういう十八禁ちっくな発想は止めなさいってば！』


　言って溜め息をつく鈴穂。


　結局何にも問題解決になっていない。


　そうこうしている内にタナロット達はマンションの玄関にまで来てしまった。


「…………」


　いっそこのまま現金でも渡そうかと半ばヤケになって考える鈴穂。


　その時──


「メリー・クリスマス」


　何時からそこにいたのか。


　気が付くと鈴穂達の側そばに一人の老人が立っている。


「…………」


　不思議な事に──その事実をタナロット達はごく自然に受け入れた。何の脈みやく絡らくも予よ兆ちようもなく唐突にそこに居いた老人に、彼女等は驚く事も怯おびえる事もなく、ただ事実としてそれを認識するだけだった。


　本物の奇き蹟せきとは……あるいはそういうさり気ないものなのかもしれない。


　小太りの体たい軀くに、紅白の鮮やかなコントラストを示すコートを纏まとったその老人は、顔全体を覆おおうかの様にたっぷりと蓄たくわえられた白い髭ひげの間から歌う様に言った。


「代理御苦労……汝なんじ等らにもささやかな奇蹟を」


　老人はタナロット達に歩み寄ると、背負っていた大きな白い袋の中から一つの箱を取り出してタナロットに手渡した。


「……みゅ？」


　そこで初めて不思議そうに首を傾かしげて老人を見るタナロット。


　老人は白く長い眉まゆと髭の奥から彼女に微ほほ笑えみ掛けると、手を伸ばして頭を撫なでる。タナロットは顎あごの下をくすぐられる猫の様に、眼を細めて老人の手に撫でられるがままになっている。


「……汝等に幸さちあれ」


　言って老人は鈴穂とファルチェの頭もその大きく厚い手で撫でる。


　そして──


「…………みゅ？」


　気が付くともう老人の姿はなかった。


　タナロットは首を傾げて周囲を見回すが眼にはいるのは鈴穂とファルチェの姿だけだ。


『あれ？』


「あら？」


　まるで夢から覚めたかの様に眼を瞬またたかせて、鈴穂とファルチェも辺りを見回すが、やはり老人の姿は何ど処こにも見あたらない。比ひ喩ゆでも何でもなく本当にいつ居なくなったのかもわからなかった。まるで昼が去り夜が来るその境目の瞬間が誰にもわからない様に──姿が透明化するでも、煙幕が上がるでもなく、ただ自然に老人はそこに存在しなくなっていた。


「みゅううううう？」


　心底不思議そうに首を傾げるタナロット。


『まさか本物？』


「さあ……どうなんでしょう」


　鈴穂やファルチェも首を傾げるが……当然わかるはずもない事だ。


　そこへ──


「何やってんの？」


　少女達にとって一番聞き慣れた声が響く。


　一斉に振り返るとマンションの入り口に拓人が立っていた。


「タクト──ッ♪」


　タナロットが飼い主を見つけた子犬の様に拓人の元へと駆け寄る。鈴穂とファルチェも彼女の後を追い少年を囲む。わずか五日間ほどの間だというのに、もう何年も彼の顔を見ていない様な気がした。


「遅いから心配になって見に来たんだけど……こんな処ところで三人揃そろって何してんの？」


『あ。ええと、あのタクちゃん、それはその』


　プレゼントの事を思いだして、鈴穂が躊ため躇らいながらノートにぐにぐにと乱れた字を書き付ける。ファルチェも困った様な表情を浮かべて鈴穂と拓人を見比べていた。


「ほら。晩ご飯の用意もできてるよ。あと一時間もしたら葉月達も来るし。誘ってみたら先輩達も来るってさ」


　屈くつ託たくのない表情で言う拓人。


　そんな従姉妹を鈴穂は上目遣いに見つめながら、おずおずとノートを差し出した。


『あの。タクちゃん。実はね。私達プレゼントが……』


「みゅ。タクト。諸事情在あってプレゼントがないのである」


　開き直ったのかタナロットがあっさりとそう言った。


「そんなの気にしてたのか」


　苦笑して拓人は言った。


「別にプレゼントは義務じゃないでしょ」


『それはそうだけど』


「なので──」


　そう言いながら鈴穂と拓人の間に割って入ると、タナロットは手にしていた箱を拓人に押し付けた。


「これをタクトにプレゼントするのである」


『ちょっとタナロット!?』


　鈴穂は慌あわててノートを示した。


『そんな、何処の誰ともわからない人に貰もらったものを……』


「何処の誰かはわかっているのである。サンタのクロースなのである」


『そうじゃなくて！』


「……どうしたの、これ？」


　苦笑を深めながら箱を受け取って拓人が尋ねる。


「みゅ。サンタのクロースにもらったのである。これしかないので、タクトにあげるのである。タクト、メリー・クリスマスなのである」


「そうなんだ」


「タクト。開けるのである。開けてみるのである」


　と急せかすタナロット。


　その意見には鈴穂もファルチェも反対しなかった。受け取るにしろ受け取らずに返すにしろ、あるいは棄てるにしろ……とりあえず中身を確認しない事には始まらない。


　拓人は微笑みながら箱のリボンを解き、包装紙を開く。


　その中から出てきたのは──


『──え？』


　呆ぼう然ぜんとした声は鈴穂を除く全員から出た。


「『フルアクション・アニレオン』……」


　一同を代理して拓人がそう呟く。


　そう。それは紛まぎれもなく『フルアクション・アニレオン』の箱であった。


　拓人は驚いた様子でその箱を眺ながめていたが……ふと何かに気付いた様子で箱をひっくり返して裏面を眺めた。


「タナロット……これ本当に……どうしたの？」


　尋ねる拓人の声には微かすかな興奮が滲にじんでいる。


「みゅ？　だからサンタのクロースに貰ったのである」


「いや。そうじゃなくて。こんなの一体どうやって……」


『タクちゃん？　どうしたの？』


　怪け訝げんそうに鈴穂が尋ねる。


　いくら欲しかったものだといっても少々喜び過ぎだ。いや──喜んでいるというよりも単純に驚いている様な感じだった。それも思わず興奮で声に震ふるえが出る程の驚きだ。


　まるで──奇蹟を目まの当たりにしたかの様に。


「これは僕の持っていたやつだよ……」


「それは知ってますけど……？」


「違う。そういう意味じゃない。同じ製品とかそういうのじゃなくて！　これは僕が昔両親に買ってもらった『フルアクション・アニレオン』そのものだよ……！」


「…………!?」
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　さすがにこれには鈴穂達も驚いて凍り付く。


「ほら、箱の端に名前書いてある。貰った時に嬉しくて、書いたんだ、覚えてるよ！」


　と拓人が示す処には──確かに「はせがわたくと」と何処か幼い字体で記されている。


　もう待ちきれないといった様子で拓人が箱を開くと、中からはちょっと古ぼけた感じの『フルアクション・アニレオン』が出てきた。確かに製品は同じものではあるが、真一のものと比べると少し色の剝はげ方が違う様にも見える。


　そして──その背中には油性マジックか何かで書かれた『はせがわたくと』の文字が在った。立体面に書いているので随ずい分ぶんいびつになっているが、それは確かに箱に記されているのと同じ字であった。


「本当に……一体どうしたの、これ!?」


　興奮冷めやらぬ様子でそう尋ねてくる拓人に、少女達は顔を見合わせ──


「──聖夜ですから」


　とファルチェが微笑みながら言った。







＊







　独り雪の降る街を歩く彼に──背後から脳天気な声が掛かった。


「メリー・クリスマス」


　相手が誰かは無論わかっていたが、彼はとりあえず脚を止めて振り返った。


　誰に対してであろうと背中を向けたまま応じるのは礼に反する。勘違いする人間もたまに居るが彼は基本的に礼儀にはうるさい方だ──二千年以上も昔から。礼儀の内容は時代と共に移り変わるがそれを支える真しん摯しさは世紀をまたいでも変わらぬ美徳である。


　それはともかく。


　振り返った彼はそこに長身の青年と、彼に付き従う三人の娘達の姿を認めた。


　青年はいつも着ている教職員の制服ではなくフォーマルなスーツの上から黒いコートとカシミアのマフラーを羽織っている。全体的に闇やみ色いろに傾きがちな衣装の中で、首筋に巻いた血色のアスコット・タイが鮮烈な印象を放っていた。


　何処か螺ね子じの緩ゆるんだ様な、軽薄な表情はいつもの通りなのだが──こうした格好をしていると、優美さと冷厳さの同居する貴族めいた奇妙な雰ふん囲い気きがこの青年には漂ただよう。


　傍かたわらに立つ黒髪の娘もいつものメイド服ではなく夜会に出掛けるかの様なイブニング・ドレスの上からショールを羽織っている。更にその背後、銀髪の娘と赤毛の娘も普段の衣装ではなく豪ごう奢しやなイブニング・ドレスに身を包んでいた。


　全員これから何処ぞの夜会にでも出掛けるかの様な出で立ちである。


「今からパーティかね？　佐さ久く間ま君」


「左様で。〈学長〉はお仕事帰りですか──『聖夜にささやかな奇蹟を』」


　言われて彼は苦笑を浮かべる。


　どうやら先程のささやかなお節介を見られていたらしい。


「珍しいですね。貴方が直じき々じきに何かをするなんて」


「たまにはね。まあ──気き紛まぐれと思ってくれていい」


　そう言って彼──〈マジシャンズ・アカデミイ〉の〈学長〉は肩を竦すくめた。


「羽は瀬せ川がわ拓人や彼の周りの者達はこれからも色々と苦労をするだろう。少し位の特別扱いは構うまい」


「まあそうでしょうけどね」


　榮えい太た郎ろうは苦笑した。


「これから拓人の家で朝までクリスマス・パーティです。良かったら〈学長〉もご一緒にいかが？」


「…………根本的というか素そ朴ぼくな疑問なのだがな」


「何です？」


「君が今夜を祝うのは問題がないのかね？」


「無節操なのは我々の特権ですよ」


　言って榮太郎は片目をつぶって見せた。


「なるほど」


　彼は苦笑を深めながら頷き──


「悪いが遠えん慮りよしておこう。これでも一応約束がある身でね。寒さ河が江み教授達が宴えん席せきを設けてくれるそうだ」


「それはそれは。お引き留めして失礼致しました」


　聴衆に挨あい拶さつする楽団指揮者の様に、優ゆう雅がな仕草で一礼する榮太郎。


「メリー・クリスマス」


「メリー・クリスマス」


　合い言葉の如ごとくそれを投げ合い──聖夜に舞う雪の下を〈学長〉と榮太郎達はそれぞれの方向へと歩き出した。







まじしゃんず・あかでみいIV　聖夜爆走!?　完








あとがき












　どうも、軽小説屋の[image: ]です。


　皆様お元気でしょうか。私は病気です。いや、ガンオタクとかメイドさんフェチとかそういう方面じゃなくて。どうも風邪ひいたみたいでなんか頭痛いです。





　それはともかく。


「まかでみ」（略称発案・ＢＬＡＤＥ氏）四巻『聖夜爆走!?』をお届け致します。


　今回はクリスマスがテーマの一つ。もろに季節ネタです。季節ネタというのは時期を外すと何となく違和感があったりもするので、普通はライトノベル──それも書き下ろしの文庫だとあまりやらないネタではあります。


　ただラブコメをやる以上は避けては通れないネタかなあと思い「どうせだからラブコメ漫画みたいに季節ネタを色々盛り込むのもいいですよね。バレンタインとかクリスマスとか」と担当さんに進言したのが運の尽きです（いや、果たして「まかでみ」が本当に「ラブコメ」かどうかという根元的な問題はさておき）。


　後こう悔かいしましたとも。ええ。こいつのお陰でスケジュールがきつくてきつくて。「クリスマスネタだから当然刊行は12月に」という事になって、泣いても笑っても締め切りが延ばして貰もらえない事に。


　……しかしよく考えたら「まかでみ」だけで今年四冊も出てるんですねえ。


　企画当初は「まあ今まで書いていないタイプの作品ですし三冊いけたらいいですねえ」とか担当さんと言っていたのですが、一年目にしてクリアしてしまいました。購入してくださった読者諸氏に感謝。読者の方々の支持がなければ続けられないでしょうし、また担当さんから急せかされる事もなかったでしょうから。





　毎回毎回のたうちながら書いているお陰か、ようやく「馬鹿な話を馬鹿っぽく書く」のに慣れてきたよーな気がします。まあ相変わらず手が遅くて担当さんとかＢＬＡＤＥ氏には迷惑かけてたりする訳ですが、一巻二巻に比べると書いてる最中に悩んで筆が止まるという事はなくなってきたみたいで。


　やっぱ程よい感じに軽くて馬鹿な話というのは、力の抜き加減（手を抜くという意味では断じてない）が重要だなあ、とか思ったりする今日この頃なのでした。


　まあそういった訳で。


　前からこの「まかでみ」に関しては悪ノリがきつい部分がありますが、今回は常にも増して多くなっております。わからなければわからないで流せる様に書いてあるつもりですが（コミケ関係とかね）、一部内輪ネタというか、ファミ通関係のあちこちを見ていると笑えるよーな部分も含んでいます。興味のある方は調べてみてくださいな。


　で──以下、御迷惑お掛けした方々及び御協力頂いた方々。





　クリスマスの細こま々ごましたネタの幾つかを頂いた絵師の藤城陽氏に感謝を。本当はもっと色々細かいネタ入れるつもりだったのですが、上う手まくいきませんでした。申し訳ない。


　漫画製作現場の修しゆ羅ら場ばネタを大量に御提供頂いた絵師の小河原亮氏に感謝を。ちなみに本編内で使われている修羅場ネタはほぼ全て（時計進めるネタとか夢報告ネタとかそういうの）氏に取材させて貰ったものです。本当に漫画家って大変だよなあ。


「アニレオン」の使用許可を頂いた小説家の葛西伸哉氏に感謝を。意外にアニレオンのフィギュアって「付属品」ってなさそうだよなあ、とか思ったり。武器とか乗り物とか使わないから。あ、同じスケールで舞美とかついてればいいのか（笑）。


「サンダルフォン」及びキャラ三名の使用許可を頂いた小説家の富永浩史氏に感謝を。個人的には寸劇ちっくにストリジーとかも出したかったのですが、最早何の小説かわからなくなるので涙を飲んで割かつ愛あいいたしましたです。


〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉の設定に御協力頂いた小説家の神野オキナ氏に感謝を。氏の映画・漫画系の知識量の膨ぼう大だいさと発想の面白さにはいつも感かん服ぷくいたします。またその内困ったら相談の電話掛けるかもしれませんが、お許しを。


　作中ネタに使った「週刊ファミ通」編集者のキッシー嵐山氏に感謝を。予備校時代からの友人ですが、ある意味で最も頼もしいオタクの一人。彼と喋しやべっているだけで思考の訓練になります。今の私が小説家していられるのは、何割か彼のお陰。


　同じく山本堂のモデルに使った友人のコレクターＹ氏に感謝を。ミニカーにカメラにトレカにモデルガンにレトロ玩具に。一体いくつ趣味があるのか謎。飄ひよう々ひようとした趣味人というのは知人友人に一人居るととても心が豊かになります。奥さんは泣いてるけどな。


　[image: ]に的確な指摘をくださる担当Ｋ氏に感謝を。ライトノベル読むお子様がおられるよーな歳で「いや、こうやった方が萌えるじゃないですか」とか力説する[image: ]に同じレベルで議論できる編集者というのもある意味恐ろしいものがあります。プロって怖いよなあ。





　そして誰よりも絵師のＢＬＡＤＥ氏に感謝を。


　作中の幾つかのアイデア、ネーミング等（例えばエーネのデスキンは氏の発案。最初はただ普通に素手で殴なぐってました）に関してもＢＬＡＤＥ氏の御提案が活きております。というか最近は幾つかの描写（特に衣装とか）はＢＬＡＤＥ氏のデザインがあがってきてからこっちが描写を合わせる様に心掛けてたりします。





　……………って、これだけ沢山協力頂いた方の名前を並べると、なんか私は何もしてない様に見えたりします。ひょっとして次からは私は何もしなくてもあちこちに「お願いしマース」とか言ってればいつの間にか五巻が発売されたりして。


　わお。楽ちんだ。Ｋさん、次はその方向でいきましょう。





　ではでは。読者の皆様方。[image: ]が壊こわれたり死んだり担当さんに絞め殺されたり遥はるか彼方の軌道漂流型観測基地にメイドロボと旅立ってたりしなければ、また次の巻、もしくは別の本でお会いできるはずです。その時はよろしく。





　二〇〇三／一一／二三


　ＢＧＭ：なし


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４・２Ｇhz　ＲＡＭ１ＧＢ）





[image: ]　一郎


Ichiro Sakaki


第九回富士見ファンタジア長編小説大賞準入選。受賞作『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー。その後、『スクラップド・プリンセス』『ストレイト・ジャケット』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグル・フィールド』（ファミ通文庫）などいくつものシリーズを持つ人気作家。


http://www.ugougo.net/





ＢＬＡＤＥ


BLADE


東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。ＭＡでは、[image: ]先生と趣味全開？がっぷり四つで強力タッグ結成。仕事場も新しくなり、ますます仕事漬けの楽しい？毎日を送っている。


http://bladecham.com/
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